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「魔王……」

　イタズラっぽく笑い、人生の全てを謳歌おうかしているヘレネーとは正反対に、アウラはいかにも悩んでるって感じの表情をしていた。

　まあ、当たり前の反応ではある。

「どうするアウラ」

「……少し考えさせてください」

　アウラはそう言って、ふらふらと部屋から出ていった。

　足取りが若干おぼつかない。

「迷っていますね」

「ああ、少し一人にさせておこう。おれはこれからみんなのところを回ってくる」

「他の三カ国ですね？」

　即答するヘレネー。

　やっぱり賢さかしくて、いい女だ。

　そんなヘレネーに濃厚なキスをしてから、ワープの羽根で飛んだ。

　行き先はメルクーリヘレネーとコモトリアアウラ以外の三カ国。

　女王ズに直接話をしに行く。





☆






　シラクーザ王国、女王迎賓館げいひんかん『ブロス亭』。

　庶民──というか、民間のご落胤らくいんであるフィオナとマリがやっていた食堂を、そっくりそのまま王宮の中に持ってきたものだ。

　そこでは二人の女王が食堂の看板娘として他国の要人を接待する。

　他のどの国も真似まねできない、二人ならではの外交の場だ。

　そこで、おれは二人から山ウシの焼きめしを振る舞われていた。

「やっぱうまいな。腕は衰えてない──というか、ますます上がったんじゃないか？」

「ありがとうございます……」

　控えめに頰ほおを染めて嬉うれしそうにしているのが妹のマリ。

　彼女は料理担当で、今も料理人の格好をしている。

「すっかりうちの看板メニューよ。もっとも、ほとんど客には出さないけどね？」

　その隣で、人なつっこい笑みを常時浮かべているのが姉のフィオナ。

　彼女はエプロン姿で、街の人気看板娘！　という出で立ちを体現している。

「お姉ちゃん！」

「ほとんど客に出さない？　なんでだ、こんなにうまいのに」

「べ、別に理由はないです……」

　マリは慌てて話をそらそうとしたが、面白おもしろそうな気配がしたから、フィオナの方を見て、目線で答えを要求した。

「カケルさんとの思い出のメニューだからね。改良に改良を重ねてて美味おいしいけど、他の男には出せなくなっちゃったんだ」

「そうなのか」

「女の人には出したりするけど、そこは許してあげてね？」

　と、おどけた表情で言うフィオナ。

　確かに、この山ウシの焼きめしは彼女たちとの思い出のメニューだ。

（彼女とは我の方が思い出深いのだがのう）

　そう言うエレノアにデコピンした。

「お前は一回ちゃんと彼女に謝っておけ」

（謝りはせんが、礼を言うならやぶさかではない）

「礼？」

（我らの月下氷人だからな、彼女は）

　ここ最近、まわりくどいのは相変わらずだが、どこか直接的になってきたエレノア。

　それはそれで嫌いではない。

　だから、エレノアの言葉をマリに伝えてやった。

「私こそ！　エレノアさんのおかげでカケルさんとより親しくなれました。すごく感謝しています」

（うむ、くるしゅーない）

　お決まりのボケをかますエレノアに、お決まりのデコピンをしてやった。

　愛情たっぷり、腕抜群。

　絶品の焼きめしで舌鼓したつづみを打ってから、二人に向かって、ここに来た本題に入る。

「もう少ししたら、アウラを魔王にする」

「アウラ様を？」

「魔王……って、エレノアさんみたいにするんですか？」

　直前に打ち解けたこともあって、マリは前よりも少しだけ忌憚きたんなくエレノアに言及した。

「いや、違う。魔王って知らないか？」

「はい。あいにく知りません」

「私はちょっと聞いたことがあるかも。大臣に聞いた歴史にそんな話があった気が」

「なるほど、もうほとんど忘れ去られてる存在ってことか」

　庶民出身である二人が、特にいろんな客を相手にしている接客業の二人がそうなら、民衆の間じゃ魔王はほとんど知られてないと思っていいかもしれない。

「早い話が、モンスターの王にするってことだ」

「ええ!?　じゃあコモトリアはどうするんですか？」

「魔王にして、コモトリアを強くする」

「ふ、ふぅん……？」

「そうなんですか……」

　いまいちよくわかっていない感じの二人。

「その後外交で何か問題になるかもしれんから、先に一応言っておこうと思ってな」

「わかったわ」

「カケルさんのされることですから、信じています」

　フィオナとマリ。

　姉妹の双女王はあっさりと受け入れた。

「それともう一つ。何かしたくなったらおれに言え。言わないまでも、おれの目の届く所でやれ」

　これはアウラの暴走・独断を踏まえての念押しだ。

「えっと、はい！」

「わ、わかりました」

　なぜかフィオナとマリは揃そろって目をそらした。

　さっきまで普通にしてたのに、なんだいきなり。

「どうした」

「えっと……その……」


「…………」



「何かあるのか？」

「えっと……大丈夫です！」

　フィオナが少し考えてからそう言った。

「いや大丈夫って言ったって──」

「カケルさん」

「お、おう？」

　フィオナがおれの鼻先に指を突きつけてきた。

　たちの悪い飲んべえに説教する看板娘。

　町娘時代のフィオナそのままの仕草だ。

「例えば恋人の誕生日プレゼントを準備している女の子がいたとして、それを相手の男の人が誕生日よりも先に気づいたらどうする？」

「なるほど、知らなかったフリをしろってことだな」

「そういうこと！」

「わかった。そういう類の話なら聞かない」

　そう言って、二人の腰に手を回して抱き寄せる。

「ひゃっ!?」

「きゃっ!?」

　そのまま触れるだけのキスをしてから、言った。

「ごちそうさま。焼きめしうまかった」

　と、話をそらした。

　フィオナは「よくできました」的な笑顔になって、マリははにかんでうつむいた。

　こっちの企たくらみは、普通に期待してるだけでいいジャンルのことみたいだ。
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　アイギナ王国、王都レティム。

　今やすっかりセレーネの住処すみかとなった夏の宮殿に、ワープの羽根で飛んできた。

　飛んだ先は宮殿の中庭。

　一番いる可能性の高い場所で、セレーネは一心不乱に剣を振っていた。

　おれは静かにそれを眺めた。

　まったく同じ動作。空手で言えば正拳突き。

　基本中の基本である動きを、セレーネは延々と繰り返していた。

「ふぅ……」

「お疲れ」

「えっ、ショ、ショウ！」

　一息ついたところを見計らって声を掛けると、セレーネは盛大にびっくりした。

「いつ来たの？」

「ついさっきだ。それよりも、ますます振りが鋭くなってるな」

「そ、そうかな……」

　セレーネは手を後ろに組み、気持ちうつむいて頰ほおを朱に染めた。

　出会った頃と違って、とても素直で、可愛かわいくなった。

「そうだ。ショウがここに来たってことは、あたしに何か用なのかな？」

「ああ。ちょっと言っておきたいことがあってな」

　おれはアウラのことを告げた。

　これからアウラを魔王にすることをセレーネに話した。

　その話を黙って最後まで聞いたセレーネは。

「……魔王って何？」

　思いっきり直球で聞いてきた。

「知らないのか」

「うん、知らない。あたし馬鹿ばかだから」

　あたし馬鹿だから。

　すっかり彼女の口癖になったそれには、嫌みやネガティブな感情はない。

　馬鹿だから、教えて。

　それが今のセレーネだ。

「おれもよく知らないんだが、一般的に魔王ってのは……すごく強くて、たくさん魔物を従えて、世界征服を企たくらんだり、その一歩手前まで行ったヤツ、ってことみたいだ」

「なるほど。うーん……」

　セレーネは少し首をひねって考えると。

「それって……ショウのこと？　ショウ、魔王だったの？」

「ん？」

「だって、ものすごく強くて」

「ふむ」

「魔物をたくさん従えてて」

「魔物？　ああ、幽霊にドレイク兵か」

「実質、世界征服してるよね？」

「まあ、お前ら全員おれの女だしな」

「そっか。じゃあ魔王って、やっぱりショウのことだ！」

「いやいや」

　おれは笑って首を振った。

　その基準で言えば、確かにおれは魔王になってしまうかもしれない。

　というか、エレノアがまず魔王だ。

（我が魔王なら、貴様は大魔王だ）

　愉たのしげなエレノアの言葉。

　大魔王か。それも面白おもしろいかもしれない。

「今のはあくまで一般論だ。アウラがこれからなる魔王は、血とか魂とか、そういう特殊な何かを継承してなるものらしい」

「ふぅん？　うん、まあでも、アウラお姉さんが魔王になることはわかったよ」

　セレーネはおれの話をあっさり受け入れた。

「あたしが何かした方がいいことってある？」

「魔王になるまではおれがフォローする。どちらかというとその先の国同士の話だな」

「国同士……誰かいる？　アブラアムを呼んできて」

　セレーネが声を上げて呼ぶと、今までどこにいたのか、使用人が応じて駆けていった。

　数分後、セレーネの腹心であるアブラアムがやってくる。

　アブラアムはおれを見て軽く頭を下げると、目礼しつつ、セレーネの前に立った。

「お呼びですか、セレーネ様」

「うん。アドバイスを聞きたいんだ。えっと……アウラ姉さんが魔王になるの」


「…………？」



　きょとんとするアブラアム。

　何も知らないセレーネとは違って、こっちは世のさまざまなことを知っていて、そのうえで、

「何を言ってるんだ？」って反応だ。

「簡単に言うと、アウラがコモトリアを強くしたいらしいから、じゃあ魔王になるのはどうだ？　っておれが提案したんだ」

「……なるほど」

　アブラアムが苦笑いした。

「相変わらず、とんでもないことを企たくらまれるものですな」

「そうか？」

「ええ。凡人私の想像を遥はるかに超えていますよ」

「それじゃ、おれが魔王になると言ったら？」

　戯れに、さっきセレーネとのやりとりから発展したネタを振ってみた。

「……もはや既に魔王のようなものですからな。驚きはしません」

「それはそれでつまらんな」

　アブラアムはゴホン、と咳払せきばらいして仕切り直すと、セレーネの方を向いた。

「つまり、コモトリアの国王が魔王になるとして、その場合にどうすればいいか、私の意見を聞きたい、ということですね？」

「うん。教えてアブラアム」

「それなら──何もなさらなくて大丈夫でしょう」

「えっ!?　大丈夫なの？」

「はい。魔王アウラ……それは全人類が震え上がる名前になるでしょうが、結局のところはこの方の寵姫ちょうき。セレーネ様とまったく変わりません。であれば今までと何ら変わりありません」

「それはわかってるよ。そうじゃなくて、その時に、国として何をすればいいのかってこと」

「……アウラ様が魔王になられても、そのお立場が変わらず、寵姫のままという大前提ですが、アイギナが真っ先に承認し、軍事同盟を結べばよろしいかと」

「軍事同盟？」

「はい、とにかく真っ先に。この方が絡んでいらっしゃる以上、魔王アウラの元でコモトリアは更に発展するでしょう。であれば真っ先に手を組み国としての利益を引き出すのが上策かと」

「なるほど。じゃあ、アブラアムはそのための準備をしておいて」

「御意ぎょい」

　アブラアムはセレーネに頭を下げると、おれに小さく苦笑いをしてから立ち去った。

「まるでインサイダー取引だな。……ちょっと違うか」

「インサイダー？」

「いや、それはこっちの話だ」

「そっか。でも、やっぱりショウってすごいよね!!」

「うん？」

「あの慎重なアブラアムが、絶対に発展するって言い切るくらいだもん！」

「ああ……まあ、言われなくてもそうするつもりだ」

「うん！　頑張ってねショウ！」

「わかった」

　セレーネにそう励まされながら。

　アイギナも、これで話がついた。
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　カランバ王国、王都メテオラ。

『薔薇ばらの園』の一番豪華な部屋、縦横共に十メートル以上はあるベッドの上におれはいた。

　そして、おれのそばには多くの女たちがいた。

　直前まで可愛かわいがってやった女たちは、一人残して全員疲れ果てて寝ていた。

「お疲れ様」

　残った一人、自らも寵姫ちょうきの格好をしておれに身体を寄せているのが、この国の女王リカ・カランバその人だ。

　薔薇の園は、名目上女王リカのハーレムだが、その実、リカがおれに差し出したい女を集めたおれのハーレムだった。

　だから、おれはリカに会いにメテオラにきた時は、彼女が求めるだけ薔薇の園の女を抱くようにしていた。

「今回は新しい子が多かったな」

「あなたのおかげよ」

　リカはおれに寄り添ったままささやいた。

「おれの？」

「ええ。あなたがこの国で教育を受ける流れを作ってくれたから、いい子を見つけやすくなったのよ」

「ああ」

　キャロラインの一件で、教会学校を作り出したのが、確かカランバの中だったか。

　ソロン教の話だったから、カランバがどうこう、という感覚はそれほどなかった。

「将来有望な子が多くて、楽しみよ」

「そりゃよかった……お前のことを心配する必要はないな」

「アウラ様のことね」

「こっちもバレバレだったか」

「ええ」

　はは、と笑った。

　アウラが魔境を開こうとしているのはヘレネーにもばれていたし、リカにも筒抜けだった。

「まあ、それでも一応言っておく。何かしたい時はおれの目の届く範囲でやれ。必要なら助けるし、間違えたらおれが引き戻す」

「ありがとう」
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「で、だ。アウラを魔王にすることにした」

「……なるほど？」

　リカはおれに寄り添ったまま考え始めた。

　体勢はさっきまでと何も変わらない。

　傍はたから見ればピロートークを交わしているような姿勢だ。

　しかし、雰囲気が一変していた。

　今の彼女は『薔薇の園の主』じゃない。『賢女王』リカ・カランバだ。

「何を考えている」

「コモトリアと敵対する流れに持っていくための手順よ」

「へえ？」

　面白おもしろそうな話だな。

　リカは何の考えもなしにそんなことを言う女じゃない。

　これがセレーネ、フィオナにマリ、それと──イリスあたりか。

　そのあたりだったら額面通りの意味になるだろうが、リカは違う。

　どうしてそうしようとするのか、興味を持った。

「なぜコモトリアと敵対する？」

「恐らく、アイギナは軍事同盟を結ぼうとするはずよ」

「ほう？」

　ますます面白くなった。

　実際にセレーネとアブラアムのやりとりを聞いている分、リカのドンピシャな推測が面白かった。

「セレーネ様はアブラアムに助言を求め、そしてアブラアムならそうする」

「ふむふむ」

「シラクーザは今の段階では何も考えていないでしょう。フィオナ様とマリ様なら、実際に会ってからになるはず」

「そうだな。魔王にとりあえず山ウシの焼きめしを振る舞ったりしそうだ」

「メルクーリはお二人が正反対だから読めないけど──カケルの側に立つのは間違いないから、最終的には魔王と友好を結ぶ流れになっていくはず──そうなれば」

「なれば？」

「魔王なのに、人間の国の上層部、そのほとんどが最初から友好的に接する。でも相手は魔王。そのことを絶対によく思わない人間がいるでしょう？」

「なるほどな。カランバが反魔王の旗手になるわけか」

「ええ」

　頷うなずくリカ。

「つまり……プロレスか」

「プロレス？　という言葉の意味はわからないけど、たぶんそれで合ってるはず」

　すごいなリカは。

　他の国の動向を読み切った上で、カランバがより利益を得るために動こうとしている。

　今この瞬間であれば、リカは他の四国の首脳より明らかに上を行っている。

　おれはそう思った。

「つくづく」

「え？」

「あの時お前を籠かごから解き放ってやってよかったと思う」

「……カケルに来てもらえてなかったら、今でも──ううん。もっとうつろな目で窓の外の雲の数を数えていたと思うわ」

「もったいないにもほどがあるな」

「カケルにそう言ってもらえるのが一番嬉うれしい」

「……よし、決めた」

「何を？」

「お前にはこう言っておこう」

　リカの肩を摑つかんで引き離し、真っ向から向き合うように瞳ひとみを見つめる。

「お前はおれの目の届かないところで色々やれ。その結果をおれに見せろ」

「──っ！　わかった」

　リカは一瞬目を見開いて驚き、それから大輪の花が咲いたように微笑ほほえんだ。

　これでカランバもクリア──ついでにリカのいいところも見られて満足した。
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　夜、ワープの羽根で屋敷に戻ってきた。

　ミウはどこにいるのか、と思って気配を探ったら、屋敷の敷地内に気配が普段よりも一つ多いことがわかった。

「これがミウ、こっちがオルティア、イオとひかりは一緒にいる……」

　遠くの物を見る時に目を凝らすのと同じように、近くの気配から徐々にピントを合わせて、正体を見分けていく。

　ちなみに、気配がなくて動いているものも二つあった。こっちはミウの人形だ。

「となると、残り一つはアウラか」

（ふむ。庭にいるようだな）

「庭に？　おれの帰りを待ってたのか？」

（くくく、どうかな。面白おもしろい空気を纏まとっているぞ）

「へえ」

　エレノアに面白いって言わせるとはな。

　ますますアウラに会うのが楽しみになって、おれは部屋を出ると、廊下経由で庭に出た。

　そこにはエレノアの言うとおりアウラがいた。

　静かな空気を纏って、しずしずと佇たたずんでいる。

　見あげている夜空は、いつにも増して星々が輝き、月のない夜を彩いろどっていた。

「カケル様」

「よう、何を見てたんだ？」

「月を」

「ん？」

　おれも空を見上げる。

「見えるのか」

「いえ。カケル様には見えているのですか」

「まあな」

　これでも視力７７７倍だ。

　今日は月が出ていないんじゃない。見えなくなるだけの新月だ。

　存在する物なら、基本おれには見える。

「ここに来て、つまらない意地を張っているんです」

「なんだそりゃ」

「私には見えない道も、カケル様には見える。ならば、何も考えず、ただそれについていけばいいだけのこと」

「それがわかっててなお悩むわけか。なるほど、意地だな」

　おれはそう言ったが、笑いはしなかった。

　くだらんと笑うやつもいるだろうが、それが人間。

　おれは──おれが集めている女たちは。

　全員がいい女で、人形など一人もいない。

　だからこんな風に悩むこともあるだろう。

「はい。意地など張る必要ないのに。カケル様にこのままついていけばふさわしい女になれる。そう考えると──」

　アウラは胸もとに手を当てて、その上に更に片方の手を重ねた。

　ぎゅう、と。

　愛おしいものを抱きしめるかのように。

「胸が甘く疼うずき、今にも張り裂けそうになります」

「そうか。一つだけ言っておく」

　おれの方を向き、見あげてくるアウラ。

「おれは一から十までやってやるつもりはない。道があるのは教えてやれるが、道にある小石をどけてやるつもりはないぞ」

「……はい、そうですよね」

　ふっ、と自嘲じちょう気味に笑い、微かすかにうつむく。

「カケル様はそういう方。だからこそ私も……」

「……」

「カケル様」

「ん」

　身体ごとこっちを向いて、改めて見あげてくるアウラ。

「決めました。魔王になります」

「おう」

「では早速下準備を。お手数ですが、明日の昼過ぎに私の屋敷まで来ていただけますか？」

「それはいいが、一体何の準備をするつもりだ？」

「コモトリアと──」

　にこり。

　何気ない、晴れやかな笑顔。

「──縁を、切って参ります。魔王になった暁に、心置きなく攻め上がれるように」

　愉たのしげに笑うエレノアの声が脳内にこだまする中。

　おれはアウラを抱き寄せ、その唇を奪った。
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「よう」

　アウラを見送った後、屋敷に入って、イオとひかりがいる部屋にやってきた。

　二人はちびドラゴンのオリビアを囲んで、撫なでたり可愛かわいがったりして遊んでいた。

「あっ、おかえりカケルさん」

「お帰りおとーさん！」

「ああ、ただいま──イオもいるのはちょうどいいな。探す手間が省けた」

「？　私に何か用ですか？」

「明日コモトリアの都に行く」

「え？　はい、なるほど……」

「魔境の結界を開いて、魔王を復活させるつもりだ」

　明日の予定を話すと、イオは一瞬だけきょとんとしてから。

「ひょっとして……またカケルさんと一緒に大冒険できるんですか!?」

「そういうことだ」

「やった！　ありがとうございますカケルさん！」

　イオは大はしゃぎして、おれに抱きついてきた。

　さすがウェディングドレスよりも冒険を取った女。ものすごいはしゃぎようだ。

「魔王のことは知ってるんだな？」

「はい！　これまで色々と冒険したり、遺跡とかを探険しているうちに小耳に挟んだ程度ですけど」

「なるほどな」

「ありがとう──本当にありがとうございますカケルさん!!」

「気にするな」

　過去の世界でエレノアに肉薄した時みたいに。

　この冒険でも、イオが成長するのが楽しみだ。

「明日の昼に出発する」

「わかりました！　準備しておきますね!!」

　イオはそう言うと、疾風の如ごとく部屋から飛び出していった。

「遠足前の小学生か」

（今夜眠れなくならんといいな）

「その時は強引に沈めるだけだ」

（くくく、それはそれで明日起きられんかもしれんな。起きられても腰がガクガクかも）

　オヤジギャグの域に飛び込んだエレノアにデコピンして止める。

「おとーさんと旅に行くんだよね！　楽しみだな」

「ひかりにはもう一仕事頼む。おれを運んでほしい」

「おとーさんをどこに？　……わかった！　コモトリアだね!!」

　察しのいい、世界一可愛くて愛らしくて可愛らしい娘を撫でてやり、お決まりだが無駄な突っ込みを入れてくるエレノアにまたデコピンした。
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　コモトリア領内、街から離れた野営の陣地。

　オリビアに運んできてもらったおれは、静かにそこに着地した。

「何者だ！」

「閣下！　し、失礼しました」

　夜番をしているのは奴隷兵第一小隊、ニキの部下の二人だ。

　二人は当たり前に急に現れた相手を誰何すいかしたが、おれだと気づいて恐縮した。

　褒めるついでに二人にキスをしてから、聞く。

「ナナは？」

「総大将のテントにいらっしゃいます」

「わかった。ありがとな」

　二人と別れて、陣地の中に足を踏み入れる。

　ナナと奴隷兵は、おれの命令でコモトリアに湧わいた蛇どもの掃討そうとうをしている最中だ。

　ちなみに、デュナミスの提案で奴隷は解放されたから、ここにいる二百人はもう身分は奴隷じゃない。

　が、本人たちの意識はまったく変わることなく、今でもおれの「奴隷兵」を自称している。

　身分は解放したし、給料とかも上げてやったが。

　おれも、本人たちも。

　そのことを別になんとも思っていない。

　野営地の真ん中のテントに入ると、ナナがピンと背筋を伸ばして、ただ座っていた。

　まるで瞑想めいそうだな、という感想が浮かんだ。

「……主？」

　やがて目を開けたナナはおれに気づくと、眉まゆをひそめた。

「命令の変更か、主」

「いや、変更と言うより追加だ」

「はっ!!」

　ナナは起き上がっておれに片膝かたひざをつくと、頭を垂れた。

「大したことじゃない。掃討が終わったらこのままコモトリアにいろ。すごい戦いをさせてやる」

「──っ！　承知!!」

　一瞬驚いたように顔を上げたナナの目には、隠しきれないほどの喜びの色があった。

「今日はそれだけだ。いつになるかわからんが、力を溜ためていろ」

「はっ！」

　声にまで嬉うれしさを滲にじませるナナに別れを告げ、テントを出た。

　そうして野営地の外で待たせているひかりとオリビアの元に向かう。

（くくく、小石の存在は教えないどころか、積極的に落とし穴を掘っていくのだな貴様は）

「その方がいいだろ、アウラにも」

（アウラ、ヘレネー、イオ、ナナ。まったく、この一件だけで何人の女を満足させるつもりだ貴様は）

　おれは答えず、軽く笑みを浮かべたまま、ひかりたちが待つ場所に足を向けた。
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　朝、屋敷の寝室。

　ミウに身だしなみを整えてもらいながら話す。

「今日からしばらく家を空ける。ひかりも連れていく」

「わかりました。留守はお任せください。何か気をつけた方がいいことはありますか？」

「全部任せる。ミウがいれば安心だ」

「──っ、頑張ります！」

　嬉うれしそうに意気込むミウ。

　張り切り過ぎると逆に失敗するヤツがいるが、ミウの場合それは大丈夫だ。

　留守の間、ミウは屋敷をしっかり守ってくれるだろう。

　そんなことを考えているうちに支度したくが済んだから、部屋の外に出た。

　廊下を通ってリビングに行くと、そこではみんなが待っていた。

「おはよう、おとーさん」

　ひかり。

「準備はできております」

　ヘレネー。

「早く行きましょうカケルさん！」

　イオ。

　そして。

「……」

　無言で、おれに力強い視線を送ってくるアウラ。

　今回の一件の発端。

　一人で魔境のことを調べていた頃のアウラの焦あせりと劣等感は、もう見当たらない。

　そのかわり、強い、強い決意が表情に現れていた。

「よし、行こう」

　おれが言うと、全員がそれぞれ頷うなずいた。

　連れだってリビングを出ると、屋敷の庭に向かう。

　まずは移動だ。

「お願いね、おーちゃん」

　ひかりはそう言って、眷属けんぞくであるオリビアを召喚した。

　すぐさまオリビアが巨大なドラゴンの姿で現れた。

　ひかりとヘレネー、そしてアウラが次々とオリビアの背中に飛び乗るなか、イオだけ乗らないで、じっとオリビアを見あげていた。

「……」

「どうした、イオ」

「いえ、なんだか……雰囲気が変わったかなって」

「そうか、イオはこうなってから初めて会ったのか」

　限界を一つ二つ破って、竜神級まで駆け上がったオリビア。

　今もドラゴンの姿だが、以前とは違い、全身から神々こうごうしさを放っている。

「はい。なんだかすごいです……存在感が。不思議。威圧感はないのに、すごい存在感」

「本当にすごいヤツは、むやみに周りを威圧したりしないだろ」

「……」

「なんだ、今度はおれの顔をじっと見つめて」

「いえ。カケルさんの言うとおりだって思っただけです」

「？」

「さ、行きましょう！」

　イオはそう言って、ようやくオリビアの背中に飛び乗った。

　最後におれが乗ると、オリビアは羽ばたいて大空に飛び上がった。

　屋敷が豆粒大に見えるくらいの高さまで飛び上がり、一直線にコモトリアに向かう。

「……すごい。昔乗ったときと全然違う」

「何が違うの？」

　イオの感想にひかりが小首を傾げた。

「過去の世界に行ったとき乗ったよね？　あの時は普通に風とかがぶわっと来て、ちゃんと捕まってないと吹き飛ばされそうだったけど、今はあの時より速いのに全然向かい風が来ない」

「それはきっと、おーちゃんが弾いてくれてるからだよ」

「うん。そんなことができるようになったのがすごいよね」

「えへへ。だって、おーちゃんだからね？」

　友達のオリビアを褒められて、ひかりが嬉しそうに胸を張った。

「さて、軽く打ち合わせをしておくか」

　おれがそう言うと、アウラとヘレネーはもちろん、今まで話をしていたひかりとイオもお喋しゃべりをやめてこっちを向いた。

「コモトリアに着いたら、速攻こいつで結界をぶち破って、魔境に入る」

　そう言いつつ、「鍵かぎ」を全員に見せた。

「何があるかわからんから、ひかりはしばらく魔剣の姿でいてくれ」

「うん！　わかったよ！」

「お前も適宜、ひかりにアドバイスしてやってくれよ？」

（言われずとも。魔剣として更に成長する絶好の機会だからな）

「あの、カケル様」

「なんだ」

「魔境への入り口を開いた後はどうされるつもりですか？」

「ん？　進むだけだが」

「あ、いえ。そうではなくて、こちらの世界のことです。封印を開いたままにすると、大変なことになるのでは？　もし魔王になって戻ってきたとしても、その時こちらの国が魔物に滅ぼされていたりしたら……」

「ああ、そのことか」

「はい。すみません、カケル様なら何か考えられているのでしょうが、つい気になって」

「厳密に言うと、考えているのはおれじゃないんだが」

「え？」

　きょとんとするアウラに、おれはヘレネーの方を向いて。

「何か、用意してるんだろ？」

「どうしてわかったのですか？」

　ヘレネーは婉然えんぜんと微笑ほほえんだまま聞き返してきた。

　驚いた様子はないが、不思議には思ったみたいだ。

「お前はアウラの参謀になると言った」

「はい」

「それに、おれは今までお前の悪巧わるだくみに何回か付き合った。共通していたことは下準備を丁寧にやることだ。セレーネの時も、芝居だと見抜かれないように本気でセレーネをヘロヘロにしてから戦場に出した。おれが奴隷兵をそばに配置してるのも知ったうえでだ。そんなお前が、今回一番肝心な、魔境への入り口を開いた後のことを考えてないわけがない」

「カケル様には敵かないませんね」

　ヘレネーはそう言って扇子を出すと、口元を隠しながら、何かのかけらを取り出した。

「なんだこれは？」

「見覚えはありませんか？」

「見覚え？　こんなものに見覚えなんかないぞ」

（くくく。こいつに女以外の記憶力を期待するのは無駄だ。７７７倍だろうとなんだろうと、元が０ならいくら掛けても０だからな）

　エレノアがひどいことを言ってきた。

「お前は知ってるのか、エレノア」

（無論。これはクシフォスのかけらだ）

「クシフォスの？」

　驚いてヘレネーを見る。

「はい。メルクーリにあるクシフォスの半身、かつてイリスの一件の時にカケル様が砕かれた、そのかけらです」

「そんなものがまだ残ってたのか」

「ええ。これを使えば結界を張ることができます。あくまでその場凌しのぎのものですから、一カ月ほどしかもちませんが」

「なるほど。十分だ」

　一カ月もあれば、アウラを魔王にするのに十分なはずだ。
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　色で喩たとえれば黒。

　しかし暗さはまったく感じられない不思議な空間。

　そこに全員連れてやってきた。

　アウラ、ヘレネー、イオ、そしてエレノアと同じく魔剣の姿になっているひかり。

「わあ、なんか不思議なところですね！」

　真っ先にそう感想を口にしたのはイオだった。

　彼女は修学旅行さながらのはしゃぎっぷりで、テンションがめちゃくちゃ上がっていた。

「ここはどういう仕組みなんですか？　どうして周りは黒いのに明るいんです？」

「なんでだろうな」

「あっ、カケルさん見てください！　雷は明るくないですよ！」

　イオが突き出した手の周りに、彼女の特異な雷がパチパチしていた。

　普段、その雷には電光が伴うのだが、パチパチしているだけで光っていない。

　３Ｄのゲームで雷以外のエフェクトをオフにしたような、そんな不思議な見た目だ。

「もう、それだけでも面白おもしろいですよ!!」

「それはよかった」

　はしゃぐイオと対照的なのがヘレネーとアウラの二人だ。

　ヘレネーは淑しとやかに佇たたずんでいたが、さりげなく周りを観察していた。

　アウラはといえば、純粋に緊張しているように見えた。

「アウラ」

「は、はい！」

「緊張するのはまだ早い。リラックスしてろ」

「わかりました」

　その返事さえまだ硬いが、まあいい。

「カケル様」

　今度はヘレネーが話しかけてきた。

「どうした」

「探しているものはあれでしょうか」

「ん？」

　ヘレネーが指さす先に、黒い壁が見えた。

　黒の空間の中にある、黒い壁。

　ところどころ黒く紋様が刻まれていて、それが地平の果てまで続いている。

「どうやらそうみたいだな」

「不思議です。この世界は全て黒一色だというのに、はっきりと識別できるなんて」

「ああ。まあ何はともあれ、これの出番ってことだな」

　おれはそう言ってオリビアと一緒に作った封印の鍵かぎを取り出した。

「解くぞ」

「はい！」

「……わかりました」

「──」

　応じるイオとアウラ。

　一方、ヘレネーは頷うなずくだけ。

　クシフォスのかけらを手にして、解いた封印を一時的に塞ふさぐための準備に入っていた。

　ヘレネーと目が合った。

　もう一度強く頷く。

　それを合図に、おれは鍵をそっと突き出した。

　鍵が黒い壁に触れた途端。

　すぅ、と溶けるように吸い込まれていった。

　待つこと、数秒。

　鍵が吸い込まれたところから裂け目が生じて、それが加速度的に広まっていく。

　すると、裂け目の向こうから光が溢あふれてきて──

　パリン！

　まるで鏡が割れるような音とビジュアルで、壁が砕け散った。

　気がつくと、おれたちは今度はオレンジ色の空の下に立っていた。

「ここが……魔境？」

「カケルさん！」

　イオが声を張り上げる。

　真横を向いたる彼女の視線の先を追いかけていくと、そこには多種多様な魔物がいた。

　ざっくり数えても三百は超えている。

　その魔物たちは一斉にこっちに向かってきていた。

「結界を解いたことに感づいて向かってきてるのかな？」

「だろうな。ヘレネー」

「お任せください」

　そう言ってヘレネーがクシフォスのかけらを掲げた。

　彼女の足元から魔法陣が広がり、かけらが宙に浮き始める。

「数は多いけど、あんまり強くないみたい。これが魔境の住人かな？」

「向かってきてるのはザコばかりだが、その向こうに強いのが何人かいるぞ」

「え？　本当ですか!?」

　手を額にかざして、遠方を見ようとするイオ。

「こいつらとは違って慎重なんだろ」

「なるほど……」

　まあ──

（そこそこってレベルの連中だな？）

（そうなのおかーさん？）

（ああ。敵意がダダ漏もれだ。パワーはあってもその程度の連中だってことだ）

（はえ……）

　エレノアの言う通り、大した連中じゃなさそうだ。

　もっとも、ざっくり周りを探ったところ。

　比較的強めの連中はもっと遠く──数キロ先から高みの見物を決め込んでいるのがわかった。

「イオ、ここは──」

「ここは私に任せてください！」
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　おれが頼む前に、イオが自ら名乗り出た。

　わくわくしている。今にも飛び出しそうだ。

「任せる」

「はいっ！　──黒雷ッ」

　過去で覚えたエレノアの黒雷を放って、すぐに身体に取り込んだイオ。

　黒雷を纏まとって、イオの全身が──細胞の一つ一つが活性化した。

　次の瞬間、イオはザコの集団の中に突っ込んでいった。

「ん？」

　少し引っかかった。

　すぐにどこに引っかかったのかわかった。

　遅いのだ。

　雷を纏って、スピードを飛躍的に向上させる。

　過去でイオは一瞬ながら全盛期のエレノアを出し抜けるほど超スピードを出していたのが、今はその半分程度だった。

　だから引っかかったものの、理由はすぐに判明した。

「時間と速度のバランスを取るようにしたのか」

（うむ。一瞬だけではあだ花にしかならんからな）

「速度は半分、だがそのかわりずっとその速さを維持し続けられるってことか。なるほどな」

　おれは腕を組むと、イオの戦いっぷりを眺めた。

　イオは超速度で集団に突っ込むと、愛用の魔法の杖つえを長物にして接近戦をしかける。

　突如巻き起こった黒い暴風に、ザコどもはまったく対応できなくて、パニックが集団を呑のみ込こんでいった。

　しかも、それだけではない。

（詠唱をしているな）

（そうなの!?）

「ああ、接近戦をしかけつつ、詠唱して溜ためている──来るぞ」

　集団に突っ込んで、見るからにタフなヤツを一通りボコボコにしたあと、中央に突っ込んだイオはそこから魔法を放った。

　自分を中心に、四方八方に爆発的に広まっていく電光。

　巨大な電気の球が中央から広がって、集団を強く射さすように照らしていく。

　轟音ごうおんとともに数百はいたザコが次々に呑み込まれ、黒焦げと化していった。

　そうして十秒ほど経たつと、そこに立っているのはイオ一人だけになっていた。

　黒焦げの死骸のなか、イオは悠然と歩いて戻ってくる。

「すごいな」

「えへへ。カケルさん、ありがとうございます!!」

　褒められて嬉うれしそうに眼を細めるイオ。

「ああ。エレノアも褒めてたぞ」

「ありがとうございます。嬉しいです」

　エレノアの感想も伝えてやったが、こっちは喜びが控えめだった。

（くくく。我よりも貴様に褒めてもらいたいのだろう）

　なるほどな。

「カケルさん、様子見してる魔物って、まだいます？」

「いや、引き上げるところみたいだ。これだけの殺戮さつりくを見せられたらどんなヤツでも逃げるさ」

「なるほど。そうですか」

「というわけで──」

　というわけで……って？　って顔をするイオを置いて、大地を蹴けって駆け出した。

　黒雷を纏ったイオを上回るスピードで疾走する。

「ったく、あんなのが来るなんて反則だろ！」

「人間にもあんな強つええのがいるのかよ？」

「第一陣だ。たぶん精鋭だろうよ」

　気配だけ摑つかんで、たった今まで様子見していて立ち去ろうとしていた連中に追いついた。

「おい」

「なっ!?」

「お前は──ばかな！」

「さっきまであそこにいたはずだろ!?」

　驚愕きょうがくする三体の魔物。

　フォルムに個体差はあるが、纏っている空気はコモトリア、それにアイギナなどでやり合った魔の者そっくりだ。

「悪いな。ここから先は敵地。威嚇いかくに付き合ってもらうぜ」

　三人は身を翻ひるがえして逃げようとした──が、数歩駆け出したところで崩れて地面に倒れ込んだ。

　直前に、エレノアとひかりで首を斬り落としていた。

　ざっざっざっ……。

　三人の骸むくろに近づき、大地にエレノアとひかりを突き立てる。

「やるぞ」

（うむ）

（うん！）

　応じる母娘に力を込めた。

　漆黒しっこくのオーラを──かつてないほど大量のオーラを纏う。

　黒衣がビルくらいでかくなった。

　そんななか、姿形をイメージしているものに変えていく。

　目には目を、黒には黒を。

　黒いオーラを、巨大なおれの姿に変えた。





☆






　黒い巨人を離れたところから見つめる三人の女。

「うわお、カケルさんすごい！　あれ、近くにいるだけでプレッシャーで圧死するんじゃないかな？」

「もうあれが魔王でいいのではないかと思ってしまいますね」

「となると、わたくしたちはさしずめ魔王に魅入られた女たち、と言ったところでしょうか」

　魔境の住民を圧倒するかのごときカケルの威嚇。

　だがこの三人だけは例外で、むしろそれを見て力強い安心感を覚えていた。
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　威嚇いかくを終えて、女たちの元に戻ってきた。

「どうだ？」

　そこではアウラとイオがヘレネーを見守っていた。

　ヘレネーの足元には未いまだに魔法陣が広がっている。

「もう少しで完成です」

「ん。ならその間にもう少し威嚇しとくか」

　そう言って振り向く。おれたちが入ってきた「穴」を背にして、魔境側を向いた。

　殺気とオーラを出して威嚇しつつ、気配を探っておく。

　この威嚇をものともせず突っ込んでくるヤツがいないとも限らん。慎重にいくことにした。

「……カケル様！」

　アウラが突然声を張り上げた。

　何ごとかと彼女を見ると、その視線が「穴」側に向けられているのが見えた。

「どうした──むっ！」

　気づくのが遅れてしまった。

　威嚇と警戒。

　全神経を魔境側に向けていたせいで逆におれたちが来た方の気配に気づくのが遅れてしまった。

　そいつはものすごい勢いで飛んできた。

「全員下がれ！」

　思わず三人に向けて怒鳴った。

　言葉とは裏腹にヘレネーとアウラは動けなかったから問題はなかった──が、イオは違った。

　イオは反応できていた。魔法の杖つえを強く握り締めると、一歩前に進み出て臨戦態勢に入った。

　それがいけなかった。

「ちっ！」

　とっさにイオの前に出て、エレノアとひかりで応戦。

　庇かばったせいで出遅れた。応戦するには間に合わなくて、防御しかできなかった。

　ガツン！

　身体の芯しんに響くほどの衝撃が突き抜けていった。

「カケルさん！」

「大丈夫だ！」

　二振りの魔剣を握り締めたまま、次の行動に入る──も、その必要はなかった。

「穴」の向こうから飛んできたヤツは、おれたちに向けて一撃だけ放った後、そのままものすごい勢いでまたどこかに飛び去っていった。

「今のは……」

「一体何があったのですか？」

　ヘレネーとアウラは全くその速度についていけてなくて、何が起きたのかわからないという顔をしていた。

　一方、イオは。

「ご、ごめんなさい……私」

「気にするな。反応できただけでさすがだ」

　なまじ反応できてしまったせいで危険にさらされたわけだが、それは言わないでおいた。

「何か来たのですか？」

　ヘレネーが眉まゆをひそめて聞いてきた。

「ああ、向こうからな」

「ええ？　向こうから？　しかも襲ってきたとは……そんなに強い相手がいたんですか!?」

　ヘレネーよりも更に理解が一歩遅れているアウラ。

　しかし地頭の回転の速さはさすがのもので、パーツが揃そろえば理解も追いついてきた。

「そういうことだな。まさかあっち側から来るとはな」

「何者なのでしょう？」

「さあな。だが、一つだけわかることがある」

「なんですか？」

「このタイミング、そして力。長年息を潜め続けて、たった今待ってましたとばかりに動いた。さっきのはそういうヤツだ」

「……おっしゃる通りだと思います」

　ヘレネーはおれの推測に同意した。

　魔境側じゃなくて、まさかの人間界側から飛んできた強大な力の持ち主。

　予想しなかった展開に、その場にいる全員が眉をひそめることになった。

「だ、大丈夫なのでしょうか？」

　中でもアウラが一番不安そうにしていた。

「大丈夫だ。問題は何もない」

「そ、そうなのですか？」

「ああ、だって──」

　そう言ってヘレネーを見る。

　そろそろだと思っていた封印が、ちょうどいいタイミングで終わった。

「終わりました。これで一カ月は何があっても、誰も通ることができなくなりました」

「というわけだ。アレがなんだとしても、もはや袋のネズミだってことだ」

「袋の……は、はい。そうですね!!」

「もっとも」

　おれはにやりと笑った。

　笑って、三人の女を順に見ていった。

　安心させるために作った笑顔。いつもの笑顔。

「どっちにしたって、逃がすつもりはないけどな」

「さすがカケルさん!!」

「カケル様……」

　おれの言葉に、イオとアウラはすっかりホッとしたようだった。

「さて、とりあえず人里を──人かどうかわからんが、こっちの住人が集まっているところを探そう。まずは情報だ」

「「「はい!!」」」

　頷うなずく三人を連れて、おれは威嚇したときについでに探っておいた方角に向かって歩き出した。

　例のヤツの襲撃のせいもあって、三人はものすごく警戒しながら歩いていた。

　おれも同じように警戒──していたのだが。

「……っ」

「どうしたんですかカケルさん、突然立ち止まったりして」

「さっきのヤツだ」

「え!?」

「さっきのヤツが、たった今……村？　一つを皆殺しにした」

　向かっていた方向とは違う、少し離れた場所にある、人里っぽい場所。

　そこに百人近くの気配があったのが、さっきのヤツが飛んでいった結果。

　双方がぶつかり、人里の気配の方が丸ごと消えてしまった。

「意味がわからん……ヤツの目的はなんだ？」
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　まずは四人で気配を感知した場所に向かうことにした。

　ここは魔境という名前に相応ふさわしく、まさに荒廃した大地って感じの世界だ。

　地平線の向こうまで続いているような荒野。

　それに合わせて空も暗く、時々──というよりかなりの頻度で稲妻が煌きらめいていた。

　歩きながらおれは異次元倉庫を開くと、ワープの羽根を取り出して確認した。

「まあ、当然駄目だろうな」

　予想通り使えなかったワープの羽根を異次元倉庫の中に戻す。

「過去の世界に行ったときと同じですね」

「そうだな。これで戻れたら楽だったんだが、そううまくはいかないようだ」

「こっちの世界──魔境の中での移動はどうですか？」

「ああそうか」

　くじ引きの特賞で過去の世界に一緒に行った経験のあるイオに気づかされて、おれはもう一度ワープの羽根を取り出して使ってみた。

　すると一瞬でこの世界にやってきた直後の場所に戻れて、更にまた三人の女たちのいるところに戻ってこられた。

「魔境の中での移動は問題ないみたいだ」

「とりあえず、こっちでは使えるんですね」

「ああ、そういうことになるな」

　改めてワープの羽根を異次元倉庫に片付ける。

　向こうには戻れないが、魔境の中で自由に瞬間移動できるのなら問題ない。

「それにしても、聞きしに勝るすごいところですね……」

　周りを眺めながらつぶやくヘレネー。

　そんなヘレネーにアウラも同意する。

「はい。調べていたので理解していたつもりですが、想像以上の場所みたいです」

「この地の民はどういったことを生業なりわいにしているのでしょう？」

「わかりません。それに、この地域がたまたまこうというだけで、肥沃な土地が他にあったりするのかもしれません」

「あるかもしれない──ということは、ないことも当然念頭に置いておく必要がありますね」

　姫──統治者の二人は難しい顔をしていた。

　一方で、冒険大好きっ子なイオは見るからにわくわくしていた。

　目が冗談抜きで輝いているように見える。

「わあ。ねえカケルさん、見てください！　魔境の雷も向こうの世界と同じみたいです!!」

「いや、そりゃそうだろ。イオはどういうものを想像してたんだ？」

「やっぱりエレノアさんの黒いヤツみたいな……？」

「なるほど。まあその気持ちはわかる」

「でも、普通はあんなに立て続けに落ちませんよね。なんだかすごく世界の終わりみたいな感じで──」

　そう話すイオは、話している内容とは裏腹に、やっぱりわくわくした表情をしていた。

　心の底から楽しそうで、この表情を見ただけで連れてきた価値があったと思えるほどだ。

「で、お前はどうなんだ？」

（我か？　我の何がどうだというのだ？）

「実は一瞬ここがお前の故郷なんじゃないかって思ったんだが。魔剣に魔境。当たり前の連想だろ？」

（残念だが記憶にない。ここを懐かしむ感慨かんがいもないな）

（うん。ひかりも違うと思う！）

「ひかり。そうなのか？」

（そう！　あのね、過去に行ったとき、ひかりわくわくしたんだ。過去のおかーさんに会ったときも、すっごく懐かしいって感じたよ？　でも、ここに来てもなにも感じなかったんだ……）

「なるほど。じゃあ二人とは関係ないな」

　もしそうだったら面白おもしろかったんだがな。

（そういう貴様の方がよっぽどわくわくしているぞ）

「ん？　そうか」

（うん!!　おとーさん、すっごく楽しそう!!）

「そうか……？」

　言われるまで気にもしていなかったが、そう言われるとそうかもしれない。

　いや、間違いなくそうだ。

（そうなったのは、さっきの交戦の直後からだったな）

「ああ、ヤツの正体はわからんが、お前を全力で振るえる場面が出てくるかもしれないと思ってな」

（……ふむ）

　珍しく、しっとりした感情がエレノアから伝わってきた。




『なぁエレノア。この広い世界でお前がずっと人間の姿のままでいられる方法──探そうか』




『いいや。我はこのままで構わんよ。長い生涯においてこれほどまで全力で振るわれて快感を覚えたことはない』




『だから、我はこのままで良いのだ──』




　エレノアと見たあの日の星空を思い出す。

　シラクーザ王国の一件、フィオナとマリを双女王にする戦いのなかで、エレノアと交わしたやりとり。

　あれ以来、エレノアと共に全力で戦える戦場をずっと探し続けている気がする。

　それが今回、さっきの交戦でそのチャンスが来るだろうということがはっきりとわかった。

（くっくっく）

「どうした」

（奴やつらだけに飽き足らず、我をも満足させるつもりか）

「そうとも。おれは強欲な男なんだ」

　おどけて、エレノアの口調を真似まねて言い返す。

　その返しを大層気に入ったらしく、エレノアはものすごい勢いで大笑いした。

「カケル様！」

　とりとめのない言葉遊びを打ち破ったのは、ヘレネーの警告だった。

　切羽詰まった声。

　ヘレネーの方を振り向き、彼女の視線の先を追いかける。

　すると、百メートルほど先で、何者かが必死に誰かから逃げているのが見えた。

　目を凝らすと、この世界の住人らしき子供が数人。その後ろを、凶悪な魔物が数体。

「私に任せてください！」

　そう言ってイオが真っ先に駆け出した。

　数十メートル疾走したあと、魔法の杖つえを地面に突き立てて、その勢いのままグルン！　と棒高跳びの要領で高く跳び上がる。

　高さ十メートル以上の大跳躍。

　そのまま空中で魔法陣を展開、力が急速に高まる。

「翔雷カグツチ！」

　イオの身体から数本の黒い雷が発生。魔物めがけて落ちた。

　エレノアの黒雷は子供を追いかけていた魔物を撃ち抜き、一瞬で消し炭にした。

　スタッ、と着地するイオ。

　そのまま子供たちを庇かばうように残りの魔物の前に立った。

　追いかけていた魔物はすっかり消し炭になったが、そのすぐ後ろに人間型の──例の魔の者と同じ見た目のヤツが悠然と歩いてきた。
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　イオが杖を構え直す。

　緊張が高まった。

　魔物より数段強いと一瞬で察したための警戒。

　魔の者は口角を歪ゆがめて、

「やるじゃないか人間、だが──」

「大物ぶってんじゃねえよ」

　おれは一瞬でそいつの背後に回ると、エレノアを一閃いっせん。

　実にあっけなく、首が吹き飛んだ。

（こやつではないな）

「ああ、違うな」

　不意を突かれたとはいえ、あの重い一撃。

　それをしたのは、決してこんなザコではない。

（お楽しみは先延ばしだな）

　エレノアはそう言うと、くつくつといつものように愉たのしげに笑ったのだった。
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　ザコどもを掃討そうとうした後、追われていた子供たちと向き合った。

　子供は三人。見た目だけで判断するなら、小学校高学年くらいの男の子が一人、それが低学年くらいの残りの二人を庇かばっている。

　そいつがおれを睨にらんだ。

「ケガはないか」

「うるさい！　この悪党め！」

「おれは別にお前らの敵じゃないぞ」

「噓うそつけ！　そんな悪そうな目、どこからどう見ても悪党だろ！」

（ぷっ！）

　エレノアが吹き出した。

　アウラ、ヘレネー、イオが苦笑いしているにもかかわらず、エレノアだけものすごく愉たのしそうに大笑いした。

（くくく。たしかに。くく……確かにその子の言うとおりだ）

「笑いすぎだ」

　エレノアに軽めのデコピンをして、男の子を説得する。

「悪そうな目かはともかく、おれは敵じゃない。現に、お前らを襲ってた連中を倒しただろ」

「うっ……」

　男の子が言葉に詰まった。

　目の前で起きた出来事だ。こいつらを追いかけていた本物の悪党を、たった今おれが倒した。

「ほ、本当に悪党じゃないのか？」

「当たり前だ」

「カケルさんは悪い人じゃないよ。それに、子供たちには絶対に悪いことしたりなんかしない。それは私が保証する」

　イオがしゃがんで男の子にそう語りかけた。

「「お兄ちゃん……」」

　男の子が庇っている二人の幼い子が、心細げな声で兄を呼んだ。

　呼ばれた男の子が振り向き、弟たちを見る。

　心の中にはまだいくつか葛藤があったようだが、やがてそれは徐々に消えて。

「本当なんだな」

「ああ」

「わかった……」

　納得すると、やっと男の子は剝むき出しの敵意を収めた。

「カケル様、何があったのかをまず聞いてみましょう」

「それと──魔王のことも」

　ヘレネーとアウラがそう言ってきた。

　一方、二人がそう言った直後、男の子がまた激高した。

「やっぱり！　お前らは悪党だったんだ!!」

「うん？　──うおっ！」

　男の子は地面に落ちていた石を拾うなり、おれに向かって跳びかかり、殴りつけてきた。

　おれは振り下ろされる石を避けて、男の子の手首を摑つかむ。

「いきなり何をするんだ」

「うるさい！　噓をつこうとしたってわかるんだからな!!」

「……カケル様、ひょっとして『魔王』という言葉に反応したのでは？」

　ヘレネーがおずおずとそう言った。

「ああ、おれもそう思った」

　二人の台詞せりふの中で引っかかりそうなのは、それぐらいだったからだ。

　手首を摑んで、拘束したまま聞く。

「お前らが住んでたところを襲ったヤツ、魔王になろうとしてたのか」

「とぼけるな！　お前たちだって同じだろ！」

「いや。少なくともそいつらとは仲間じゃない。むしろ敵だ」

「なんだって!?」

「いいから信じろ。それで、実際のところはどうなんだ？」

「……そうだよ！　あいつらいきなりやってきて、村長に何か出せって言ったんだ……それで断ったら村長が……村が……」

「「うわーーん」」

　男の子がわなわなと震え出した。二人の幼い子も抱き合って泣き出した。

　男の子の腕を放した。ゆっくり地面に下ろしてやったが、まだ震えたままだ。

　怒りなのか、それとも恐怖からか。

　あるいは──両方か。

　男の子はずっと震えていた。

「大丈夫よ」

　ヘレネーが一歩進み出ると、しゃがんで、子供たちをそっと抱きしめた。

「あっ……」

「私たちは、あなたたちにひどいことなんてしませんよ」

「そうそう、私たちはあなたたちを傷つけたりしませんからねー？」

　イオもそう言って男の子たちを宥なだめた。

（くく。こいつらが妙齢の女性だったらわからんがな）

　今やるとまた子供たちが怯おびえるかもしれんから、後でデコピンな。

　ヘレネーとイオ。それからアウラも加わって、三人で子供たちを宥め続けた。

　その甲斐もあってか、三人は徐々に落ち着き、警戒も解いてくれた。

「確か……魔魂石を出せ、って言ってた」

　落ち着いたあと、男の子が質問に応えてくれた。

「まこんせき？」

「おれもよくわからない。それが全部で九個あって、そのうち一個が間違いなくうちの村にあるから、それを出せって」

「なるほどな」

　頷うなずき、視線をヘレネーとアウラに向ける。

　どう思う？　って目線で尋ねる。

「分割による弱体化。その上で封印した、というところでしょうね」

「そうだね。大きな存在を封印する時の常套じょうとう手段」

「つまり、それを九つ集めれば魔王になれるのか？」

「そうとは限りません。魔王復活を望んでいるだけの可能性も」

「ああ、それもそうだな」

　向こうの世界から侵入してきて、村を襲ったヤツの目的はまだわからない。

　ついおれたちの目的を当てはめてしまったが、純粋に魔王復活のために動いてるって可能性もなくはない。

「ですが、どのみち九個集める必要がある。それだけは確かなようですね」

「だったら、早くその九個の魔魂石を集めないと！」

　イオが両手をギュッと握ってやる気を見せた。

　冒険好きの血が騒ぎ出しているんだろう。

　ただ、イオはそう言うが、その必要はない。

　ぐるっと見回したら、ヘレネーが何か言いたげな──察してる顔をしてたから、軽く頷いてやった。

　それを合図に、ヘレネーが言う。

「こういったものは、九個揃そろえないと意味がないというのが定石です。つまり、私たちがどれか一つを抑えれば、最終的に向こうからやってきます」

「そか！　こっちのが欲しいからだ」

「はい。そしてこちらにはカケル様がいらっしゃいます」

　婉然えんぜんと微笑ほほえむヘレネー。

「となると、最後に一度、決戦さえすれば、全てが手に入ります」

「なるほど」

　まあ、そういうことだな。

（ねえ……おとーさん）

「うん？　どうしたひかり」

（ヘレネーお姉ちゃんの言う通りにしちゃうと、あまりよくないんじゃないかな）

「どうしてだ？」

（その方法だと、それまでに八つの村が襲われちゃうよね。その中にもし「いいおんな」の人がいたりしたら──）

「よし、全部の村を助けるぞ」

　即答して、方針を変えたおれ。

　エレノアがまた愉しげに笑ったから、さっきの分も合わせてちょっと強めのデコピンを入れてやった。
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「おい子供、他の村はどこだ？」

　とにかく他の村の場所を知らないことには始まらない。だから聞いてみたんだが、それまで気勢を上げて幼い子を守っていた男の子は、そこで急に顔を歪ゆがめた。

　下唇を嚙かんで、横を向いてしまう。

「どうした？」

「……知らない」

「はあ？」

「だから知らない！　今まで村から出たことなかったんだからしょうがないだろ！」

　普通に聞き返しただけなんだが、なぜか逆ギレされてしまった。

「知らないのか。しょうがない。じゃあ、まずはこっちに行ってみよう」

「そちらに目的の村があるのですか？　カケル様」

　ヘレネーがそう聞き、おれはさあと返す。

「あっちにまとまった生物の気配を感じるだけだ。村かどうかは知らん」

「なるほど」

「どのみち他に手がかりがありませんから、まずはそちらに向かってみるのはどうでしょうか」

　アウラがそう言い、ヘレネーが頷うなずく。

「よし、じゃあ行くか」

　おれは先導して歩き出した。

　三人の女はそれぞれ子供たちをフォローしつつ、後ろからついてくる。

　そうして、何もない荒野を歩くこと十分。

「……カケルさん」

　イオがおれの横に並んで、話しかけてきた。

「どうした」

「気づいてますよね？」

「お前も気づいたか」

「はい」

　イオが頷き、手のひらを上向きにして差し出した。

　手のひらに何か載せようとする──ような仕草だが、結局何も起こらなかった。

「エレノアさんの雷、出せなくなってます。さっきから、急にその力が落ちてます」

「もう完全に出せないのか？」

「はい。もう無理です。実はさっきの戦いも、あれ、大分弱ってました」

「なるほどな」

「カケルさんは？」

「同じだ。大分弱ってる」

　エレノアに軽く触れながら、オーラを出す。

　慣れた感じでオーラを纏まとって黒衣にしようとしたが、できなくて途中で霧消する。

「カケルさんもですか？」

「むしろひかりもだな」

「やっぱり……。そもそもカケルさんが歩こうだなんて、おかしいと思ってました」

　エレノアとひかり、魔剣の母娘の力は急速に弱体化していた。

「だが、完全になくなった、ってわけじゃないんだよな」

「はい……なんて言えばいいんでしょう……あ、馬車だ！」

「馬車？」

「はい。馬車に乗ってるのに、道がでこぼこだからスピードが上がらない、あんな感じに似てる気がします」

「ああ、言われてみるとそんな感じだな」

　イオの喩たとえはよくわかる。

　力がなくなったとかでもなければ、弱くなったということでもない。

「おれは、水鉄砲の銃身に穴があいてるって喩えをしようと思ってた」

「わかります！　押して水を発射しようとしたら、途中で漏もれちゃってちょろちょろしか出ないってヤツですよね！」

「ああ、そうだ」

「一体どうしちゃったんでしょう」

「さあな。だがまあ、今回の件は最初から白い蛇が絡んでた。だから、エレノアたちの力が狙い打ちされた状態になってるのも、まあわからんでもない」

「なるほど。確かにそう言われてみるとそうですね……」

　これまた、イオはすぐに納得した。

　過去の世界に一緒に行って、白い蛇とも戦ったことがあるから、状況がすぐに飲み込めるんだろう。

「いま襲われたら、ちょっと大変ですね」

「そうだな。何せエレノアたちの力がまったく使えないんだから」

　──それは、いいことを聞いた。

　突然、耳元で囁ささやくような声が響く。

　そばにいたイオだけじゃない。

　少し後ろを歩いていたヘレネーもアウラも、保護してきた子供たちもビクッとした。

　そして、突然目の前に魔法陣が現れると、そこからすぅー、とエレベーターにでも乗るような感じで魔の者が一人登場した。

「お前らのことをつけろって言われたが、力を失ってるならちょうどいい。ここで始末──」

　ズバッ！

　斬撃が奔はしり、魔の者の四肢が胴体から分かれた。

「──へ？」

「掛かったな」

　地面に崩れ落ちる魔の者の頭頂部をがっちり摑つかむ。

　かつてバスケットボールでよくやった、片手で上から摑んで持つあの感じだ。

「貴様、騙だましたのか！」

「いいや、実際に魔剣の力は弱くなってるぜ」

「噓うそつけ！」

「噓じゃねえさ、なあイオ」

「はい！」

　イオはにこりと杖つえを振り上げ、誰もいない離れた場所に向けて百雷の魔法を放った。

　エレノア由来じゃない、彼女自身の力。

「おれたちの力が魔剣だけなんて、いつ言った？」

「なっ──」

「さて、と」

　にやり、と口角をゆがめる。

　摑まれた魔の者がビクッとした。

　それを一瞥いちべつしてから、続ける。




「……いろいろ、喋しゃべってもらおうか？」
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　おれに頭をガッチリ摑つかまれてる魔の者は、歯の根が合わなくてガタガタ震えていた。

（ふむ、これなら聞き出しやすそうだ）

　そうつぶやくエレノア。

　完全に落ちてるのがエレノアの目にも明らかみたいだ。

　おれはもう少しだけ手に力を入れ、そいつへの締め付けを強くした。

「吐け。素直に吐いたら楽にしてやる」

「こ、殺さないでくれ！　何でも喋しゃべるから」

「殺さないでくれ、だと？」

　こんな状態になってもまだ命に関わるような状況じゃないのか。

　頭頂部を持ち上げていたそいつの四肢は、既におれの手で斬り落とされていた。

　が、よく見れば血が出ていない。完全に止まっていた。

　なるほど。この程度の怪我けがじゃ致命傷になり得ないわけか。

　前にやったヤツよりも、生命力は一段上と見るべきだな。

「だったら──」

　ちょっと強めに締めあげる。そいつから悲鳴が上がった。

「ぐわっ！　わ、わかった!!」

　完全に観念した、という気配が伝わってきた。

「よし、話せ」

　少しだけ緩めてやる。緩急、飴あめと鞭むちだ。

「お、おれは──」

　観念して話し出したそいつは──瞬間、身体を弾けさせた。

　まったく前兆がなかった。

　そいつ自身、観念してもう全てを吐く気配がしていたのだ。

　だから、反応できなかった。

　弾け飛んだそいつの身体が、黒い霧と化しておれを包み込むのを躱かわせなかった。

「カケル様！」

「カケル様！」

「カケルさん！」

「来るな！」

　思わずおれに駆け寄ろうとした三人の女を一喝する。

　すぐに立ち止まる三人。

　状況をサッと把握するおれ。

「イオ、好きに動け」

　それだけ言った次の瞬間、おれは完全にそれに包まれた。





☆






　目の前でカケルが飲み込まれていった。

　何もできずにそれを見送った三人の女。

　カケル自身の命令があったとはいえ、そもそも最初からそうすることしかできなかった。

　三人の表情に、それぞれ悔しさがにじんだ。

「カケル様はどうされてしまったんでしょう」

　最初に口を開いたのはアウラ。

　目線はヘレネー──参謀として参加すると宣言した隣国の王女に向けられていた。

　ヘレネーはいつも通り扇子を取り出すと、口元を隠す。

　一方、彼女もまた動揺していた。

　その動揺を抑えるために、カケルが認めた、好きだと言ったこのスタイルを敢あえて試すことで、平然と振る舞おうとしていた。

「……恐らくですが、すぐには戻って来られないところにいらっしゃるのではないかと」

「どうしてそれがわかるんですか？」

「飲み込まれる直前、カケル様はここにいるどなたよりも自身の状況を把握されていたように見えました。だからこそイオさんに──」

「はい」

　水を向けられたイオがはっきりと頷うなずいた。

「カケルさんは、私に『好きに動け』と言いました。それは多分、自分が結構長い時間、私たちのそばにいられないと悟ったから」

「そうなるのか……。でも、どうしてイオに？」

　更なる疑問をぶつけるアウラ。

　彼女もまた王女の一人──支配階級の一人だ。

　周りの人間を最大限に活いかして立ち回る、そういう振る舞いが身体に染みついている。

　そうして、今回こうして非常事態を迎えた彼女は、能力で他の二人に劣っていることを理解し、自ら「回し」のポジションを取った。

「多分、ここから先は冒険になるからだと思います」

「そうですね。イオさんはＳ級の冒険者。何より、カケル様と大冒険をされた経験があります。それゆえ、イオさんならばと、カケル様は言い残していかれたのでしょう」

「なるほど。……それじゃイオ、これからどうすればいい？」

「別の村に行きましょう。カケルさんが一時的にいなくなったとしても、私たちの目的は変わりません。とにかく魔魂石を最低一個押さえなければ……」

「同感です」

　ヘレネーがイオの後に続いた。

「カケル様がいらっしゃらないだけに、より早くそのうちの一つを確保した方がいいでしょう。カケル様はきっと戻ってこられますが、それがいつになるかはわかりません。こうしている間にも状況は悪化している可能性が高いですから、とにかく一つだけでも」

「そうか。でも、魔魂石がある村を探すといっても、そもそもどこにあるのか──」

　そう言って眉まゆをひそめるアウラ。アウラの指摘は正しい。

　カケルがいてもいなくても、それは彼女たちの前に立たち塞ふさがる問題だった。

「それなら──ねえキミたち」

　イオが少し離れたところで怯おびえていた子供たちの元に向かい、しゃがんで話しかけた。

「な、なんだよ」

「村にいたとき、大人たちにここは行っちゃダメ、って言われてた場所ってない？」

「え？　あぁ……そういえば、南の方には行くなって言われてたけど」

「それはどうして？」

「崖があるから。崖の下は海だから、落ちたら大変なことになるって」

「それじゃ、キミたちの村はどっち？」

「あっちだよ」

「ね。ふむふむ」

　子供たちから教えてもらった村の方角と空とを、交互に見比べて頷くイオ。

「どうですか、イオさん」

「今の言葉が正しいなら、村の南には行っちゃダメですね。ダメな理由が別のことなら、その向こうに別の村がある場合がありますけど。崖があって海があるならダメですね」

「なるほど……」

「ねえ、近くに川はない？」

「え？　……川なら村の東にあるけど。よく水汲みずくみに行かされてたから」

「なるほど。それなら、まず川に行ってから、川に沿って北上するのがいいと思います！」

「確かに」

「賛成です」

　頷くアウラとヘレネーの二人。

　当面の目標ができたので、カケルと切り離された一行は魔境の荒野を歩き出した。
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　荒野を進む一行。

　ヘレネーとアウラが前を歩き、イオが魔境の子供たちを気にかけながら、後ろからついていく。

　彼女たちは、口数は少ないまま、ひたすらイオが推測した方角に向かって進んでいた。

「あの……ヘレネー様、アウラ様」

　しばらく歩いたところで、イオが思い出したように二人の名前を呼んだ。

　それでもヘレネーもアウラも足を止めず、歩きながら振り向いてイオを見た。

「今更ですけど──といいますか、カケルさんがいないから聞けることなんですけど。本当に魔王になるんですか？　……大丈夫なんですか？」

「それは、どういう意味？」

「……」

　真顔で聞き返すアウラに、神妙な顔つきのまま沈黙を保つヘレネー。

「えっと、どうすれば魔王になれるかわからないからあくまで私の推測なんですけど、魔王になっちゃったら、アウラ様の意識って飲まれませんか？　そもそも資格が必要、みたいな話もありますし、資質的に適合できなくてなれない可能性もあったりするんじゃないですか？」

「それは……」

　言いよどむアウラ。

　それに対し、ヘレネーは顔色一つ変えずに答えた。

「だから、私が来ているのです」

「え？　どういうことですか？」

「どうもこうもありません。アウラ様が失敗された時は、私が継ぐということです」

「……えええええ!?」

　空まで届くほどの大声。素すっ頓狂とんきょうな声を上げてしまうイオ。

　一方で、声こそ上げなかったが、まなじりが裂けるほど見開き、立ち止まってヘレネーを凝視するアウラ。

「え？　ええ!?　それじゃ、ヘレネー様は魔王になるときのデメリットとかまで全部把握しているんですか？」

「ええ、ある程度は。だからこそ無理を言ってついてきたのです。これも、カケル様に言わせれば私の悪巧わるだくみなのでしょうけど」

「……本気なの？」

　アウラが眉間に深い皺しわを刻みつつ聞いた。

「もちろん、アウラ様が魔王になることができれば、それに越したことはありません」

　ヘレネーはそう言い、扇子を開いて、口元を隠しながら続ける。

「男の器は、従えている女で測ることができるもの。だからカケル様の『女』にどうしても、魔王を加えたかったのです。もっともカケル様の器からすれば、魔王さえも添え物に過ぎないかもしれませんが」

「黒い！　黒いですよヘレネー様！」

　ヘレネーの意思を理解し、瞬時に突っ込むイオ。

　カケルがこの場にいれば、ヘレネーのことを「いい女だ」と評したかもしれないが、イオからすると、ちょっと刺激が強かった。

「もう一つお話しすると、イオさんがさっき仰おっしゃった、意識が飲まれて人格が変わるということ。それも大したことではありません。それはむしろ、イオさんの方がよくご存じのはずでは？」

「私がですか？　どうして？」

「イオさんがかつて共に旅された過去の世界において、カケル様はあのエレノアを、全盛期で悪の権化だったエレノアさえも、モノにされてしまった」

「……あっ」

「ですから、アウラ様であろうと、私であろうと。魔王化して別の人格になろうと、結局は、カケル様に心酔して傅かしずくことになるのです。ですから、何も問題などないのですよ？」

「そっか……なるほどですね！」

「なるほどですね、って。それだけで納得する？」

　若干焦あせった様子のアウラがイオに聞く。

「はい！　だって私、実際にあのエレノアさんを見ましたから。あれを見ちゃったら、きっと、何があってもまあそうなるだろうなって──それに」

「そ、それに？」

「魔王って聞くとすごそうに思いますけど、もう既に似たのがいますよね……竜王っていう」

「……あっ」

　アウラはハッとした。

　竜王オリビア。

　かつてレッドドラゴンという破壊の権化になって、カケルに止めてもらった巨大な存在──それもまた過去の世界でカケルと出会い、恋し、カケルと新たな人生を歩むために自ら進んでレッドドラゴンになった女。

　地上の生命体としては最強クラスであるドラゴン、その王たるもの。

　確かに、魔王に勝るとも劣らない存在だ。

「そ、そうか。オリビア様がすんなりとカケル様のモノになった以上、他ならぬ魔王も、そうなると考えるのが普通なのかもしれない」

「はい。きっと、そうなりますね！」

「ええ。間違いないでしょう」

　アウラ、イオ、ヘレネー。

　三人はこの場にいないカケルに絶対的な信頼を寄せていた。

　たとえ相手が魔王であろうと、女であれば必ずカケルが屈服させるであろうと信じている。

「な、なあ、兄ちゃん。あいつら一体何の話をしてるんだ？」

「カケルって……さっきの男の人のことだよな」

「一体どういうヤツなんだよ──」

　必死に三人についていきながらも、話には全くついていけず、むしろ若干引いてる子供たち。

　ヘレネーは「男の器は、従えている女で測ることができるもの」と言った。

　図らずも、何気ないただの会話を通して、カケルの神秘性と怖さを子供たちに植え付けてしまった格好だ。

　結局、会話を続けながらも歩き続ける三人。

　そこでイオが、再び何か思い出したかのように口を開く。

「あっ！　でもアウラ様。ヘレネー様がそう言われてるからといって──」

「意識は飲まれない」

　イオの言葉が耳に入っているのか、いないのか。

　アウラは前を向いたまま、イオの台詞せりふを遮るようなかたちでそう宣言するように言い放った。

「私が魔境を開き、魔王になると決めたのは──カケル様にふさわしい女になるため」

　一旦いったん言葉を切って、すぅ、と息を吸うと、更に決意を固めた表情になる。

「カケル様に、これからも『いい女』だと褒めてもらうため。だから、たとえ魔王になるのにそんなリスクがあったとしても、私は絶対に飲まれない。意識を手放したりしない」

　アウラの宣言。

　イオは驚き、ヘレネーを見た。

　ヘレネーは扇子で口元を隠すと、してやったりの顔をした。

　それを見てイオがハッとする。

「ヘレネー様、ひょっとしてこのために──」

「？　何のことでしょうか？」

　ヘレネーは口元を隠したまま、首を傾げてすっとぼけた。

　イオはそんなヘレネーを見て苦笑した。

「もしここにカケルさんがいたら、今の二人を見て『いい女』だって、二人同時にベッドに引きずり込んでいるところだったかもしれないですね！」

「ふふ。それはそうかもしれませんね？」

「……私、カケル様のその言葉が好き」

　たった今までの決意の表情を和らげ、アウラは口元をほころばせると、まるで恋する乙女のような表情をした。

「あっ、うん、それわかります！　カケルさんって、本当に気に入ってる人じゃないと、そう言わないですよね！」

「カケル様の最大の称賛ですね」

　アウラの言葉に、イオも、そして、直前まで悪巧みしていたヘレネーも、扇子をしまうと、くすりと笑って同意した。

「薔薇ばらの園。リカ様が集めている美しい花を、カケル様は幸しているのですけど、そこで咲く花を『いい女』だと褒められることは稀まれだと、リカ様がこぼしていましたわ」

「それって本当なんですか？　ヘレネー様」

「ええ、前にお会いしたときに、ちらりと」

「はえ……リカ様のハーレム、私も知ってますけど、すっごい人ばかりでしたよ！」

「そうね。でも、カケル様肝いりの奴隷兵でも、全員言ってもらえているわけではないようよ？」

「厳しい！　厳しすぎます！」

「でも、だからこそ──カケル様の『いい女』は重みがある」

　アウラがそう言うと、ヘレネーもイオも頷うなずいた。

「ですね」

「はい！　よーし、私、頑張ります！　アウラ様が魔王になるためなら、なんだってやりますよ!!」

「ありがとう。お願いするね」

「はい！　任せてください!!」

　改めて決意するアウラとイオ。

　それを一歩引いたポジションで見守るヘレネー。

　カケルと隔離されて、図らずも始まってしまった女子会のようなトークが、女たちの決意を、更に堅いものにしていったのだった。
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　黙々と進む一行。

　ふと、イオが何かを発見したかのように駆け出した。

「……イオさん？」

「襲われてますっ！」

　それだけ言って、地を蹴けると、全速力で駆け出していくイオ。

　ヘレネーとアウラは、イオが走っていく方を見た。

　そうして、イオが全速力で走るその先に、煙のようなものが立ちこめているのを見た。

「ま、間に合うの？」

「アウラ様！　子供たちをお願いします！」

　戸惑うアウラを尻目しりめに、珍しく焦あせりのような感情を口からこぼしたヘレネー。

　彼女もすぐさまイオを追って駆け出した。

「えっ？　あっ、うん」

　一方、出遅れたアウラは、振り向いてきょとんとしている子供たちを見る。

　子供たちを置いていく……のは簡単だったが、彼女はため息をつくと、数本の髪の毛を引き抜いて、いつでも戦闘態勢に入れるように身構えた。

　荒野の中、イオを追いかけて疾走するヘレネー。

「イオさん！　待ってくださいイオさん」

「早く行かないと！」

　イオは止まるどころか、ますます速度をあげて駆ける。

　ヘレネーは知っている。

　テレシアの双花、ヘレネー・テレシア・メリクーリ。

　メリクーリの軍事担当である彼女は、カケルと出会う前から大小様々な戦場を見てきた。

　その彼女の経験が、遠方で上がっている煙を見て、断ずる。

　あれは、焼やき討うちの「後」。残滓ざんしにくすぶる煙であると。

　しかし、イオは助けるために走っている。止まる気配がまったくない。

　だから、ヘレネーは「先」を考えた。

　結局、全力で駆け続けた二人は、ほとんど同時に煙の発生源に辿たどり着いた。

　そこで見たのは、ヘレネーの予想通り、無惨むざんに焼き払われた村だった。

　魔境の村人の死骸があちこちに転がっていて、酸鼻極きわまる光景にイオは鼻と口を手で覆った。

「ひどい……」

「イオさん、生存者を探しましょう。もしかしたらいるかもしれません」

「──っ！　はい！」

　ヘレネーに言われてハッとしたイオは、生存者探しに駆け出そうとするが、少し離れた先の家の中から魔物が現れた。

　人型の魔物で、青い肌で背中には羽根がある。

　体型は横に広く、人間であればベッドから降りるのも一苦労しそうな巨体だ。

「お？　人間か？　残念だったな。お前らの探し物は、もうここにはないぜ」

「え!?　ひょっとして、まさかもう!?」

「そういうこった。一足遅かったな」

「だとしたら、これも……あなたがやったの？」

「おう」

　イオの問いに、魔の者はあっさりと認めた。

「このロドン様が全員あの世に送ってやったのよ」

「なんてことを……」

　下唇を嚙かんで呻うめくイオ。

　そのイオの横からヘレネーが問うた。

「全部？」

「なに？」

「全部、あなたが殺したの？」

「ヘレネー様……？」

　ロドンだけではなく、仲間であるイオまで、驚いた顔でヘレネーを凝視した。

　問うヘレネーは、顔に柔らかな笑みを浮かべている。

　しかし、その口調は冷たかった。

　それは仲間であり、矢面に立ってもいないイオでさえ、ゾッと身震いするような、底冷えのするものだった。

　静かなる怒りは、しかし悪意の塊であるロドンには通じなかったようだ。

　ロドンは嘲笑ちょうしょう混じりに、

「だとしたらなんだ？」

　と言った。

「そう……」

　冷たく、刃のような怒りは、一旦いったん収まったかのように見えた。

　隙間を縫うように、イオがヘレネーに聞く。

「ヘレネー様、どうされたんですか？」

「このような殺し方には見覚えがあるのです。抵抗どころか、逃げ惑う者を容赦なく虐殺していくやり方」

「えっ!?」

　驚いたイオは、死屍累々ししるいるいの村の中を見回す。

　本職が冒険者であるイオはこういう虐殺現場を実際に目にすることは少ないが、ヘレネーはその立場故によく知っていた。

　敗者──しかも決定的な敗者を、一方的に嬲なぶるような殺し方。

　さらに、それだけではなく。

「貴方は殺しを楽しんでいましたね」

「当然だ。ようやく娑婆しゃばに出られたんだ。溜たまりに溜まってた分、殺しまくりたいのは当たりめえだろ」

「──っ、なんてことを！」

　あくまで冷静なヘレネーとは異なり、イオは激した。

　杖つえを振りかぶると、魔力を集中、放出。

　魔法陣が一瞬で展開されたあと、おびただしいほどの雷がロドンに降り注いだ。

　無詠唱・百雷陣ひゃくらいじん。

　エレノアの力が原因不明の減衰を喫きっしているとはいえ、それでイオが弱体化したわけではない。

　カケルに出会い、才能が開花してきた彼女は今や世界屈指レベルの魔術師。

　ノータイムで、百本の雷が雨の如ごとく降り注いだ。

　轟音ごうおんと、爆煙。

　無数の雷が降り注いだ跡には──

「む、無傷!?」

　ロドンが、ケロッとして立っていた。

「無駄だ。おれにゃてめえの雷は効かねえ。そういう体質なんでな」

「噓うそ……」

「そのためにおれが残されたんだ。魔剣使いを封じ、雷の女も封じた。これでもうてめえらはおしまいだ」

「……ッ。魔法がなくても、私は！」

　イオは魔法の杖を握り直すと、今度は接近戦の構えを取った。

　魔境入りした際の初撃翔雷のように、本職にこそ敵かなわないものの、イオはある程度接近戦ができるようになっていた。

　それはアグネとジュリア、二人の妹分から学んだものだ。

　二人にサポートしてもらい、大魔法を撃つ時間を稼いで、それにより敵を一掃する戦術。

　それを、イオは今自分だけでできるようになりつつある。

　自ら近接戦闘で時間を稼ぎつつ、その合間に魔法を詠唱して、敵を一掃。

　いわば、動く砲台。

　カケルのために、更なる向上をし続ける彼女が目指す境地。

　故に「魔法がなくても」と思うのは至極当然のことだ。

　しかし、それをヘレネーが止めた。

　手を真横に突き出して、踏み込もうとするイオを止めてみせる。

「!?　ヘレネー様？」

「ここは私に任せて」

「え？　でも」

「……」

　ヘレネーは何も言わず、一歩、二歩、三歩と、優雅な佇たたずまいのまま、ロドンに向かっていき、残り三メートルほどの距離で一旦足を止めた。

　そして、扇子を取り出し、開いて口元を隠す。

「なんだぁ？」

　嘲笑混じりに眼を細めるロドン。

　次の瞬間、冷たい光が横に一閃いっせんした。

「ひぃ!?」

　これまで余裕たっぷりだったロドンが、慌てて後ろに飛ぶ。

　丸い巨体が着地に失敗して、後ろにゴロゴロと転がっていった。

　たった今ヘレネーが振り抜いたのは──扇子。

　彼女のトレードマークであり、カケルが気に入っている扇子。ヘレネーはそれを振り抜いた。

　ようやく勢いが止まり、起き上がったロドンの首──肩とほぼ同化している──からつー、と一筋の血が流れた。

「ば、ばかな。こんなことができるなんて聞いてねえぞ!?」

「ヘレネー様、そんな技をいつの間に!?」

　ロドンだけではなく、仲間のイオも驚いていた。

　ヘレネーは扇子で再び口元を隠すと、婉然えんぜんとした流し目をイオに送る。

「カケル様に相応ふさわしくなりたいと日々思っているのは、イオさんだけではないのですよ？」

「あっ……」

　ヘレネーにそう言われて、ハッとするイオ。

　そう。イオが強くなろうとするのと同じ理由を、ヘレネーも持っている。

　彼女の場合は、前線で動ける軍師を目指していた。

　軍師は大局を見る目がもちろん一番大事だが、戦いの空気を肌で感じ取ることも重要だ。

　彼女はその空気を感じ取るために、戦える力を持とうとした。

　そこで選んだのが、扇子という武器だった。

「……ふっ」

　ロドンが鼻で笑った。

　ヘレネーの奇襲とも言うべき一撃につい取り乱したが、すぐに冷静さを取り戻した。

「その程度の技、おれには効かねえよ」

「……」

　肌で空気を感じられるようになりたいヘレネーだからわかる。

　ロドンの言葉ははったりなどではない。

　はっきりとした実力差に基づく発言だ。

　故に、ヘレネーは考えた。

　このまま戦うべきなのか否いなかと。

　そこへ。

『ヘレネー・テレシア・メリクーリに扇子術を貸し出します。残り四分五十九秒』

「──っ！」

　神の祝福のような声が、頭の中に聞こえてきた。

　なぜ、なのかはわからない。

　周りを見回しても、当然カケルの姿はなく、気配もない。

　ただ、彼女には一つだけわかることがあった。

「……え？」

　扇子一閃。

　ロドンは反応することさえできずに、首を斬り落とされた。




　カケルの復活は間もなくだ。
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「ええい、鬱陶うっとうしい！」

　おれの身体に纏まとわりつく鬱陶しい何かを、エレノアの一閃いっせんで薙なぎ払はらう。

「むっ？」

　全身を覆おおって視界ゼロにしやがったそれを振り払った瞬間、開けた視界にちょっと驚いた。

　──世界が反転していた。

　空も大地も、それにヘレネーたち三人も。

　視界に入るあらゆるものの色合いがおかしくなっていた。

　ヘレネーたちが動揺しているのが見える。

　おれが立っているところにイオが向かってきて──おれの身体をすり抜けてしまった。

（わわ、イオおねーちゃんどうしたの？）

「……違うなひかり。おれたちの方なんだよ、どうかしてるのは」

（えっ？）

（うむ、何かの空間に飲み込まれた。そして現世うつしよと隔離させられてしまった。そう考えるのが自然だろうな）

「ああ、そういうことだ」

　長く生きてるだけあって、エレノアはひかりよりも早く現状を分析、理解していた。

「この状況についての知識はないのか？」

（完全に一致するものはないな。だが似たようなものならある）

「どんなものなんだ？」

（貴様の知識に当てはめて言えば……位相が違う、ってところだな）

「なるほど」

　おれと付き合いが長く、おれがいた元の世界の知識を得ているエレノアは、時々こうしてわかりやすく喩たとえてくれる。

　今もそうだ。

　おれが知っている「位相」は──多分本来の意味と違うだろうな。

　おれが知っているのは、アニメとかゲームとかに出てくる「位相」のことだ。

　それがずれている。

　喩えるなら、近くて遠い別の空間。

　だから、見えてはいるが、触れはしない。

（おねーちゃんたちの声、聞こえないね）

「みたいだな」

　ヘレネー、アウラ、イオの三人は、その場に留まると、対策を立て始めた。

　声は聞こえなくても姿は見える。唇の動きから、三人が話している内容もわかる。

『多分、ここから先は冒険になるからだと思います』

『そうですね。イオさんはＳ級の冒険者。何より、カケル様と大冒険をされた経験があります。それゆえ、イオさんならばと、カケル様は言い残していかれたのでしょう』

『なるほど。……それじゃイオ、これからどうすればいい？』

『別の村に行きましょう。カケルさんが一時的にいなくなったとしても、私たちの目的は変わりません。とにかく魔魂石を最低一個押さえなければ……』

『同感です』

　直前におれが残した言葉通りに、三人はイオを中心に動くことを決めた。

　おれがいなくなっても動揺することなく、前向きに動きはじめる。

（心配する必要はないようだな）

「みたいだな」

（で、我らはどうするのだ？）

「そうだなあ……」

　ここからどうするか、と顎あごに手をやって考える。

　歩き出した三人。しばらく後ろを付いてくか、と思っていると。

　おれと彼女たちの間に、それが現れた。

　虚空こくうからドロッとした黒い液体が零こぼれ落ちた。

　それは地面にドロドロと流れ出ると、それなりの分量になったところで、蠢うごめいて徐々に人の形を成していった。

「ここから先は行かせませんよ」

　現れたのは魔の者。

　初めて会うタイプの、口調が丁寧なヤツだった。

「お前か、おれをここに引きずり込んだのは」

「いいえ。私はダメ押しに送り込まれただけです。ここは私の能力ではありませんよ」

「ふっ、随分と用心深いんだな？」

「それだけあなたを危険視しているということです」

「そうか。で、どうするんだ？　今手を引けば命だけは助けてやる、とでも言うつもりか？」

「いいえ」

　魔の者はゆっくり首を振った。

「魔剣使いは危険すぎます。ですから、ここで確実に仕留めます」

「へえ。すっかり殺やる気ってわけか」

「ええ。例えば、こんな手を使ってでも！」

　魔の者の手から、どろり、と、また黒い液体が垂れ落ちた。

　それが地面に落ちて、蠢き、三つの個体を作り出す。

（お姉ちゃん!?）

　驚くひかり。

　現れたのは、ヘレネー、アウラ、イオの三人だった。

「あちら側から召喚しました。さあ、行きなさい」

　魔の者が手を振ると、三人が揃そろっておれに襲いかかってきた。

　ヘレネーとアウラが前衛、イオが後方で魔法の杖つえを振るって呪文じゅもんを詠唱。

「……ふっ」

　血風が舞った。

　エレノアとひかりを振るって、三人を一瞬で両断した。

「……なっ」

　驚愕きょうがくする魔の者。

「何を驚いてる？」

「本気ですかあなた。彼女たちは情を交わした相手でしょう？」

「お前こそ馬鹿ばかか？　本物のあいつらはそこにいるだろ。おれにはちゃんと見えるぜ」

（いや、普通の者にはもう見えんぞ。もはや一キロ以上離れているからな）

　おれを普通扱いしないエレノアにデコピンした。

　７７７倍の視力だから見えるんだが、その突っ込みは無粋だ。

「本人が見えるところで偽者を出したところで、躊躇ためらう馬鹿がいるか？」

「も、もしそうだとしても、一瞬くらい躊躇ってもいいんじゃないですか!?」

　ますますうろたえる魔の者。

「それこそ、ありえん話だな」

「え？」

「おれはおれの女たちと何度も戦ってる。本物のあいつらならこんな一撃、普通に凌しのげてる」

「……ぐっ！」

　顔を歪ゆがめて悔しそうにする魔の者。

「さて、もう一度聞こう。この空間は、お前の力じゃないんだな？　誰の力だ」

「……」

「言うつもりはない、か。なら死ね」

　魔剣を振りかぶって突進する。

　魔の者は更に身体を溶かして何か作ろうとしたが、させないうちに魔剣乱舞を喰くらわせる。

　オピスにするように、魔剣乱舞で斬り刻んでやった。

　文字通り、塵ちり一つ残さず消滅させると、エレノアが聞いてきた。

（それで、これからどうする？）

「何がだ？」

（とぼけるな。さっきも誤魔化ごまかしただろう。そろそろここから出るのか、ということだ）

（えっ!?　ここから出られるのおとーさん!?）

　驚くひかり。

　おれはひかりに笑顔で応こたえると、エレノアを全力で振り下ろした。

　すると、空間に大きな裂け目ができた。

　裂け目の向こうには普通の色合いの空と大地が見える。

「まあ、こんなもんだ」

（おとーさんすごい！　どうしてそんなことができるの？）

「あの時に比べれば楽だ。割るのも出るのもな」

（あの時？）

（くくく。四百年前のことを思い出すよなあ）

（あっ……）

　ハッとするひかり。

　四百年前、くじ引きのチケットで旅立った過去の世界。

　そこでおれたちは過去のエレノアと共に異次元に行って、そこから次元の壁をぶち破って戻ってきたことがあった。

　それを思い出したひかりは。

（たしかに、あれよりは簡単だね！）

「ああ、なんせ──ふっ！」

　今度はひかりを振り下ろした。

　エレノアで斬り開いた裂け目の横に、今度はひかりで同じように裂け目を入れた。

（あっ、ひかりにもできた！）

（つまりは、その程度の隔離だということだ。こいつも最初から気づいていた）

（そっかあ……あれ？　でも、じゃあどうしておとーさんは迷ってたの？）

（くくく）

　エレノアが愉たのしげに笑う。

（こいつの悪い虫が出たのよ）

（悪い虫？）

（うむ）

　エレノアにデコピンした。しかし、それをスルーしてエレノアが続ける。

（いつもしている過保護なスパルタ教育を、ここでもできると思ったのだ）
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（だが、そういうことなら、ずっとここにいる必要はないのではないか？）

「何を言ってるんだお前は」

　おれはちょっと呆あきれた。

（何って……貴様はこっそり女たちのおつかいを見守ろうとしているのだろう？　ならばここでなくとも、オーラで迷彩を纏まとってついてゆけばよいではないか）

「だから、何を言ってるんだお前は」

（いたっ）

　またちょっと呆れて、おれはため息をつきながらエレノアにデコピンした。

（な、何をする貴様!?）

「お前こそ、ボケたのか？　お前とひかりの力、ちょっと前から弱まってるだろ」

（あっ……）

　おれの指摘でようやく思い出した様子のエレノア。おれはますます呆れた。

「ぶっちゃけ持っててわかる。お前の力がどのくらい弱まってるのかがな。オーラを纏えなくはないが、あの三人の力なら丸見えも同然だ」

（……うむ、そうだな）

（あれ？　でもひかり、さっき弱ってても空間斬れたよ？）

（あれは純粋にこやつの力で斬ったということだ。我らの力などではなく）

（わあぁ、おとーさんすごい！）

　ひかりが感動して、刀身がかすかに波打った。

（でもそっかぁ、だからおとーさん迷ってたんだねぇ？）

「そういうことだ」

（ふむ、そういうことなら、もうしばらくこっちにとどまっていることにするか）

「いいのか？」

（選択肢を狭せばめたのは我の力が減退したせいだ。否いなは唱えられんな。それに、たとえこのままこちらにいたとしても、貴様はいざという時には簡単に空間を斬って割り込めるのだろう？）

「そうだな」

（ならば、このままでよいのではないか）

「まあ、そうなるな」

　話がまとまったから、おれたちはこっち側でヘレネーたちの後を追いかけることにした。

　魔の者と戦って、その後、話している間に、ヘレネーたちは大分先に進んでいたから、走って後を追いかける。

　地を蹴けって疾走。

　近くで見守りたいから、全速力で追いかける。

　おれ自身の力──７７７倍の力は制限されてないから、全力で走った……が。

（止まれ！）

「──ッ！」

　エレノアの声に即反応。急ブレーキをかけてピタッと止まった。

（どうしたの、おかーさん？）

（目を凝らしてよく見てみろ）

「……何かあるな」

　エレノアに言われた通り目を凝らす。

　すると、色彩が反転した時空間のそこに「何か」があった。

　壁。

　第一印象はそれだった。

　目の前にある、見えにくい壁。

　目を凝らして見れば見える、出来の悪いアイコラの継ぎ目みたいな壁がそこにはあった。

　しかも、一つだけじゃない。

「そこかしこにあるな」

　おれはエレノアを抜くと、「壁」を思いっきり斬りつけた。

「むっ」

　奇妙な手応えだった。

　堅いわけじゃない。

　衝撃を吸収したとか、そういうことでもない。

　だが、おれの剣は確かにそこにある「壁」に当たりはしたものの、攻撃としての効果はまったくなかった。

「……無効、か？」

（そうだな。堅いわけでも吸収しているわけでもなさそうだ）

　おれは剣を下ろし、近づいて「壁」を触ってみた。

　触って、叩たたいて、押して引いて。

　色々やってみたが、何もかも効かない。動かない。

　そこにある「壁」は、まるで空間そのものに固定されているような摩訶不思議まかふしぎな代物だった。

「全力でぶつかってたらやばかったな」

（ところてんの要領で、貴様が逆にばらばらになっていたかもしれんな？）

「嫌な喩たとえをするな」

（ふっ）

「なんだ、その笑いは」

（これでチャラだな）

　なんとなく……ピンときた。

　エレノアはさっきのことを気にしていた。

　自分の力が減退しているのを忘れ、ここを出て迷彩オーラを使えばいいという提案をしてしまったことを気にしていた。

　それを今のアドバイスでチャラにしろ、というわけだ。

　軽く言ったが、エレノアは大分集中していたはずだ。

　おれでも見落としていた「壁」を、あの速度の中で見つけることができたんだ。

　よほど真剣に、集中して周りを探ってないと見つからない。

　さっきの今でこうしたってことは、エレノアは速攻で汚名返上したかったってことだ。

　だが、傍はたから見ていて、エレノアがそんなことを考えてる気配はなかった。

　魔剣エレノアが、水面下で白鳥のバタ足みたいに頑張ってたんだと思うと、ちょっとおかしかった。

「ふっ」

（おい、貴様こそなんだその笑いは！）

「いや、別に。なんでもないぞ」

　頭の中で怒鳴るエレノアを他所に、おれはエレノアを握り直すともう一度「壁」を叩いてみた。

　今度もまったく手応えがなかったから、おれは息を大きく吸い込んで──全力で振り下ろした。

　文字通りの全力。

　７７７倍の力で振り下ろす。

　遠心力で指先が痛くなるほどの全力。

（な、何をするつもりだ貴様!!）

「本当に斬れないか試してみようと思ってな──全力で」

（さっきのでわかるだろう。なぜわざわざ全力を出す必要がある──全力？）

　エレノアがハッとした。

　おれは何も言わなかった。

　全力。

　おれとエレノアの間では特別な意味を持つその行為。

　ものすごく俗っぽくて、こいつには直接言えない表現をするなら、新婚夫婦の「いってらっしゃいのキス」に近い。

　それにエレノアは気づいた。

　だからこそ、おれはそれ以上何も言わなかった。

　言わなかった……のだが。

（んふふー）

「ひかり？」

（むぅ）

（おとーさんとおかーさん、らぶらぶだね？）

「全力」の意味を知っているひかりが、おれの意図を察すると、ニコニコと上機嫌になった。

　ひかりが嬉うれしいならおれも嬉しいんだが、これじゃまるで情事を子供に見られてしまったようで恥ずかしいぞ。

（まるで──ではなく、事実そのものだろうが）

「ええい、あえて突っ込むな!!」

　おれはそう言ってエレノアにデコピンをした。

　エレノアの刀身が、綺麗きれいないい音を出す。

　それを見たひかりは、ますますニコニコ上機嫌になったのだった。
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　女たちを追いかけながら、おれは「表」にどれだけ干渉できるのか試してみることにした。

「エレノア、ひかり」

（……好きにしろ）

（ひかりにまかせて!!）

　どちらもやる気の魔剣母娘。

　エレノアとひかりを振るって、追いかける道中にすれ違った岩や枯れ木を斬ってみた。

　普段なら素手でも殴り壊せる、なんなら思いっきり息を吹きかければ吹っ飛ばせる程度の、道ばたの些末さまつな障害物。

　だが、それらは魔剣で斬りつけてもびくともしなかった。

　女たちがいる側を「表」、こっちを「裏」と呼ぶことにすると。

「裏」からじゃ、何があっても「表」には干渉できない。

　しかし。

　ひかりを無造作に振り下ろす。

　そうして空間に裂け目を入れてから、そのまま返す刀で斬り上げて、斬撃を飛ばす。

　すると、ひかりの飛ばした斬撃が、裂け目を通って離れたところにある大岩を両断した。

「二手で一撃、か」

（同格の相手なら、致命的な遅れになるな？）

（ひかりが裂け目を開けて、おかーさんが攻撃するのは？）

（それでも微妙に遅れるはずだ。まあ、それが表面化するほどの敵がいるとも思えんがな）

「おい、今フラグが立ったぞ？」

　本当はいなかったのに、今のエレノアの発言で出てくるような気がしてきた。

（敢あえて立ててやったのだ。貴様と同格の相手。心が躍るではないか）

「バトルマニアかよ!!」

（そうとも。我は血に飢えた魔剣よ）

　エレノアはいつものように、くつくつと喉のどを鳴らして笑った。

　彼女の気持ちはわかっている。

　おれと同格の敵が相手なら、気兼ねなく全力で振るってもらえる。

　そんなところだろう。

「……ひかり、向こうにドレイク兵を一体出してくれ」

（うん、わかった！　お願いみーちゃん！）

　ひかりの眷属けんぞく、亜竜のドレイク兵。

　それが裂け目の向こう、「表」側に召喚された。

　みーちゃんと呼ばれたドレイク兵は竜の姿ではなく、ひかりが魔剣の力でコーティングした人間の姿になっていた。

　高校生くらいの少女。

　格好はアグネを彷彿ほうふつとさせるような軽装の鎧姿よろいすがただ。

（おとーさん、これでいい？）

「ああ。それじゃ、このままおれたちと並走させてくれるか」

（わかったよー！）

　ひかりがそう命じると、ドレイク兵のみーちゃんは「表」で「裏」のおれたちと並走した。

　しばらく走って、さっき開けた裂け目が閉じたところで。

「みーちゃんに魔力を貸し出し」

『ミリアに魔力を貸し出します。残り五十九秒』

（ほう）

（おとーさんすごい！　穴が閉じても、力を貸し出しできるんだね!!）

「そうみたいだな。これは大きいぞ」

（くくく。これで女たちがピンチになっても、貴様は直接手を出さなくて済むな？）

「ああ。むしろおれが手を出さないで能力だけ貸し出したって状況を見たら、勝手におれのやりたいことを理解してくれそうだ」

（我らが参謀殿なら、貴様の思考の裏の裏まで読んでくれそうよな？）

「そうだな。まあそこまで理解されたとして、ヘレネーならうまく話を合わせてくれるだろ。ひかり、みーちゃんを戻せるか？」

（えっとね……ダメみたい）

「こうしてみるとどうだ？」

　再びひかりを振るって、空間に裂け目を開く。

（あっ！　戻せたよ!!）

　瞬時にドレイク兵の姿が消え、ひかりの元に戻ってきた。

　これで「表」と「裏」の特性がわかった。

「裏」から「表」には干渉できない。

　魔剣の全力を出したとしても、表の小石ひとつも斬れはしない。

　だが、くじ引きの能力貸し出しが空間の壁を越えられることはわかった。

（くくく。これでますます高みの見物ができるな？）

「ああ。しかもヘレネーなら、姿を現さずに能力の貸し出しだけするのを見て、おれが近くにいるってことまで理解しそうだ」

（貴様の悪い癖くせが始まったと、扇子で口を隠して笑みを浮かべそうだな？）

「ああ。いい顔をしてそうだ」

（奴やつはプロレスが上手うまいものな？）

「プロレスなら、実はイリスの方が上手いぞ。イリスが得意な政治は、常にプロレスみたいなものだからな」

（ねえねえおとーさん、ここからくじ引きのところには行けるのかな？）

「む？」

　ふと、足が止まった。

　ひかりの問いが面白おもしろかったからだ。

「裏」からくじ引き所に行けるのか？

　過去の世界からじゃ行けなかった。

　なら、魔境の──しかも「裏」からは？

　それが気になって、おれはヘレネーたちを追いかけるより先に、そっちを優先した。

　目を閉じて、くじ引き所に行きたいと念じてみる。

　おれと、エレノアと、ひかり。

　三人が同時に人型でいられる「奇妙な家族団らん」ができるくじ引き所。

　結果、おれたちは色が全て反転した「裏」のくじ引き所に飛んだのだった。
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　全てが反転したくじ引き所の中は無人だった。

　テーブルがあって、見慣れた抽選器は置かれていたが、例のスタッフの姿はどこにもなかった。

「ここが無人なのは初めてだな」

（うむ。いつもは来ればあの女がいるのだが）

（あのお姉ちゃん、どこに行っちゃったのかな？）

「どうだろうな」

　気になったから、くじ引き所の中をぐるっと一周してみた。

　くじ引き目的で来たわけでなく、かつ、スタッフもいない。

　そのおかげで、初めてここをじっくり観察できた気がする。

　まず、ここには出入り口の扉がない。

　窓はあるが、その向こうには奇妙な景色が広がっていて、外には出られそうにない。

　見て回れば回るほど、不思議な場所だ。

（おとーさん、くじ引きはできるのかな？）

「うん？　どうだろうな」

　テーブルに近づいて、抽選器に触れてみた。

　レバーを摑つかんで、くる──っと回そうとしたが、動かなかった。

「ダメみたいだな」

（「表」の物に干渉できないのは、ここも同じようだな）

「ああ、実際のところ──」

　おれはとんとん、とつま先で床を蹴けってみた。

「この「裏」にいる間は、結構足にクるんだよな」

（そうなの!?）

　思いきり驚くひかり。

「ああ。おれが全力で蹴っても壊れない地面ってことは、歩いたり走ったりする時に力が全部ダイレクトに足に返ってくるってことだ。ほら、素足で走ると足が痛いが、靴を履はくとそうじゃなくなるだろ？　それは靴というクッションがあるわけだ」

（なるほどねー）

　さらに言えば、異世界生まれのひかりは見たことがないが、向こうの世界は陸上のトラックに特殊なゴム素材を使ってる。あれはゴムを使うことで、選手の足の負担を抑えているのだ。

　その対極にあるのが「裏」の地面。

「まあ、たいした痛みでもないんだけどな」

　もう一度つま先でトントンと床を蹴ってみる。

　その時、状況が動いた。

　壁の中からすぅー、とスタッフが現れたのだ。

　元から面白おもしろい格好だったが、色が反転した「裏」から見ると、更に面白い格好に見える。

　そのスタッフが抽選器の前に立った。

　同じ抽選器の前に立っているおれと、至近距離で顔を突き合わせているかたちになっているが、まったく目が合う気がしない。

（お姉ちゃん、どうしたんだろ？）

（予想はつく──ほれ）

　振り向くおれ。

　その視線の先には、一人の男がいた。

　おれ以外にここくじ引き所にくるもう一人の男、例の触手男だ。

　おれとタッチの差で一足早くこの世界にやってきた男。

　普段どこで何をしているのかわからないが、毎回大量のくじ引き券を持ってやってくる。

　今回もそうで、両手に抱えきれないほどの券を持っていた。

　大量のくじ引き券を持って、男が抽選器に近づく。

　おれの姿が見えてないから、ぶつかる前に道を譲ってやった。

（あれも）

「ん？」

（一種の出来物できぶつといえるだろうな。ものの本質をわかっている）

「どういうことだ？」

（貴様にはわかるだろう。験げん担かつぎしようが、オカルト的な何かにすがろうが、抽選においては何も変わらないということだ。アレの正攻法は──）

「出るまで引く」

　エレノアが頷うなずく。同意したようだ。

（それを知っていたとしても、一喜一憂するのが人間だ。出るまで引くと言っても、外れる度にテンションが上下する。だが、見たところあの男はもうそんな域を通り過ぎているようだ）

「なるほど」

　エレノアが他の男を褒めるのは珍しいな。

（まあ、正しくはあるが──つまらぬ）

「つまらない？」

（ああ。だが貴様はそうじゃない。貴様は引きたいものが引けるのだろう？）

「まあな」

（そういう男の方が、見ていて楽しいのだ。添いがいがある）

「妙な言葉を作るもんだ」

　エレノアにちょっと呆あきれていると、次の瞬間、おれたち三人は同時に息を飲んだ。

　男がくじ引き券を渡して、腕まくりして、抽選器のレバーに触れて回した瞬間。

　男の身体から何かが出て、抽選器に吸い込まれていった。

「なんだあれは」

（わからん……が一つだけわかった）

「なんだ？」

（色が全て反転して見えるのに、あやつだけ『普通の色』だ）

「確かにそうだな」

（ひかりとおかーさんのオーラに似てるね？）

「……ああ」

　エレノアとひかりの指摘。

　男の身体から漏もれ出たものは、色が反転する「裏」にあって、表と同じような魔剣のオーラの色に見える。

　裏の表……ということは。

　魔剣一閃いっせん。

　エレノアの一撃でそれを斬った。

　斬ったというより、煙を払ったような感じだ。

　しかし。

（干渉できたな）

「ああ」

　厳密に言うと、斬れはしなかったが、干渉できた。

　そして黒いオーラは抽選器に吸い込まれていった。

（これは……結構衝撃的な事実だな）

　エレノアの言うとおりだ。

　くじ引き所と、裏の表の黒いオーラ、それを吸い込む抽選器。

　おれは、それらの意味することを考えた。
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（どうする、出ていって問い詰めるか？）

　そう言って意見を求めてくるエレノア。

　色が全て反転した世界。

　唯一反転してなくて干渉できた、くじ引き機からの煙。

　おれはそれらを頭の中でぐるぐるさせて、どうするべきか考えた。

「……やめとこう」

（いいのか？）

「今出ていって問い詰めたところで、しらばっくれられたらそれまでだ。それに、もし何かあったとしても、そっちはとっくに手遅れだ」

（なるほどな）

「ここまで来たら、こっちが知ってることを伏せて付き合った方がいい」

（うむ。先の手札にするのだな？）

「そういうことだ。それに、今回はあくまでアウラを魔王にするのが優先。ここに来たのも、そのための手段を把握するためだ。こっちではまだ抱きたいほどいい女に出会ってないが、魔王アウラは大いに抱きたい」

（……くく）

「なんだ、その笑いは」

（つくづく貴様はブレないなと思っただけだ）

「今更だろ」

（ああ、確かに今更だな。それが不満なら、今更じゃないのを一つ進ぜよう）

　エレノアは楽しそうにそう言った。

（貴様は……いい男だな）

「むっ」

（くく。これはいいな。貴様がしょっちゅう言っている気持ちがよくわかる）

「おれの台詞せりふを取るなよ」

（嫌か？）

「勝手にしろ。ただ、パクるんならその先までちゃんとパクれ」

（その先？）

「ああ。その先だ」

（囚とらわれの姫に無茶を言う）

「お前は姫を捕らえる魔王側だろうが」

（くくく。違いない）

　愉たのしげに笑うエレノア。

　さて、エレノアとこういうやりとりをするのも楽しいが、今はアウラだ。

　そろそろアウラたちを追いかけに戻ろう。





☆






　裏のくじ引き所から裏の魔境に戻った。

　この移動にはまったく障害がなくて、すんなりと戻ってこられた。

（気を抜くなよ）

「わかってる」

　地を蹴けって裏の魔境を疾走する。

　こっちには風はない。

　しかし、ところどころに破壊できない障害物がある。

　それがあるせいで、全速力とはいかなくて、大分抑え気味に走ることになった。

　それでもしばらく走ると、アウラたちに追いついた。

　ヘレネー、イオ、アウラの三人。

　そして最初の村で助けた子供たち。

　彼女たちは今まさに魔の者と対峙たいじしていた。

　相手で一番目立つのはデブい魔の者だ。立ち位置からしてリーダーはこいつっぽい。

（間に合ったか？）

「いや」

　到着した直後、イオが激高した。

　杖つえを振るった直後、巨大な魔法陣が足元から展開。

　それからノータイムで雷がデブの魔の者に降り注いだ。

（百雷陣ひゃくらいじんか）

「ああ。しかも無詠唱だったな」

（イオお姉ちゃん、すごーい！）

　会う度に成長するイオ。

　最後に一緒に旅した時からも、更に一段成長していた。

　空間を指定して、そこに密集した雷を叩たたき込こむ必殺の大魔法・十界じっかい百雷陣。

　編み出した当初は長い詠唱を必要としたそれは、今や無詠唱で出せるほどになった。

　そう考えると感慨深かんがいぶかい──んだが。

　どうやらそれに浸ってるわけにもいかないらしい。

　雷が止んで、爆煙が晴れる。

　そこにはデブが全くの無傷で仁王立におうだちしていた。

　イオが驚愕きょうがくする。

　それでも、その驚愕も一瞬だけ。

　彼女は杖を握って近接戦闘の態勢に入った。

　雷がダメなら肉弾戦で、というのが、表情から読み取れる。

　それを、ヘレネーが横から手を上げて制止。

　イオに何か言った後、ヘレネーは優雅な物腰のまま、歩いてデブに接近。

　そしておもむろに扇子を取り出して──一閃いっせん。

　突然のことに、デブが慌てて後ろに飛んだ。

　慌てすぎたのか、着地にも失敗してゴロゴロと後ろに転がるデブ。

　どうにか体勢を立て直して立ち上がると、首筋からつー、と血が流れているのが見えた。

「へえ、あんな技を覚えてきたのか」

（あんな技って？）

　ひかりが不思議そうに聞いてきた。

「今の動きは、これまでのヘレネーと違う。どこかで学んできたんだろう。そもそも、ヘレネーの武器は扇子じゃなかっただろ？」

（そういえば！）

（くく。まったく健気けなげな女だ）

「お前もそうなっていいんだぞ？」

（我がそうしたら、世界が傾いてしまうからな）

（あっ、ヘレネーお姉ちゃん、なんだか額に汗が！）

「焦あせってるのか。デブに何か言われでもしたのか？」

（奇襲を掛けたはいいが、仕留め損ねた。二度目はないからどうしたものか、ってところか）

　おれは頷うなずいた。

　エレノアの推測は当たってると思った。

（どうする。そろそろ助けに行くか？）

　エレノアが聞いてくる。

　ひかりもうずうずしているのが伝わってきた。

「……いや。ヘレネーに扇子術を貸し出し」

『ヘレネー・テレシア・メリクーリに扇子術を貸し出します。残り四分五十九秒』

　直後。

　ヘレネーは動き出した。

　武人ではなく、軍師である彼女は、余計に「勝機」というものを読む能力に長たけている。

　この一瞬がまさにそうだと理解した瞬間、ヘレネーはデブに肉薄して扇子でその首を斬り落とした。

「まっ、こんなもんだな？」

（どうしてまたそんな迂遠うえんなことを）

「あれを見ろ」

　おれはさっきから動いていないアウラを指さした。

「見ろ、アウラの目を」

（目？　ふむ、これは嫉妬しっと……か？）

「それもあるだろうな。嫉妬に隠れた奥は見えないか？」

（うむ、負けん気が見えるな）

「そういうことだ。嫉妬。そこからの発奮。それが見られるとしたら？」

（あの一瞬でそこまで考えていたのか）

「当然だ。今回はアウラを魔王にするんだぞ。アウラのことなら全部見てる」

（くくく。やはり貴様はいい男よ）

　また台詞だけをパクったエレノアに、おれは軽くデコピンしてやった。
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（とはいえ、保険は掛けておいた方がよいのではないか？）

「保険？」

（うむ。何があっても大丈夫だという保険だ）

「保険ってのはもともとそういうもんだろうが……いや」

　エレノアは意味のないことは言わない。

　特に冗談っぽく聞こえたり、突っ込みどころが多かったりする場合ほど、余計にちゃんとした意味が隠されている。

　おれは考えた。

　そしてすぐに彼女の言いたいことを理解した。

「先に魔魂石の一つだけ確保する。もちろんおれが」

（くくく。その通りだ。貴様が持っていれば安心安全だろう？）

「まあな」

　それは女たちも辿たどり着いた結論だ。

　魔王の力を手に入れるには、九個の魔魂石を集めなければいけない。

　逆にいえば、どれか一つだけ押さえておけば、自動的に最終決戦に持ち込めるということだ。

　それは既に出ていた結論だが、エレノアは今になっておれにそれをやれと言っていた。

（どうする。我はどちらでもよいぞ）

（でもおかーさん、一つ「だけ」でいいの？　もしほかに「いいおんな」がいたら大変じゃない？）

（いや、逆だ）

　珍しく、エレノアはひかりの言葉を真っ向から全否定した。

（逆？）

（うむ。今までいくつか襲撃された村を見てきたな）

（うん、見てきた）

（その情景を思い出してみるといい）

（……えっと？）

（真の「いい女」なら、この程度のことでやられはせん。なんだかんだで生きのびていよう）

（あっ、そっか！）

（くくく、そうだ。それに、そもそもだぞ？）

　エレノアはからかいの入った、楽しげな声色こわいろで言い放った。

（ひかりがそれを言い出したあと、結局こやつは動いていなかったではないか）

（あ！　そーいえば!!）

　ハッとした感じのひかり。

　その陰で、くつくつといつものように喉のどを鳴らして笑うエレノア。

　まったく……見透かされてるな。

　確かにひかりに言われた後、少しその気になったのに、ほぼ何もしなかったのはエレノアの言うとおりだ。

　女なら誰でもいいってわけじゃない。

　おれが好む「いい女」は、大抵、何かしら光るところがあった。

（最低限、しぶといってことだな？）

「人の心を読むな」

　チリーン、と、エレノアにデコピンをした。

　いい音が、「裏」の魔境に響き渡る。

（くくく。つまり、だ。こやつが本当に好むいい女をあぶり出すには、救援さえ多少遅らせた方がいいということだ）

（そっかー、なるほどー!!）

　ひかりは無邪気にそれを受け入れ、納得した。

（さて、改めて問おう。どうする？　我はどちらでもいいぞ）

「せっかくだ」

　おれは片方の口角を持ち上げて、笑った。

「一個だけかっさらうくらいなら、謎の第三勢力として動いた方がいいだろう」

（くくく、それは面白おもしろいな！）

（さっすがおとーさん!!）





☆






　おれは女たちから離れると、魔境の荒野を疾走した。

　そうして、ある程度離れ、女たちに絶対気づかれない距離まで来たところで、エレノアとひかりを振るい、空間を割って表側に戻った。

　それから、気配を読んで村の場所を探る。

　すると、いくつかまだ襲撃されてない村の気配があったから、その中から一番遠い村に向かうことにした。

（そろそろだ）

「おう」

　エレノアに返事をしつつ、魔剣のオーラを引き出して、疾走しながらそれを身体に纏まとう。

　漆黒しっこくのオーラが全身を覆おおい尽くして、おれの見た目を思った通りの姿に変えた。

　身体は元より一回り小さく。

　服装も、おれが普段している格好とはまったく違うものにした。

　魔剣のオーラによる変装。

　おれと同等以上の力でもない限りは見抜けない変装術だ。

　エレノアとひかりの魔力が減っていることもあったから、念のために、とにかく普段のおれのイメージからかけ離れた姿にした。

　そう簡単に見破られるとは思っていないが、念には念をというヤツだ。

（ほう）

「どうした」

（これが、貴様の幼い頃の姿か？）

「まあな」

（おとーさんかわいいね！）

（うむ。新鮮味があっていい。こういう子供を何といったか……そうだ、ガリ勉のお坊ちゃまだ）

　どうやら、変装後のおれの姿は、二人の目にはそんな風に映っているらしい。

　確かに普段の姿とはかなり違うが、それほどでもないだろう。

　……いや、そうでもない、のか？

「いや、今はそんなことはどうでもいいだろ」

（でもでも、今のおとーさん、おかーさんとすっごくお似合いだよ？）

「なんだって？」

（くくく、冗談はやめるのだひかりよ。こやつのこの格好では、我は完全に「近所に住む憧あこがれのお姉さん」よ）

（だめなの？　近所に住む憧れのおねーちゃん）

（こやつにＮＴＲネトラレ属性でもあれば、むせび泣くところだろうがな？）

　エレノアはものすごく愉たのしそうにした。

　まったく、わかりやすそうだったから子供の頃のイメージを持ってきたのに、これじゃいいオモチャだ。

「二人とも無駄話はそれまでだ。見えてきたぞ」

　丁度いいタイミングで、地平線の向こう側に村っぽいものが見えてきた。

　おれは更にペースを上げて駆けると、一瞬で村の入り口に辿り着いた。

「止まれ！　何者だ!!」

　村の入り口に立っていた魔境の住人、ここの村人が誰何すいかしてきた。

　ものすごい剣幕──というより、怯おびえが多分に入っている。

（ひょっとして、おとーさんの中身がばれちゃったのかな？）

（いいや。予想外の事態にとにかく怯えている、といったところだろう）

　果たして、エレノアの推測は正しかった。

　誰何してきた男は、おれが答えるのを待つまでもなく。

「こんなところにいきなり人間の子供がやってくるなんて……怪しすぎる」

「ふん、バレちゃ仕方がない」

（くくく、棒読みがすぎるぞ）

　エレノアが愉しげに笑った。

「おれは魔魂石をもらいにきた!!」

「──ッ！」

　男は血相を変えると、そのまま襲いかかってきた。

　体捌たいさばきはそこそこのものだ。奴隷兵クラスのいい動きをしている。

　そこに、おれはすれ違いざまにボディブローを放った。

　下からえぐりあげるようなボディブロー。

　男の身体がくの字になって宙に浮き、そのままぐるぐると三回転すると、地面に突っ込んだ。

（殺したのか？）

「いや。別に殺す必要もないだろう」

（ふむ。まぁそれもそうか）

　騒ぎを聞きつけて、村の中から更に村人たちが現れる。

　今度は誰何することもなかった。

　倒されて伸びている男を見て、全員が最初から警戒心マックス、敵意を剝むき出だしにしてきた。

「人間の姿をしているが、どうやら連中の一味だな」

「よりによって、この聖地にやってくるなど」

「その浅はかさ、死をもって償え！」

　現れた村の連中は、口々にそんなことを言うと、一斉に襲いかかってきた。

　数は六。

　動きはいずれもさっきの男と同等──おれの奴隷兵くらいの強さはあろうかというものだ。

　おれはエレノアとひかりを抜かず、徒手空拳のままそれを迎え撃った。

（今おもしろい単語が聞けたな？）

（うん。せーち、って言ってたよね？）

（ああ。聖地ともなれば、おもしろいモノが出てきそうな感じがするな？）

（えー？　おかーさん、おもしろいものってなに？）

　無邪気で純粋な好奇心を見せるひかりに対し、ただ楽しんでるだけって感じのエレノア。

（そうだな……オリビアのような存在とか？）

（おーちゃんが!?）

（うむ。ヤツは竜王だったのだろう？　だとしたら、きっとこの聖地にもそういう崇高な存在が棲すんでいるのが相場というものだ）

（なるほどー！）

　おれは母娘の雑談を右から左に聞き流しながら、襲いかかってきた六人を全員殴り倒した。
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「ば、化け物めッ」

　最初に殴り倒した男は、回復するなり、悔しそうに歯ぎしりして村の中へと駆け込んだ。

（……気をつけろ）

「ああ」

　おれは頷うなずき、魔剣を握り直すと、男の後を追って村の中に足を踏み入れる。

　さっきのあの男、逃げたって感じの表情じゃなかった。

　村の中には何か──おそらく切り札となるものがあって、それに縋すがるために駆け込んだって感じだった。

　その顔には絶対的な信頼があったのを、おれもエレノアも読み取っていた。

　だから、村の中に足を踏み入れたおれは、慎重に先を進んだ。

（いったい何が出てくるんだろ──）

（シッ！　おい、聞こえるか？）

　エレノアが思案するひかりの言葉を遮さえぎって、おれに聞いてきた。

「ああ、とっくにな」

　聴力も７７７倍になっているおれは、返事の通り、とっくにそのことに気づいていた。

「何かの儀式をやっているな。大人数で呪文じゅもんのようなものを合唱してる」

（うむ。急げ。冗談ではなく本当に何かがいそうだ）

　珍しく真剣なエレノア。

　おれは静かに頷き、声が聞こえてくる方に向かった。

　そのまま村を横断して、裏側にある山の麓ふもとまで駆ける。

　村の裏山。

　果たしてその中腹には、洞窟どうくつのようなものが見えた。

　そして、その洞窟からは、集団による呪文詠唱が聞こえてくる。

　更に、山道の入り口には──

「こ、ここは通さないぞ」

　さっきの男が、道を塞ふさぐように待ち構えていた。

「なるほど時間稼ぎか。ここにはよっぽどの切り札がいるみたいだな」

「うおおおおお!!」

　男は答えず、おれに飛びかかってきた。

　さっきとは段違いの、ものすごい気迫。

　いきなり強くなったわけじゃないから、向かってきた勢いにカウンターを決めて沈めた。

（急げ。この感じ、悪い予感がする）

「ああ」

　深く頷いて、そのまま山道を駆け上がっていく。

「……」

　すると、また別の男が現れた。

　その男はさっきの男と同じ目をしていた。

　決死──文字通り、死をも覚悟して足止めしようとするヤツの目だ。

　そいつは捨て身でかかってきた。時間を掛けてられないから瞬時に沈めた。

　そして、そこから更に先に行くと、また同じ目をした二人組が現れた。

　今度こそ向こうから来るのを待たずに、おれから向かっていってブチ倒した──と思いきや。

　そのうちの一人が、根性で意識をつなぎ止めて、おれの腰にしがみついてきた。

　オーラを飛ばして、一瞬で意識を刈り取る。

　しがみつく力が失われて、男が崩れ落ちた。

（おとーさん……おかーさん……）

　ひかりも相手の覚悟を感じたみたいだ。

　その後も次々と、死ぬ覚悟をした目の連中が出てきて、おれの前に立ち塞がった。

　普通の敵と違って、沈めるのに手間取った。

　ノンストップなら一分と掛からない道程が、最終的に五分くらい掛かった。

　そうして、洞窟に辿り着いた頃には。

（一歩遅かったか……）

　と、エレノアがつぶやいた。

「ああ」

　深く頷き、洞窟の中を見る。

　光が届かず、深さもわからないような洞窟。

　しかし、そこからはとんでもないオーラが漏もれ出していた。

　──そう、漏れ出す。

　大量にあるものが、抑えきれずに溢あふれ出てくる。

　そんな感じのオーラだ。

（気をつけろ、これは──）

　エレノアがそう言いかけた瞬間、事態が大きく動いた。

　突然、洞窟の奥から轟音ごうおんがしたかと思うと、何かが天井てんじょうを突き破って現れた。

　飛び出した……とかいうわけじゃない。

　穿うがたれた穴から出てきたのは──ただ、ひたすらに、圧倒的な、巨人。

　そこには、人間の数十倍はあるという巨軀きょくが、洞窟の天井を貫いて、外に姿を見せていた。

「あれは……」

（サ、サンドロス、だと!?）

　エレノアが珍しく動揺したそぶりを見せた。

　地獄の帝王、サンドロス。

　かつてエレノアに契約で縛られ、数百年間ひたすらずっとただ働きをさせられたことから、エレノアを恨んでいるヤツ。

　今まで何回か現れて、その都度撃退したが、まさかここで出会うとは思ってもみなかった。

「おい、こことヤツになんか関係あるのか？」

（し、知らぬ!!）

「知らぬって、かつてお前が何百年も使役してたヤツのことだろうが」

（ヤツは使い勝手のいい手駒。それ以上でもそれ以下でもなかったのだ）

「なるほど、な」

　その無頓着さ──エレノアらしいといえばエレノアらしいか。

　それよりも、こいつが連中の切り札なのか？

　……と、思っていたら、気づく。

　サンドロスが無言で、目を眇すがめてじっとこっちを見つめてるのを。

（おとーさん、すごく見られてるね……）

「ああ」

（もしかして……）

「いや、まさか」

（あはは、まさか、だよね？）

「ああ、まさかだな」

　おれとひかりがそんな事を言い合って、若干乾いた笑みを浮かべていると。


「エレノアアアアアアァァァァ！」



　まるで雷鳴のような巨大な声が辺りに響いた。

　空と大地が震え、身体にビリビリ振動が伝わってくる。

　次の瞬間、大剣が目の前に迫ってきた。

　十メートルはありそうな巨大な大剣が唸うなり、頭上からものすごい勢いで振り下ろされてくる。

　とっさに魔剣をクロスさせてガードした。

「ぐっ！」

　完全にガードした状態のまま、地面に押し込まれた。

　恐ろしいパワーだ。

　地面にめり込んでもめり込んでも勢いは止まらず、最終的に埋まった穴から地上への出口が豆粒大に見えてしまうほど、地中深く叩たたき込こまれた。

「くっ……おいおい、三十メートルはあるぞこれ」

（大丈夫!?　おとーさん!!）

「ああ、問題ない。ひかりこそ大丈夫か？」

（うん！　ひかり、まだまだ全然戦えるよ！）

　サンドロスの力をこの一撃で肌で感じ取ったひかりは、いつになく戦いにやる気を見せた。

「おい、ひかりは前向きにこう言ってるぞ。そっちはどうだ？」

（誰にものを言っているのだ）

「そうか。ならいい」

　おれはぐぐっ──と地面を踏みしめて、最大限に跳躍した。

　叩き込まれてできた穴から、地上さえ飛び越して、空に飛び上がった。

　空中で変装用のオーラを解く。

　そのオーラを全身に纏まとい直して、本気の戦闘モードに切り替えた。

　ニヤアァ……

　空中で、図らずも目線の高さが合ったサンドロスが、こっちを見て嫌らしい笑みを浮かべた。

（やつめ、なぜここまで強くなった!?）

「そんなちっちぇえこと、今はどうだっていいだろ!!」

（何？）

「重要なのは、ヤツが今おれたちの変装を見抜ける力量を持ってるってこと──それだけだ」

（……うむ）

　エレノアの口調に緊張が混じったのがわかった。

　本人も薄々気づいていたのを、おれの指摘で完全に理解したって感じだ。

「エレノアアア！」

　サンドロスが一歩──だけで十メートルほど踏み込んで、ナタのような大剣を真横に振るってきた。

　ゾッとするほどの風切り音。

　山すら斬り裂くような一撃。

「エレノア！　ひかり!!」

（うむ！）

（うん！）

　魔剣を二振り、同時に振り下ろして、サンドロスの大剣と撃ち合った。

　ドオォォォン!!

　爆音とともに吹き飛ばされる。

　空中でどうにか体勢を立て直しつつ、魔剣を構えた。

　サンドロスも、一歩下がってよろめいていた。

　……互角。

　今の一撃で、少なくともパワーは互角だとわかった。

（来るぞ！）

　エレノアの声に反応して、魔剣でガード。

　しかし、あえなくガードごと吹っ飛ばされた。

　山に向かって吹っ飛ばされて、山にぶつかってもまだ勢いは止まらなくて、衝撃と相まって、山の一部を削り取るほどの勢いで更にすっ飛んでいった。

（おとーさん!!）

「──っ！」

　ギリッ、と歯を食いしばって、反対方向に向かってエレノアを全力で振るった。

　轟音が鳴り響いた。

　空気の壁に向かって思いっきりエレノアを振るって、その反動で勢いを殺した。

（ひかりに格好悪い姿を見せるところだったな？）

「言ってる場合か！」

　そのまま虚空こくうを蹴けって、サンドロスに向かって飛んでいく。

　後手に回っていたら──負ける！
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「はああああ!!」

　懐ふところに潜り込んで、エレノアを振り下ろす斬撃を放つ。

　サンドロスはナタのような大剣でそれを受け止めた。

「まだまだ！」

　エレノアの上に更にひかりを叩たたきつける。

　時間差の衝撃。

　初撃を受け止めたサンドロスは、ガクッと押しつぶされる感じで膝ひざをついた。

　すかさず着地。すぐに跳躍しつつひかりを振るう。

　対空技の要領でカチ上げる跳躍斬りで、サンドロスの大剣を上に弾はじく。

　大剣を手から弾き飛ばすまではいかなかったが、それを持っていた手は高々と上がり、バンザイに近いポーズになった。

　つまり──本体はがら空き。

　ボディが完全に無防備になったところに、

「行くぞ、エレノア」

（うむ！）

　エレノアを逆手に構え、ぐぐぐっ……と弓引く感じに全力を込めて──投げる。

　砦とりでだろうが城だろうが山だろうが、全てを貫くエレノアの全力投擲とうてき。

　今までどんなものでも貫いてきたそれは──だが、止められた。

「ちっ」

　貫通することなく、サンドロスの腹に突き刺さった状態のエレノア。

　そのまま突進して、引き抜いて回収。

　すかさず腹を蹴けって距離を取った。

（おとーさんとおかーさんが……止められちゃった……!?）

　おれとエレノアはさほどでもなかったが、ひかりは今の一撃が止められてしまったことに軽くショックを受けたようだった。

「ひかり、気にするな」

（う、うん！）

　返事こそしたが、受けた衝撃は隠せない感じだ。

（どうする。かなり厄介やっかいだぞ）

「……こいつの弱点は？」

　力押しを諦あきらめて、サンドロスをよく知っているであろうエレノアにそう聞いた。

（特にないな）

「何？」

（あいつはあの図体のくせに、攻守ともにバランスの取れた素晴らしい戦士よ。超ハイレベルの器用貧乏、とでも言えば伝わるか？）

「ああ。要するに、相手にするにはクソ厄介すぎるヤツってことだよな！」

　このタイミングで一番聞きたくない答えだった。

　まず力押しがダメで、その上つけいることができそうな弱点もない。

　……なんて相手だ。

（故に、切り札だったのよ）

「そこで威張るな」

　そう言って、いつものようにエレノアに突っ込もうとしたのが運の尽き。

　飛んできた斬撃をガードしようと思ったが、エレノアに突っ込むため一瞬途切れた集中力の隙すきに、当のエレノアが弾き飛ばされた。

（おかーさん!?）

　くるくると明後日の方角にすっ飛んでいくエレノアを見て、ひかりが絶叫する。

　おれはといえば、飛んでいくエレノアを見て……ポカーンと間の抜けた顔をしてしまった。

　おそらく初めてのことだと思う。

　エレノアを持つようになってから、完全に力負けして、エレノアを弾き飛ばされたのは。

　ニヤアァ……

　サンドロスが、大きい口を嫌らしく開いてにやりと笑った。

　プチン！

　頭の中で、何かがぶち切れる音がはっきりと聞こえた。

「はああぁ！」

　思いっきり突っ込んで、ひかりで斬りかかる。

　にやりとしたままのサンドロスが大剣で撃ち合ってきた。

　剣と剣が交錯した瞬間、その反動を利用して、ものすごいスピードで後ろに飛ぶ。

　そして、エレノアに追いついて、キャッチした。

（見事にしくじったな）

「次はない」

（ほう？）

（おとーさん……本当に大丈夫？）

　そう言うひかりをチラッと見た。

　だが、何も言わなかった。

　こんなに余裕のない状況なのに、エレノアの押し殺した笑い声だけ、はっきり聞こえてきた。

　理解が正確で早すぎる。

　さっきから、ひかりは動揺したり、不安になったりしていた。

　それはおれが不甲斐ふがいない戦い方をしたからだ。

　これ以上、ひかりを不安にさせるわけにはいかない。

　父親の、格好悪いところを見せるわけにはいかない!!

（……やるのか？）

「お前も、このままじゃ不満だろ？」

（ふむ。まあ貴様ほどではないがな）

「充分だ。なら、やるぞ」

　他人が聞いても何がなんだかわからないであろう、おれとエレノアのやりとり。

　実際、ひかりからはちんぷんかんぷんな感情が伝わってきた。

　だが、それでいい。

　おれとエレノアがわかっていれば、それでいい。

「エレノア……ひかり」

（え？　な、なにおとーさん）

「勝つぞ」

（──っ。うん！）

　こっちが自信を見せてやれば、ひかりはすぐに落ち着いてくれた。

　着地。目を閉じて深呼吸。

　そして、カッと目を見開き、地を蹴って突進。

　何度目かわからない衝突。

　サンドロスはものすごい風切り音をまき散らして、横薙なぎに大剣を振るってきた。

　それに向かって──横薙ぎで迎撃。

（え？）

　セオリーの縦斬りではないことに驚くひかり。

　しかし、次の瞬間。

　魔剣が、大剣を割った。

　切っ先と切っ先。

　互いに０・１ミリもない厚さの切っ先同士がぶつかって、魔剣がサンドロスの大剣を真ん中から魚の開きのように上下に割った。

　振り抜いた斬撃波が、柄つかごとサンドロスの手を裂いた。

「がああああ！　このやろおおお!!」

　切れた手から血が噴き出し、一瞬のけぞったものの、サンドロスはすぐに剣を捨て、両手をガッチリ組むと、今度は潰つぶさんとしてそれを振り下ろしてきた。

　魔剣をクロスして、ガッチリそれを受け止める。

「──ッ!?」

　目を見開き、驚愕きょうがくするサンドロス。

　こいつは初手でおれを地中数十メートルに叩き込んだ。それが、今の一撃は完全に受け止められた。驚き、動揺しているのがアリアリと見て取れる。

「ふっ！」

　その隙に地面をグッと踏み込んで、サンドロスの腕を弾き返す。

　大きく体勢を崩したところに、更に踏み込んで、両足を斬った。

　辺りに響くサンドロスの怒号。

　サンドロスはなおも踏みとどまろうとしたが、

「倒れろ！　──黒雷！」

　エレノアを天に向かって突き上げて、黒い雷をサンドロスの脳天に落とした。

　その衝撃で、かろうじて踏みとどまっていたサンドロスが、ようやく後ろに向かって倒れた。

　ドシーン！　と大地が揺れる。

（今だ！　とどめを刺せ！）

「わかってる！」

　エレノアの言葉に、おれは空高く飛び上がった。

　サンドロスの真上に飛んで、エレノアを逆手に構える。

「今度止められたら三行半みくだりはんだぞ！」

（こっちの台詞せりふだ。やれ！）

　魔剣のオーラをこれでもかというくらい引き出して、構えたエレノアに注ぎ込む。

　そして──投げた。

　渾身こんしんの力で投げつけた。

　さっきは止められた、エレノアの投擲。

　おれとエレノアの関係を象徴するようなその攻撃を止められたのには、おれもエレノアも内心で秘かにムカついていた。

　だから、敢あえてもう一度これを選んだ。

　オーラを纏まとって飛んでいったエレノアが巨大化する。

　周りに纏ったオーラが急速に具現化して、巨大な刀身になった。

　そしてそれは──今度こそ、サンドロスを貫いた。

　剣というよりはビームに貫かれた後のように、サンドロスの胴体は、胸からへその辺りまでごっそりと削り取られて穴が空き、残った部分が上下に二つに割れたのだった。
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　着地と同時に、ぐいっと腕を引いた。

　オーラでつないでおいたエレノアが勢いを殺しきれず埋まってしまった地中から飛び出して、おれの手元に戻ってきた。

（よかったな。娘に愛想を尽かされずに済んで）

　エレノアにも、いつもの軽口が戻っていた。

「だから、それはこっちの台詞せりふだと言ってるだろうが」

（にしても、こやつがこれほど強くなるとはな。一体どういうことなのだ？）

「そういえば、補正みたいなものを感じたな」

（補正？　……この地だからということか？）

「ああ。周りから力を受けてる感じがした」

（ふむ……ここに召喚されたことといい、この地となにがしかの縁があるのかもしれんな）

「本当に何も知らんのか？」

（うむ、知らぬ）

　エレノアは大威張りで答えた。

「そこは威張るところじゃないだろ」

　まあ、いいか。

　おれはチラッとサンドロスを見た。

　上下にかち割られたサンドロスは、すっかり絶命しているように見えた。

　本当に死んでいるかどうかは怪しいところだが、少なくともこのサンドロスの肉体からは、生きている感じがしなかった。

　ひとまずは撃退したということでいいだろう。

「さて、サンドロスも片付いたし、連中から魔魂石をもらわないとな」

（そうだな。それで、その先はどうするのだ？　一旦いったん女たちの元に戻るか）

「そうだな」

　当初の予定と随分変わってしまった。一旦アウラたちと合流するのがいいかもしれない。

　おれは身を翻ひるがえして村に向かう道を進みながら、次の一手に思考を巡らせた。

　すると。

（おとーさん!!）

　ひかりが切羽詰まった声でおれを呼んだ。

　次の瞬間、ひかりが叫んだ理由がわかった。

　サンドロスの肉体が崩壊しだしたのだ。

　それも、ただの崩壊じゃない。

　肉体の崩壊によって放出された魔力で、魔法陣を展開していた。

　完全に虚を突かれた。

　なまじサンドロスの死が確実だっただけに、死体のことは完全に意識の外に弾はじき出だされていた。

　だから──反応もワンテンポ遅れた。

　反応できた頃には、おれたちは既に魔法陣に捕まっていた。

（これはまずい。脱出しろ）

「もうやってる！」

　やってる、が。

「……ひかり」

（おとーさん？）

「みんなのところに行け」

　そう言って、おれはひかりを投げた。

　投げ出された魔剣ひかりは、何の妨げもなく、魔法陣の外に飛んでいった。

　一方、おれも、エレノアも。

　その時点で、もはやほとんど動けない状態だった。

「おとーさん!?」

　空中で人の姿になり、オリビアを召喚。それに乗ってものすごい勢いでこっちに戻ろうとしたひかりだったが、それより早くおれとエレノアは完全に魔法陣の中に飲み込まれてしまった。

　……不思議な感覚だった。

　そこにいるが、そこにはいないような感覚。

　自分が見えているようで、見えていないみたいな感覚。

　まるで自分が幽霊になって、その場に佇たたずんでいるかのような。

（これは──何というか、地縛霊じばくれいのようだな）

「ああ、それっぽいな」

　話しかけてきたエレノアも同じような感覚なんだろう。

　おれは地縛霊の如ごとく空に浮かんでいて、エレノアも大地に──いや、空中に突き刺さった状態でおれの横に浮かんでいた。

　二人して宙に浮かんだその姿は、どこか間抜けで、笑いを誘うものだった。

（それで……どうなのだ？）

「何がだ？」

（とぼけるな。我の力は完全に失われている。貴様はどうなのだ？）

「ああ、おれもだ」

　言いながら、手を握ったり開いたりしてみる。

　まったく力が出ない。

　不思議な感覚。懐かしい感覚。

　７７７倍を引き当てる以前の、普通の人間だった頃の感覚だ。

「ひかりに魔力を貸し出し」

　試しに口に出してそう言ってみたが、辺りはシーンと静まり返ったままだ。

　貸し出しが発動した時に聞こえてくるあのアナウンスのような声が、まったく聞こえない。

　それだけじゃない。

　異次元倉庫も開かなかった。

　くじ引きに関する他の能力も、全部発動しない。

「だめだな」

（ふむ……）

「どうした、やけに深刻そうな感じだな」

（……）

　エレノアは答えない。

　しかし、黙っていても──いや黙っているからこそ。

　深刻だという空気がひしひしと伝わってくる。

「何を悩んでるんだ。言ってみろ」

（貴様の……）

　意を決したように口を開いたエレノアは、そこまで言ってまた口をつぐむ。

　だが、おれが黙って十数秒待つと、彼女は諦あきらめたように重い口を開き、その先を話し始めた。

（能力が失われたのなら──我とは？）

「……むっ」

　ようやく、エレノアが言いたかったことが理解できた。

　それは、エレノアと初めて会った時のこと。

　エレノアが持つ支配力、それに抵抗できるのはおれだけだと思った。

　この世界の人間には到底不可能な、抵抗力も７７７倍で増幅したから、エレノアを持てるんだろうと推測した。

　しかし、もし本当にエレノアに対する「抵抗力」なんてものがあるのなら、今のおれはそれが著しく下がっている状態。

　つまり……シンプルに言うと。

　エレノアを持てなくなっているかもしれない。

「……くく」

（な、なんだ。いきなり笑ったりして）

「いや、なんだかおかしくてな」

（何がおかしい！　我は真剣に──）

「お前、まだ気づいてないのか」

（──何？）

「それって、おれとのつながりが切れるのが怖いって言ってるのと同じだぞ」

（!!!）

　こいつ、本当に気づいてなかったのか。

　普段あんなに頭が回るのに、マジかよ。

「……お前、可愛かわいいな」

（う、うるさいうるさいうるさい！　い、今のはナシだ！）

「なし？」

（そ、そうだ！　我はその──い、一刻も早くここから出ないと、ひかりが一人で淋さびしがると思っただけだ！）

「くく、そうだな。まあ、そういうことにしておくか」

（ええい！　その笑い方を止めろ！）

　おれの脳裏に、顔を真まっ赤かにして地団駄じだんだを踏んでいるエレノアの姿が浮かんだ。

　なんなら、ぽかぽかとおれを殴っているかもしれない。

　そんなエレノアが、たまらなく可愛らしかった。

「まあ安心しろ。もしそうなっても、おれが絶対どうにかする」

（だ、だから我は──）

「どうにかする」

（──べ、別に……）

　真面目まじめなトーンで念押しすると、エレノアの意地は風船の如ごとくしぼんでいった。

　これはこれで可愛いが、彼女らしくないといえばらしくない。

　だから、おれは。

「まっ、ひかりを淋しがらせるわけにはいかんだろ」

　と、助け船を出した。

　それは意地っ張りで頑固なエレノアにとって、一番すんなり乗れる船。

　それでも、彼女は相変わらずそっぽを向いたままな感じのトーンで。

（う、うむ。そうだな）

　と言ったのだった。

　そして、おれたちがそんな悠長なやりとりをしている傍かたわら、ひかりはその場にとどまり、ずっとおれたちを探し続けていた。
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「おとーさん……おかーさん……どこに行っちゃったの!?」

「人の子も、エレノアも、気配をまったく感じられない。この場にはいないみたいね」


「ふぇぇ……どこに行っちゃったの？」



「わからないけど──ここにいないのは確か」

「どうしよう……」

「ひかり、人の子は何て言ってた？　『みんなのところに行け』って言ってなかった？」

「あっ……うん。そう言ってた」

「だったら行こう。人の子には何か考えがあるんだよ。もしかして、ひかりがみんなのところにいないとダメな理由があるのかも」

「……そっか！　そうだよね！」

　オリビアの説得はうまかった。

　おれとエレノアがいきなりいなくなって、顔面蒼白そうはくになっていたひかりを、おれの最後の言葉を使ってうまく立ち直らせた。

「乗って」

　オリビアがドラゴンの姿に変身する。

　ひかりはいつものように、その首にぶら下がるように乗った。

　そうして、二人は大空に飛び立った。

「追うぞ」

（いけるのか？）

「やってみよう……案外いけそうだな」

（くくく……。これはこれで楽しいな）

　おれとエレノアはほぼ同時に、吹き出すほどの勢いで笑い合った。

　そしておれたちも空を飛んだ。

　おれは地縛霊状態（？）のまま、エレノアはおれの横の宙に突き刺さった状態のまま。

　まるでそういうオブジェクトが空を飛んでいるかのように、ふわふわと飛んでいった。

　すごく不思議な感覚だった。

　ドラゴンのオリビアについていけるほどのスピードなのに、見た目はふわふわと飛んでいる。

　まるで、高速で飛んでいるのに集中線を描き忘れた漫画のコマみたいなおかしな絵面えづらだ。

（貴様はどう思う？）

「ん？　今の状態のことか」

　エレノアから無言で肯定の気配が返ってくる。

「そうだな、普通じゃないな」

（それはわかりきっている）

　エレノアはちょっと呆あきれたようにそう言った。

（我のことはいい。サンドロスとは因縁がある。故に、我の能力を封じ込める何かをしかけてきたとしても何ら不思議はない。しかし貴様は違う。貴様の力を全て残らず封じ込めてしまうなど、ただごとではない）

「そうだな。あのくじ引き所で見た不思議な煙の一件もあるし」

（そういえば、この状態でもあそこへは行けるのか？）

「真っ先に試してみたが、行けないな」

（それはそうだろうな）

　エレノアから、今度は肩をすくめたような気配が伝わってきた。

　まあ、今はそれでいい。

　もしこの状態のままくじ引き所へ行けたとしても、逆に困ってたところだ。

　くじ引き所関連のことは全部封じられている。

　現象としちゃ、その方がわかりやすくていい。

（それで、どうする？）

「今できることがないならしょうがない。そのうちなんとかなるだろ」

（これはまた、思考放棄のダメ発言が出てきたな）

「違う」

（ん？）

　あいにくエレノアには伝わらなかったみたいだから、嚙かみ砕くだいて説明してやることにした。

「物事ってのは川みたいなもんだ。まったく止まってるようなことはありえないし、止まっているように見えても、どこかでゆっくり進んでるもんだ」

（ふむ）

「だから放棄なんかじゃない。少しすれば今まで押せなかったところが押せるようになるかもしれん。それこそ手詰まりに見えていても、何かが変われば全部変わる。一旦いったん待てばいい」

（そんなに悠長にしていていいものか？）

　半ば肯定しながらも、エレノアがじとっとした目で見てきたのが感覚で伝わった。

　だが、その直後、彼女の雰囲気が変わる。

　これまでどこか懐疑的で焦あせっていたのが、さらりとした気楽なものになった。

（まあ、一つわかりやすく想像できるシナリオがあるものな）

「なんだ、それは？」

（ひかりが悪党に襲われて絶体絶命のピンチを迎えたところで万難排してパパ大復活──と）

「……」

（くくく、この程度の喩たとえ話で、青筋まで浮かべてまあ）

「べ、別に……ひかりは大丈夫だろ。オリビアもいるし」

（くくく。そうだな。第一、我の娘であるしな）

「……ちっ」

　完全にからかわれた。

　ひかりが襲われてピンチになるなんて、確かに想像しただけで腹が立つし、存在もしていない空想上の犯人を八つ裂きにしてやりたい気分になる。

　ひかりを例に出したら、おれがこういう反応をするのを完全に読み切られた上でからかわれた。

　が、よく考えたら。

「そろそろひかりも、そういうのに触れていい頃かもしれないな」

（ほう？）

「お前もそう思ってるんじゃないのか？　魔剣としての英才教育を施しているくらいなんだ」

（そうだな。我と同じように世界を渡り歩き、全人類を恐怖のどん底に陥おとしいれるのが望ましい）

「恐怖のどん底って、今もそうしたいと思ってるのか？」

（無論だ）

　ニヤリ、と笑ったのが、また気配で伝わってきた。

（我は人間になんの感慨かんがいも持たぬ。貴様がいなくなれば、また同じことをするまでよ）

「お前らしいな」

（貴様もな）

　何がおれ「も」なのかはわからないが、深くは突っ込まなかった。

（ひかりの旅路が追えるなら、この状態でずっと見守っているのも悪くない）

「それは思った。可愛い娘には旅をさせろって言うしな」

（うむ。旅先で生まれるラブロマンスを温かく見守るのも、親としての責務というもの──）

「相手の男ぶっ殺す!!!」

　脊髄せきずい反射でそう叫んでから、ハッと我に返る。

　しかし、時既に遅しで、エレノアが「くっくっ」と腹を抱えて大爆笑している感じが伝わってきた。

（くくく。本当にわかりやすいな貴様）

「……」

　またしてもエレノアの罠わなにはまったおれは、ぶすっとして、エレノアが爆笑するのを見ていたのだった。
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　おれたちはそのままひかりたちの後について飛んでいく。

　空の上を一直線に飛んでいたひかりたちは、急に高度を下げて地上に降りていった。

　なおもその後を追いかけていくと──

「あれは……ヘレネーたちか？」

　遠くの岩陰に三人の女の姿が見えた。

　視力が７７７倍になる補正が失われてるからはっきりしないが、それっぽく見える。

　更に近づいていき、二十メートルくらいまで近づいたところで、ようやくヘレネー、イオ、アウラの三人だと確信できた。

　三人は揃そろって岩陰に隠れていて、ひかりとオリビアはそんな彼女たちのそばに着陸した。

「おねーちゃんたち！」

「ひかりちゃん！　カケルさんは大丈夫なの!?」

　ひかりに真っ先に返事して、すぐにおれたちのことを問い詰めたのはイオだ。

「おとーさんたちのこと、わかるの？」

「やっぱり何かあったんだ……私、エレノアさんの力が使えなくなっちゃったから」

　イオは苦虫を嚙かみつぶしたような顔で、手をかざして見せた。

　バチバチバチ──と帯電するイオの細い腕。

　その雷は通常の雷。エレノアの黒雷じゃなかった。

「うん。うまく説明できないけど、おとーさんは……えっと、おーちゃん、あれはどうなっちゃったのかな？」

　実際に目撃したものの、自分の知識では説明しきれないひかりが、オリビアに話を振った。

「たぶん、封印されたんだよ」

「封印？」

「そう。人の子はサンドロスと戦った。勝ちはしたけど、サンドロスには何かが仕込まれてたみたいで、倒した後にそれが発動して、油断した人の子を飲み込んだんだ」

「なんてこと……」

「カケル様……」

　イオとアウラが顔を青ざめさせた。

　一方、ヘレネーは険しい顔のまま、少し考えてから。

「オリビア様。封印、とおっしゃいましたね？」

「うん。確かにそう言ったよ」

「では……大丈夫ですね。カケル様なら」

「あたしもそう思う。目の前でやられたってならともかく──それも人の子に限っていえばあり得ないけど──それこそただの封印なら、人の子はそのうち自力で抜け出してくる。ひかりとイオには、それがわかるんじゃないかな」

「私とイオおねーちゃんには？」

　どういうこと？　って顔をしたひかりだったが、同時に名指しされたイオは、少し考えると、ハッとしたような顔をした。

「そっか、次元の壁!!」

「ご名答」

　オリビアはそう言って深く頷うなずいた。

「四百年前、人の子は別次元に閉じ込められても、自力で抜け出してきた」

「──うん！　そういえば、あったね！　うん!!」

　少し遅れてそのことを思い出したひかりも、打って変わって笑顔に戻った。

　ひかり。オリビア。そしてイオ。

　あの時の一件にリアルタイムで関わって、目撃していたメンバーだ。

「そっか。じゃあ、おとーさんたちは大丈夫だね!!」

「そう思うよ。だって最後にひかりを投げたのも、あの時と一緒だから」

「そだね！」

　おれがいない不安と心配が、オリビアの説明によっておれへの信頼と期待にすり替わった。

（よくないな）

「ああ」

　頷き合うおれとエレノア。

　ひかりとイオ、それにアウラの表情は、希望と期待に満ちていたが、たった今ひかりの説得に成功したオリビアは、彼女たちに悟られないよう、秘かに深刻そうな顔をしていた。

　なるほどあれを目撃した元竜王は、ああ言いながらもただならぬ何かを感じてるってわけか。

（オリビアにこんな顔をさせてしまうほどのものだったのか、あれは）

「少なくとも彼女にとっては手詰まりってことなんだろうな」

（そうなるな）

「……そうですね」

「ヘレネー？」

「カケル様なら、たとえどんな状況からでも復活してこられるでしょう」

「……」

「……」

　笑顔を浮かべる三人を他所に、見つめ合うヘレネーとオリビア。

　おれとエレノアがそうであるように、ヘレネーもめざとくオリビアの表情を見抜いていた。

　その上で、ヘレネーの表情には、おれへの厚い信頼があった。

　何があってもおれは必ず戻る。間に合う。駆けつける。

　そのことに対する信頼が。

　それを見たオリビアは、二度三度頭を振ると、ようやくホッと息を一つ吐いて、笑顔を浮かべた。

「そういえば、おねーちゃんたち、ここで何をしてたの？」

　話が一段落したところで、ひかりが彼女たちに尋ねた。

　ヘレネーたち三人がいたのは、さっきまでとは別の場所だ。

　それに、連れていたはずの子供たちもいない。

　いつの間に、何がどうなったのか、おれも気になってたから、ひかりはよく聞いてくれた。

「ヘレネー様のアイディアでね、こっちから相手を襲撃しようって話になったの」

「しゅ、しゅーげき？」

「ええ、魔魂石を横取りされたあと、相手は自身でなく、部下のような者に石を運ばせていることに気づいたのです」


「ふぇぇ……そうだったの？」



　ひかりがそう言って驚くと、イオとアウラが揃って頷いた。

「確かにそんな感じだった」

「『いつものところに運んでおけ』という感じでしたよね？」

「あのあとも魔魂石を狙ねらってはみたのですが、ここまでほとんど先を越されてしまいました。私たちも本気だったのですが、それでも力の差は大きく。ですので、先着を争うのではなく、相手に奪われたものを横取りしてしまおうと考えたのです」

「なるほど。確かに輸送中の方が油断してそうだし、やってみる価値はありそうだね」

　オリビアが感心した様子で言うと、ヘレネーも頷いた。

「どちらも最終目的は魔魂石を九個集めること。となれば、最低一つ奪えば相手は取り戻しに来ざるを得ない。それが全てですから、どこから奪っても結果は同じですわ」

「……随分、人の子とよく似た考え方をするんだね」

「カケル様と？」

「うん。そこで魔境の住民の犠牲を全部切って捨てられるところとか、そっくり」

　オリビアがそう言うと、ヘレネーは扇子を開いて、口元を隠しながらふっと微笑ほほえんだ。

「カケル様が今望まれるのは──魔王アウラ。それだけですから」

「ひゅー。えっぐーい！」

　口笛を吹きながら、称賛の言葉をかけるオリビア。

「じゃ、行こっか。奇襲なんだよね。だったらこのままここで立ち止まってるのはよくない」

「そうですね……参りましょう！」

　頷いてそう宣言するヘレネー。

　そうして五人は、再び歩き出した。

　魔魂石を運ぶ者たちを狙って。




　歩き出してしばらくすると、岩山と岩山の挟まれた場所にやってきた。

　狭い通路にはちょうど通過中の魔の者が数人いて、彼らは何かを守るように運んでいた。

「あれだよね。どうするの？」

「時間はかけられない。あたしがやるよ」

　そう言うと、オリビアは飛び出して、魔の者たちに向かっていった。

　相手もオリビアに気づいて、慌てながらも応戦しようとするが──一蹴いっしゅう。

　流石は元竜王オリビア。

　全盛期よりも更に進化したオリビアに敵かなうはずもなく、あっという間に蹴け散らされた。

「これが魔魂石ね……みんな、ゲットしたよ──」

「おーちゃん!?」

　ひかりが叫んだのと、オリビアが反応したのは、ほぼ同時だった。

　オリビアが振り向きざまに裏拳を放つ。

　だが、それは受け止められた。

　元竜王の一撃が止められただけでもショックなのに、その相手は更に女たちに衝撃を与えた。

　巨大な山さえ砕こうかというオリビアの拳を止めたのは、なんと年端もいかない少年だった。

　身長や顔はどう見ても幼い──中学生にもなっていないくらい。

　しかし、その目だけは違った。

　落ち着いた──いや、淀よどんだ光を湛たたえている瞳は、とても少年のそれだとは思えない。

「輸送中を狙うとは、よく考えたね。褒めて──」

「ひかり!!」

　オリビアは答えず、ひかりの名前を叫ぶと、瞬時にドラゴンの姿へと変化した。

　その間、女たちはひかりを中心に一ヶ所に集まった。

　ドラゴンに変身したオリビアは、そのままひかりと三人の女をひったくるようにして前足で摑つかむと、瞬く間に大空に駆け上がった。

「な、何？　何が起きたの？」

　戸惑うアウラ。

　彼女はまだ状況についていけていない。

　一方で、冒険者経験の長いイオは。

「強いですか？」
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　たったそれだけをオリビアに聞いた。

「……うん。私よりも強いかもしれない」

「そんなにですか!?」

「そんな相手がいたとは……誤算ですわ。あれではもう奪えそうにありません」

「それについては大丈夫！」

　そう言うオリビアは、もう一本の前足の爪つめで何かを摑んでいた。

　それを女たちの前に持ってきて、見せる。

　ドラゴンが摑んでいるとまるで豆粒のようだが、人間から見るとスーパーボールほどのサイズだった。

「逃げるときにひったくったよ」

「流石オリビア様」

「ありがとおーちゃん！」

「さっ、これで後は逃げ切れれば──」

　オリビアが空中で姿勢を立て直しながらそう言った瞬間。

　突然爆発ばくはつが起きた。
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　至近距離での爆発。

　オリビアの背中で突如起きた爆発。

「きゃあああああ!?」

　誰かが悲鳴を上げた。

　オリビアは空中でふらつくと、飛行もままならなくなり、ふらふらと大地に吸い寄せられていく。

「おーちゃん!!」

「──っ！」

　一瞬意識が飛んだのか、それでもひかりの必死の呼びかけに戻ってきたオリビアは、カッと目を見開き、コントロールを取り戻した。

　だが、実際に飛んでいられる状況ではなかったようで、ゆっくり高度を下げると、どうにか無事に着地した。

　地上に降り立った女たちが、オリビアを見て驚愕きょうがくした。

　先ほど爆発したと思われる箇所──オリビアの背中が酷ひどくえぐられて、黒い煙を上げていた。

「ふぅ、追いついた。もう、手間掛けさせないでよ」

　そんな彼女たちの前に、例の少年がスタッと降り立つ。

　オリビアをやったのはこいつだと、全員が同時に理解した。

　ヘレネー、イオ、そしてアウラ。

　だが、揃そろって理解したものの、彼女たちはただ言葉を失ったままそこに立ち尽くしていた。

　この場にいる最強戦力のオリビアが一瞬でやられた。

　そのことはそれほどにショッキングな出来事だった。

　奇襲とはいえ、目の前の少年はオリビアを一撃で沈めるほどの力を持っている。

「おーちゃん、戻って！」

　ひかりも慌てた様子でオリビアの召喚を解いた。

　地面にぐったりと倒れこんで動かないオリビアは、光になって霧散すると、ひかりの身体の中に吸い込まれた。

「よかった……うん、回復するまで休んでて」

　オリビアを戻したひかりは、見るからにホッとした様子だった。

　ダメージは深いが、致命的なものではなかったようだ。

「ふむ」

　少年はひかりとオリビアには全く関心がないように周りを見回すと、ふと得心顔で頷うなずく。

　それにビクッと反応したのは、ヘレネーとイオ。

　二人して前に出ると、オリビアから魔魂石を受け取ったアウラを庇かばった。

「ここまでしても魔剣使いが現れないってことは、ちゃんと隔離できてるみたいだね。なら、このチャンスは逃すべきじゃないね」

「あなたは一体何者なのですか？」

　少年の意味深な言葉が気になりつつも、動じはしないとばかりに、ヘレネーは会話の主導権を握ろうとした。

「うん？　ああ、そうだった。名乗ってなかったね。僕の名前はタナトス。よろしくね」

「タナトス……？」

「キミたちが言うところの、魔の者の一員だよ。人間で言うところの貴族みたいなものかな？」

「き、貴族……」

　イオが少し身をすくませた。

　ヘレネーの首筋から背中にかけて、つー、と一筋の汗が伝っていく。

　魔の者の、しかも貴族。

　魔族における貴族の立ち位置を完全に理解できるわけではないが、タナトスの事もなさげな態度も合わさって、底知れなさを感じたようだ。

「その、魔族の貴族であるあなたが、なぜここでこのようなことを？　聞くところによると、あなた方はカケル様がご存命の間は干渉しない方針だということでしたが」

「ああ、よく知ってるね。確かに主流派はそうしてるみたいだけど」

「……まるで派閥争いがあるような口ぶりですね」

「そりゃあるよ。人間だって三人集まれば派閥ができるっていうだろ。僕たちも一緒だ。もっとも、僕は完全に傍観派だったんだけど」

「でしたら、なぜ」

「魔王の力」

　タナトスはそう言ってクスッと笑った。

　一見、無邪気な笑みだったが、ヘレネー、イオ、アウラは揃ってブルッと身震いした。

「それは僕が長年狙ねらっていたものなんだ。封印のせいでずっと手を出せずにいたけど、今回、まさに鴨が葱ねぎを背負ってきたからね」

「ひ、ひょっとして、私のせいということ……？」

　アウラの顔が青ざめた。

「そういえば、キミが魔境の封印を解いてくれたんだってね。ありがとう、感謝するよ」

「そんな……」

「アウラ様」

「え？」

　いきなり声を掛けられて、アウラは驚いた。

　ただ、驚いたのは名前を呼ばれたからではなかった。

　声を掛けてきたヘレネーが、さっきとは打って変わって落ち着き払った口調だったからだ。

「──魔魂石を持って、逃げてください」

「な、何を！」

「私たちが時間稼ぎをします。ですから、その間、何としても逃げのびてください」

「そんなことできない！　それに、時間を多少稼いだところで、意味なんて……！」

「いいえ、意味はあるのですよ」

「え？」

　戸惑うアウラ。

　ヘレネーは扇子を開くと、口元を隠しながら、目を眇すがめてタナトスを見た。

「先ほど彼はこう言いました。チャンスを逃してはいけない、と」

「……」

　ピクッ、とタナトスの眉まゆが跳ねた。

　表情は未いまだに微笑ほほえみを浮かべたままだが、完全にポーカーフェイスのままとはいかなかった。

「彼はカケル様が『隔離』されたことをご存じであるばかりか、カケル様が戻られていないことを確認された上で、チャンスと仰おっしゃった。しかもその機会を逃すべきではないとまで。つまり、裏を返せば、カケル様はいつか隔離先から戻られるということ」

「「──ッ!!」」

　ヘレネーがそう告げると、イオとアウラが同時にバッとタナトスの方を向いた。

　タナトスは微笑みを浮かべたまま、しかし否定はしなかった。

「どうやら、間違いないようですね？」

「流石さすがだね、ヘレネー・テレシア・メリクーリ。うん、その通りだよ」

　タナトスはあっさりとその事実を認めた。

「彼の隔離、封印は限定的なもの。本当は永久に封印したかったんだけど、それをするには、魔剣エレノアとなじみ過ぎててね。少しの間閉じ込めておくのが精一杯だったんだ」

「なるほど。さすがカケル様」

「うん、カケルさんすごい！」

「カケル様……」

「それは僕も認めるよ。でも、彼は一つミスをしているね」

　タナトスはそう言いながら、ひかりのいる方に視線を向けた。

「な、なに？」

「魔剣がもし二本とも彼の手元にあったなら、相乗効果で隔離期間が短くなったはずだけど、なぜかこっちを手放していったね」

（……失態だな）

「そうでもない」

　おれは本気で答えた。

　危険だったから、ひかりを安全な場所に残した。

　それは失態でも何でもない。当たり前のことだ。

　タナトスは更にニヤリ、と勝ち誇った顔をして続ける。

「手元にあるのがエレノア一本なら、どうあがいたとしても隔離から抜け出すのに一日掛かる。そして──僕がキミたちを始末するのに、どうのんびりやっても一時間も掛からない」

「「「──ッ!!」」」

　女たちが一斉に息を飲んだ。

　そう話したときのタナトスの笑顔が、笑顔といえば聞こえはいいが、すっかり獰猛どうもうなものに変わっていたからだ。

「なるほど。では、やはりアウラ様には逃げてもらうしかありませんね」

「……そうだね。あくまで一日逃げ切れたら、の話だけど」

「アウラ様。そういうわけですから今すぐお逃げください」

「でも……」

「でもじゃないですよ、アウラ様」

　冷や汗をかき、顔も引きつらせているが。

　イオはそれでも強がりの笑みを顔全面に貼り付けて杖つえを構えると、先端をタナトスに向けた。

「ここは私たちに任せてください!!」

「だ、だけど！」

「ここは私に任せて先に行け！　……なーんて、あはは。こんな素敵な台詞せりふ、今まで長いこと冒険に出てましたけど、一度も言えたことないですよ」

「……イオ」

「アウラ様！　早く！」

　逡巡しゅんじゅんするアウラに、ヘレネーは珍しく叱咤しったするような口調で急せかした。

　そうしてようやくアウラがギリッと奥歯を嚙かみしめ、動き出そうとした──その時。

「僕を無視して話を進めないでほしいな。というか、知っててむざむざ逃がすわけないよね？」

　タナトスはつまらなそうにそう言うと、パチンと指を鳴らした。

　瞬間、ドドドドド──と、彼女たちの足下から地鳴りが響く。

　直後、タナトスを中心に、数十メートル先の大地が隆起した。

　大地は壁のように地面から伸びると、彼女たちを囲む大きな土のドームに姿を変えた。

　魔境だからか、土に閉ざされたドームの中でも、薄暗いながら視界は保てていた。

「ありきたりな言葉だけど、ごめんね？　僕を倒すまで、キミたちはここから出られないよ」

「くっ」

「ご、ごめんなさい……」

　アウラが自分の決断の遅さをヘレネーに謝った。

「いえ、いいのです。アウラ様が決断されるタイミングに拘かかわらず、きっとこうなっていました」

「え？」

「圧倒的優位の中で、泳がしていただけですわ」

「だったら、逆にやってやらなきゃ──目にもの見せてやらないと、ですね！」

　三人の中で、真っ先にイオが吹っ切れた。

　冒険者としての経験値が多いからか、それとも素の性格がそうだからか。

　彼女はいの一番に吹っ切れると、意識をタナトスとの戦闘に向けた。

　瞳ひとみには、輝くばかりの強い光を宿している。

　三人の中で、一番逆境に強いのは彼女だ。

「ええ、そうですね」

　次いで、ヘレネーも扇子を構えて一歩前に進み出た。

　一見、おっとりしていて物静かだが、内なる激情を一番秘めているのがヘレネーだ。

「おとーさんが戻ってくるなら──それまでひかりもがんばる！」

　ひかりも二人の女のやる気に呼応した。

　ドレイク兵を大量に召喚・展開して、タナトスとの戦闘に備え始める。

「……そうね」

　ふっ、と自嘲じちょう気味の笑みを浮かべた後、アウラもその綺麗きれいな髪を数本引き抜いた。

　同時に、預かっていた魔魂石をその場に放り出す。

「おねーちゃん!?」

　驚いたのはひかり。

　ここにきて、アウラもすっかり吹っ切れたような顔になっていた。

「この男にもプライドがあるはず──だから大丈夫」

「ぷらいど？」

「……ええ、そうね」

　ひかりは理解できなかったが、ヘレネーはしっかり理解していた。

　その証拠に、彼女はこの場にはとても似つかわしくない、いつも通り余裕を湛たたえた穏やかな笑みを浮かべていた。

　それはアウラの変貌へんぼうを歓迎するかのような微笑みだった。







[image: ]




「言うね。まあ、間違っちゃいないけど」

　タナトスは彼女たちにそう言うと、おどけた調子で肩をすくめた。

「ここで魔魂石を攫さらって逃げたら格好悪いもんね。いいよ、約束してあげる」

　そして、改めて獰猛どうもうな笑みを作る。

　それはアウラの挑発がうまく機能したことの証左だった。

「全員きっちり殺すまで、その魔魂石には手を出さないでおいてあげる」

　ビリリ、と空気が張り詰める。

　ヘレネーも、イオも、アウラも、そしてひかりも。

　全員が戦闘態勢に入った。

　一方、タナトスだけは変わらず自然体のままだ。

「来ないの？　時間稼ぎしても無駄だよ。その程度のことで魔剣使いは間に合いっこない」

「……」

「ふふ、そうだね……じゃあこうしよう。キミたちにもう一つハンデをあげる」

　タナトスはそう言うと、グリッ、と大地に足の先を埋め込んだ。

「ここから動かないでおいてあげる」

「「──ッ！」」

　瞬間。

　イオ、アウラの二人がキレた。

　それまで慎重に出方を窺うかがっていたのが、怒りを露あらわにして突っ込んでいく。

「カケルさんの真似まねを！」

「するな！」

　二人は何度もそれを見ていた。

　イオに至っては、実際に何度も何度もやり合っていた。

　普段女たち相手によくするそれを、タナトスはやってみせた。

　それに刺激されて、逆上した二人が飛びかかった。

　アウラは抜き取った髪を合掌した手のひらの中ですりつぶし、タナトスに向けて飛ばした。

　イオは突進しながら呪文じゅもんを詠唱して、杖つえに雷を纏まとうと、先端が鋭く尖とがった雷の槍に変えた。

「ふっ」

　それでも全く余裕の笑みを崩さないタナトス。

　現に、軽く息を吹きかけただけでアウラの攻撃を吹き飛ばすと、同時に二本指を立てて雷の槍の先端を摘まみ、難なく止めた。

「ハッ！」

　その隙すきに背後に潜り込んだヘレネーが扇子を振りかぶり、首筋一閃いっせん。

「なっ──！」

　だが、ピタッ！　とまるで吸い付くように、首筋に触れた扇子が止まった。

「いい攻撃だね。意表を突こうとするその姿勢に百点あげるよ」

　タナトスはそう言いつつも、振り向きざまにすっと手を伸ばす。

「ヘレネー様!!」

　叫ぶイオ。

　次の瞬間、ヘレネーの身体が雷に包まれ、フッとその姿が消えた。

　タナトスが伸ばした手が、虚しく空を切る。

　そこにいたはずのヘレネーがいなくなったかと思うと、彼女は十メートル先でイオに抱きかかえられていた。

「速いね。でも、その技は七十点」

「はあ……はあ……」

「燃費が悪すぎる、命も多少削ってるんじゃないかな？」

　自身を雷化することでヘレネーを助けたイオ。

　とっさの発動だったことも相まって、いつもより消耗が激しそうに見えた。

　タナトスが伸ばした手をそのまま二人の方に向ける。

　力が指先に集まった。

「くっ！」

「無駄だよ」

　ヘレネーを抱えて、なおも避けようとするイオ。

　だが、簡単に先読みされ、タナトスの指先はぴったり二人を追尾していく。

　その時、ガクッ──とイオの動きが止まった。

「おやおや、ガス欠かい？　それじゃ、残念だけどこれでおさらばだね」

　タナトスの指先に集う力が限界まで高まり、黒色のビームが撃ち出される。

「みんな！　おねーちゃんたちを守って!!」

　ひかりの号令に、ドレイク兵たちが競うように射線上に割って入った。

　百体のドレイク兵が一塊になって防御姿勢を取る。

　すぐに大爆発が起きた。

　砂煙が巻き起こって、一瞬状況がわからなくなる。

　タナトスは自身の言葉通り、一歩も動かなかった。

　それどころか、余裕綽々よゆうしゃくしゃくで佇たたずんでいた。

　しばらくして──砂煙が晴れて。

「おねーちゃん！」

　ひかりがイオとヘレネーに駆け寄った。

　百体いたドレイク兵はほとんどが吹っ飛んで、十も残っていない有様ありさまだ。

　そのかわり、イオとヘレネーは無事だった。

「ヤアァ!!」

　髪をショットガンのようにばらまきつつ、タナトスの周りを回って隙を探るアウラ。

「おいおい、せっかく死なずに済んでるんだから、命を大事にしなよ」

　タナトスがまたもパチンと指を鳴らすと、アウラは見えない何かに思いきり殴りつけられて横っ飛びに吹っ飛んだ。

「アウラおねーちゃん！　──ッ！」

　ひかりが宙に手をかざす。

　すると力がその両手に集まって、剣の形に具現化した。

　それは──ひかり。

　魔剣であるひかりそのものだった。

　オリビアが見せたダブルひかりを、ひかり自身が再現した。

　エレノアと同じように、ひかりもまた、自分の分身体を作り出すことができた。

　ひかりはそのまま突進してタナトスに斬りかかる。

　ひかり自身、肉弾戦は初めてだったが──

「へえ。意外にやるじゃないか。動きが魔剣使いみたいだ」

「ひかりは！　おとーさんの娘だから!!」

「そうだね、でもそれじゃ僕は倒せない。せいぜい三十点ってとこだね」

「えっ!?」

　タナトスが言いながら二振りの魔剣の切っ先を指で摘まんで止めた。

　そのままクイッと手首をひねると、切っ先がガラスのように音を立てて砕け散る。

　その流れのまま、呆然ぼうぜんとするひかりの横っ腹に一撃。

　ひかりはまるでトラックにはねられたかのように吹っ飛んだ。

「くっ、コイツってば強すぎる……こんなに強いなんて──」

「イオさん」

「？　ヘレネー様？」

　今までイオに庇かばわれていたヘレネーが、イオから離れて、一歩前に進み出た。

「私が隙を作ります」

「へ？　ヘレネー様、一体何を──」

　突然のヘレネーの行動に戸惑うイオ。
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　彼女はヘレネーの言葉から、ただならぬ何かを感じ取ったようだった。

（何か決意したようだな）

「……」

　エレノアも──おれも。

　ヘレネーの表情から、何かを感じ取った。

　そんなヘレネー本人は、しずしずとした足取りのまま、タナトスに向かっていき、あと一歩踏み込めば射程内、となるところで足を止めた。

　そして、扇子を広げると、

　扇面をタナトスに向けて突き出し──

「消えた!?　そっか、後ろ！」

　タナトスは上半身だけ振り向き、手を伸ばした。

「また消えた!?」

「……」

「と見せかけて、今度はこっちだって？　むぅ」

　タナトスが何度振り向いても、その先にヘレネーはいなかった。

（奴やつの言葉を借りるなら、百点を取り続けているな。凄すさまじい）

　心底感心するように、エレノアがそうつぶやいた。

　傍はたから見ていると、もちろんヘレネーは姿を消しているわけではない。

　動きそのものも、決して速いわけではない。

　だが、タナトスはその動きをまったく捉とらえきれていない。

　それはまるで、手品か何かを見せられているようだった。

　手品の種は、扇子。

　彼女はそれを巧みに使い、意識や心理の隙間すきま、錯覚まで利用することで、自分をタナトスの視界から消し続けていた。

　戦略戦術に長たけているヘレネーらしい動きだ。

　だが──。

「やるね、僕のことを完全に手玉に取るなんて。でも、あらゆる可能性を想定して先回りすることで、あたかも予知しているように見えるその動き。それは、雷以上に消耗するはずだよ」

　タナトスの言う通りだった。

　あらゆる可能性を考慮する必要があるために、脳は常にフル稼働。フェイントに次ぐフェイントを繰り返すため、体捌たいさばきも常時限界近い動きを要求される。

　それを一言も発することなく、ひたすら続けているヘレネー。

　早くも息が上がってしまっていて、遠目からでもわかるくらい大粒の汗を額ににじませると、秀麗な顔を苦痛に歪ゆがませていた。

　それでも、彼女は動きを止めなかった。

　タナトスですら捉えきれない動きができるのは、ヘレネーしかいない。

　故に、彼女は足を止めなかった。止められなかった。

　だが、ある種膠着こうちゃくした状態は、長くは続かなかった。

　ヘレネーの動きを追い続けたタナトスに、ようやく心の底から待ち望んでいた隙が生まれた。

　ヘレネーは大きく後退した。

　彼女がタナトスの視界に入ったのは、恐らく先刻動き出してからこれが初めて。

「甘いね。僕に隙ができるのを狙ってるのはわかってたんだから」

　タナトスは振り向き、イオが放ってくるであろう魔法に向けて障壁を展開する。

　──が、イオの攻撃は飛んでこなかった。

　代わりに。

「読み合いには、私も自信がありますから」

　背後を振り向いたタナトスの死角から、扇子一閃いっせん。

　タナトスの背中、肩から腰にかけて、彼女の袈裟けさ斬りが入った。

　初めてのクリーンヒットだ。
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　タナトスの服がぱっくり大きく裂け、傷口から血が噴き出す。

　ヘレネーは深追いせず、すぐさま離脱した。

　バッと頭だけ振り返り、傷口を見たタナトスは、ため息一つ。

　顔を歪ゆがませつつも、また微笑ほほえみを浮かべて言った。

「百点。現有戦力で最大の砲台を囮おとりに使うなんてね」

「あら、私は囮とは言っていませんわ」

「えっ──ぐわあああああ!?」


「十界百雷陣じっかいひゃくらいじん！　いっけええぇぇぇぇっっっ!!!」



　一旦いったん意識の外に押し出されていたイオの雷魔法が、時間差でタナトスに降り注いだ。

　イオの必殺技、十界百雷陣。

　閉ざされた空間のなか、さながら隙間すきまなく雷を詰め込んだような稲妻の雨あられ。

　暴風雨のように四方八方から降り注ぐ稲妻を、ヘレネーとイオは息を切らせて見守った。

　そうして、雷が止んだ後。

　タナトスがようやく煙の中から姿を現した。

　タナトスは未いまだ約束した場所から動かず、そこに立ったまま。

　だが、そんなタナトスも、流石さすがに無事ではなかった。

　片腕が吹っ飛んで、身体のあっちこっちも黒焦げになっている。

　果たして必殺技は必殺ではなかったが、この成果は二人の女を鼓舞こぶするのに充分だった。

「してやられたね」

「……」

「……ッ」

　それでも、タナトスに視線を向けられたヘレネーとイオはまた一瞬ですくみあがることになった。

　片腕を吹き飛ばされ、全身黒焦げになったにも拘かかわらず、獰猛どうもうな笑顔を浮かべるタナトス。

　彼は二人にぺこりと軽く頭まで下げてみせた。

「甘く見ていたことを謝るよ。流石にこのまま動かないと対処できないようだから、今からは少し本気を出させてもらうよ」

「「──ッ!!」」

　ヘレネーとイオが同時に息を飲む。

　次の瞬間、二人の顔が驚愕きょうがくの色に染まった。

　タナトスの肉体が、どろどろと崩れ落ちたのだ。

　何の前振りもなかったなら、これで勝利か？　と勘違いしてしまいそうな、破壊的・破滅的な崩れ方。

　だが、一通り崩れ落ちると、今度は地面に飛び散ったものがまるで粘土のように集まり、ぐにゃぐにゃと新しい形になっていった。

　そして──タナトスは面影だけ残したまま、二メートル超の大男に生まれ変わった。

「この姿は久しぶりだな。おれをこの姿にさせた人間は四百年ぶりだ。誇っていいぞ」

　それに伴い、口調まで変わっていた。

　イオが一歩後ずさる。

　さっき以上のプレッシャーを感じ、無意識のうちに身体が動いてしまったのだ。

「……」

　ヘレネーも、無言のまま動き出した。

　彼女は先ほどのように、意識と視線を誘導する動きでタナトスを翻弄ほんろうしようと試みる。

「いいか、この姿の最大の特徴はな……」

「──ッ！」

　先刻と同じように意識の死角に潜り込んだはずが、気づけばタナトスとしっかり目が合い、驚いて思わず大きく飛び退のいてしまったヘレネー。

「物を目だけじゃなくて、魔力でも見られることだ。空間には常に魔力が漂っている。それをかき乱す異物を見ていれば、お前がどこにいるのかが常にわかるってことだ」

　淡々と、死刑宣告のように告げるタナトス。

　それはつまり、もはやヘレネーの技がまったく効かないということだ。

　空間の全てを把握できるということは、いわば、第三者視点で見ているのと同じ視点で見えるということ。

　たった今、ヘレネーの技は完全に無効化されてしまった。

「お前は百点を出せる女だ。今のうちにその芽を摘んでおくことにしよう」

「ライトニング！」

　ヘレネーに向かって手を伸ばすタナトスに雷が落ちる。

　イオが放った魔法だ。

　だが、それを喰くらっても、タナトスはケロッとした顔で頭だけ振り向いて、肩越しにイオを睨にらみつけただけ。

「すぐに相手してやる。大人しく待っていろ」

　タナトスがイオにそう言っている間に、ヘレネーは少しでも距離を取ろうとした。

　しかし、タナトスの手はまるで彼女の動きを完全に予測したかのように、無造作に伸ばしただけでヘレネーの首をひっつかんだ。

「きゃあっ──!?」

　首を軸に、身体ごと持ち上げられたヘレネー。

　たちまち顔を真っ赤にすると、苦悶くもんの表情でタナトスの手をかきむしった。

「死ね──」

　刹那せつな、真上から何かが降ってきた。

　真上からまっすぐ落下したそれは、タナトスの腕を両断すると、地面に突き刺さった。

　それは──ひかり。

　いや、ひかりの形をした別物。

　解放されたヘレネーは、着地するなり地を蹴けって大きくタナトスから距離を取った。

　そして、今まで彼女がいた場所に、まるで入れ替わるかのように一人の女が舞い降りた。

　オリビアだ。

「ほう。また出たか、元竜王」

「お、おーちゃん……？」

　離れたところで、未だにうずくまってダメージが抜けていない様子のひかり。

　そんなひかりが浮かべた驚きの表情から、オリビアの登場しょうかんはひかりの意思ではないということがわかった。

「このまま引っ込んでるかと思ったぞ」

「あいにくね。あんたはあたしが止める！」

「ほう。やってみろ、竜王!!」

　爆発音とともに、両者大きく弾かれて、それぞれ後方にすっ飛んだ。

　オリビアは魔剣ひかりを模した二刀流。

　一方のタナトスは、いつの間にか斬り落とされた腕を接合し、力で押してきた。

　幾度となく激突するオリビアとタナトス。

　それは明らかに、さっきまでの戦いとは一線を画すものだった。

　イオ。

　そして、何よりヘレネー。

　先ほどまでの知恵と技を振り絞ったテクニカルな戦いとはまるで正反対。パワーとスピードがぶつかり合う戦いになった。

　バトルのフィールドは地上に留まることなく、空中にも広がっていった。

（互角、か？）

「いや、わずかにオリビアが押してる」

　おれの感想通り、一見して互角の戦いは、次第にオリビア優位に傾いていった。

　ひかり二刀流でおれの動きを真似まねしたオリビアは、攻撃に次ぐ攻撃でタナトスを徐々に押していった。

（くくく。ああそうか。なるほどな）

「何？　おい、なるほどってなんだ」

（いいから黙って見ていろ──そらきた）

　エレノアがそう言った瞬間、一筋の閃光せんこうが迸ほとばしり、劣勢だったタナトスを撃ち抜いた。

　もちろんイオだった。

　オリビアが優勢になったところに、狙い澄ましたように加速した一撃。

（……懐かしいな）

　しみじみ語るエレノア。

　それを聞いておれも思い出した。

　くじ引きのチケットで過去に旅立った時。

　過去のエレノアと戦った時にも、イオはこれをやった。

　圧倒的な力の差の二者に割り込んで、閃光のような一撃を脳天に喰らわせる。

　あのイオが、ただ黙って見ているわけがなかった。

　エレノアにも効いたそれは、当然のようにタナトスにも効いた。

　そして、ハイレベルの実力者同士の戦いは、そのわずかな綻ほころびで勝敗が決した。

　オリビアはますます二刀で乱舞した。

　そうして怯ひるんだタナトスを一気に斬り刻むと、およそ復元できないくらいバラバラにした。
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「はあ……はあ……」

　どれほどの激戦だったかは、タナトスを葬った後、オリビアが膝ひざをついて、肩で激しく息をしていたことからも窺うかがえた。

「おーちゃん！」

「ごめん……ひかり、勝手に出てきちゃって」

「ダメだよおーちゃん！　ひかりが呼んでないときに出てきちゃうと身体にわるいんだよ!!」

「ホンっト、ごめんね……でも、これでなんとか──」

　一件落着──とは、いかなかった。

「やりやがったな、お前ら」

　なんと、バラバラにされたはずのタナトスの肉片が喋しゃべりだした。

　更に、その破片は一つ一つくっついて、タナトスの身体を復元していく。

　だが、完全に復元とはいかず、中にはくっつかない部分もあった。

　故に、身体は一回り小さくなったが、それでも復活したタナトスは凶暴性や禍々まがまがしさが増したように見えた。

「おらぁ！」

　踏み込んで、瞬時にオリビアの腹に突き刺さる一撃。

「ぐほっ！」

　まったく反応できなかったオリビアは、為なす術すべなく吹っ飛ばされて転がった。

「おーちゃん!!」

「おっと、この程度じゃ済まさねえ！」

　駆け寄ろうとするひかりを音速で抜き、タナトスはオリビアに向かって突進していった。

　吹っ飛ばされて転がるオリビアに追いつき、そのまま蹴けり上げ、殴り、滅多めった打ちにする。

　辺り一面に大量の血しぶきが舞った。

　オリビアの苦悶くもんの声がこだまする。

「──…」

「邪魔するな!!」

　様子を窺っていたヘレネーがそっとタナトスの死角に忍び寄った。

　だが、すぐにタナトスに気づかれ、虫でも払うかのように裏拳で払われた。

　きりもみ回転しながら飛ばされるヘレネー。

　それでも、ヘレネーが決死の覚悟で作ったその一瞬の隙すきで、オリビアは一息つくことができ、更には二刀を握り締めて反撃した。

　二刀は逆上した分、隙が大きくなっていたタナトスの胸に深く突き刺さり、貫通する。

「やり……やがったな！」

　タナトスは力一杯テーブルを叩たたくかのように、握った拳こぶしを二刀に向かって振り下ろした。

　バキン、と音を立てて、二刀がまとめてへし折れる。

「いい加減、さっさと死にやがれ！」

　自分に突き刺さったままの刃の部分を抜き放つと、振りかぶってオリビアに投げようとしたタナトス。

　が。

「ぐわっ！」

　その腕が上がらず、タナトスは思わず振り向いた。

　そこではいつの間にか接近していたアウラが、鋭く伸ばした髪を針のようにしてタナトスの肩に突き刺していた。

「貴様！」

「私だって、カケル様の──きゃあっ！」

　オリビアに投げようとして果たせなかった刃は、果たしてアウラの肩に突き刺された。

　アウラを蹴り飛ばして、タナトスは針を抜こうとする。その針に今度はイオが雷を放った。

　そのうちに、アウラの前に再召喚されたドレイク兵が十重二十重の壁を築き上げていった。


「────ッッッ！　うおおおおおおおお!!」



　こめかみに今にも切れんばかりの青筋を立て、目の奥を炎が奔はしるように血走らせて。

　タナトスは、心の底から怒りの咆哮ほうこうを上げた。

「──はぁっ！」

　吐き出す息と共に、タナトスの身体が膨らむ。

　即座に、力が一気に、爆発的に放出された。

　力の奔流に吹き飛ばされた女たちが四散する。

　それでもなお。

　イオ、ヘレネー、アウラ、オリビア。

　女たちは、一人また一人と立ち上がって、鋭い眼光をタナトスに向けた。

（勝てるな）

　エレノアがぼつりと漏もらした。

　おれもそう思った。

　ギリギリのキツい戦いであることは変わらないが、タナトスをここまで追い詰められている。

　何より、ついに奴やつの底が見えた。

　もう、最初の頃見せていた余裕はまるで見当たらない。

　女たちもボロボロだ。

　だがこっちは瞳ひとみがまったく死んでいない。

　全員から「まだまだ戦える」という心意気が伝わってくる。

　イオが杖つえを構えた。

　オリビアが折れた剣を突き出した。

「──ッ！」

　タナトスが小さな悲鳴を漏らして、一歩後ずさった。

　その反応に、一瞬、ほんの僅わずかな時間、勝負あったと空気が弛緩しかんした──その時。

「いけない！　早くとどめを！」

　ヘレネーが叫んだ。

　しかし、この状況での切羽詰まった叫びは、皮肉にもオリビアやイオを惑わせ、動きを一瞬止めてしまうことになった。

　そして、その一瞬がタナトスを救うことになってしまった。

　後ずさったタナトスは、足の先に何か当たったことに気づいた。

　それを見たタナトスは、腰を屈かがませると、ひったくるようにしてそれを拾い上げた。

「ああっ！」

「そ、それは……」

「「「「魔魂石」」」

　タナトスの足下にあったのは、まさに魔魂石だった。

　先ほど、もう逃げられないとわかったアウラが手放した魔魂石。

　あの時は、あれで正解だった。

　余裕も自信もたっぷりあったタナトスは、カタがつくまで決して石に触れることはなかった。

　だが。

　女たちがタナトスをここまで追い詰めたことで、彼の宣言は意味をなさなくなった。

　タナトスはただ、足下に転がる魔魂石にすがったのだ。

「ふ、ふはは、あーっはははははは！」

　天を仰いで哄笑こうしょうするタナトス。

「これは全部お前らのせいだ。せいぜい自分たちの愚おろかさを悔いるがいい！」

　タナトスはそう叫んだ後──何のためらいもなく魔魂石を飲み込んだ。

「ええっ!?」

「な、なんてことを……」

「どうなるの、それ……」

　驚愕きょうがくする女たちを他所に、魔魂石の効果はすぐに現れた。

　光の束が、飲み込んだタナトスの腹の中から溢あふれ始めた。

　一度バラバラになって、今でもボロボロのタナトスの身体。

　そのあらゆる隙間すきまから、まばゆい光が溢れ出した。

　そして、光はやがてタナトスの全身を包み込む。

　その光はあまりに強すぎて、女たちは全員顔を背そむけたり、手のひらで庇ひさしを作ったりしなくてはならなかった。

　やがて、その光が徐々に収まってゆくと。

　そこには、更に一回り小さくなり──。

　落ち着いた空気を醸かもし出だす、少年タナトスがいた。

　少年の姿といっても、最初の姿とは微妙に違う。

　今度は髪まで真っ白で、妙な静謐せいひつ感を纏まとう感じの姿になったのだった。
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「……」

　タナトスは無言で手を伸ばした。

　次の瞬間。

「──っ！」

「きゃっ！」

「うぐっ！」

　ヘレネー、イオ、そしてアウラ。

　全員が太ももを押さえ、ひざから崩れ落ちてうずくまった。

　何が起きたのか、何をされたのか、まったくわからなかった。

　タナトスが指を突き出した瞬間、三人の太ももが同時に何かに貫かれた。

「ふむ……悪くない」

　タナトスは、いやに落ち着いた様子で口を開いた。

「これが魔王の力──伝承通りというわけだ」

　何気なくつぶやくタナトス。

　刹那せつな、ヘレネーたちがふっ、と脱力した。

「どうやら、ここまでのようですね……」

「さすがにこれは……勝てっこない、か」

「悔しいわ」

　そうして、口々に諦あきらめの言葉を漏もらした。

　それほどの力。

　それほどのプレッシャー。

　それを目まの当あたりに──実際に体感した三人は、もはやここまでと感じていた。

　その顔には、薄い笑いさえ浮かべられていた。

　人間は、圧倒的にどうしようもない物を前にすると、逆に笑うという。

　彼女たちは、今まさにその状況になっていた。

「あきらめないで！」

　それに待ったをかけたのはひかりだった。

　ひかりは決意の表情で歩き出し、タナトスと真っ向から向き合うように睨にらみ合あった。

「ひかりちゃん！」

「もう、無理しなくていいんだよ」

「そう。せめてあなただけでも逃げて」

「おーちゃん、ひかり、おねがいがあるんだ……」

「ひかり？」

「ひかりを使って、この人を倒して」

「──っ！　だめ！　ダメだよひかり！」

　息を飲んだ後、ものすごい形相でひかりを止めようとするオリビア。

　なんだ？

　なんだっていうんだ？

「ひかりを使えば、おーちゃんならこの人と戦えるかもしれない」

「だめだよひかり！　私が──人の子以外の人間がひかりを持てるようにするってことは、もう人間の姿に戻れなくなるってことなんだよ！」




「──っ！」

　女たちも──そして、おれも。

　息を飲んで言葉を失った。

　再び余裕を手に入れたタナトスは、嫌らしい笑みを浮かべながら、無言のままそのやりとりを見守っていた。

　ひかりは──魔剣ひかりは、おれにしか持てない。

　エレノアも、ある意味、おれにしか持てない。

　だが、それはエレノアの持つ支配力が手にした者の精神を浸食するからだ。

　おれだけがその支配力を無効化できるから、手にすることができるというわけだ。

　しかし、魔剣ひかりは、それとは違う。

　精神に浸潤しんじゅんし、支配するような力はない。

　ただ、単に──誰にも持てない。

　ダンボール箱のような脆もろい台の上にさえ置けるのに、誰が手にしても持ち上げることはできない。

　物理的な制約とは違う何かが、ひかりにはある。

　それでも、おれにはその制約が適用されない。

　普通にひかりを持って振るうことができる。

　だが、オリビアが言っていることが確かなら、おれにしか持てないはずのひかりを、誰にでも持てるようにすることができるということだ。

　ひかりが──永遠に人の姿になる力を失うことと引き換えに。




「本当にそんなことができるのか、エレノア？」

（……どうだろうな。ただ、恐らくできるのだろう）

　そんなことができること自体、エレノアも知らなかったみたいだ。

　彼女にしては珍しく、苦虫を嚙かみつぶしたような、言いにくそうな口調で言った。

　ひかりが──人間の姿に戻れなくなる……？

　そう口にしてみると、不思議とひかりとの想おもい出でが脳裏を駆け巡り始めた。

「ふっ」

（……何がおかしい）

「いや、なんだかな。今のひかりを見て、こんなことを言うのもおかしいんだが」

（……何のことだ？）

「ひかり、将来は間違いなくいい女になるよな」

（──貴様、この期ごに及んでまだそんなことを！）

　だが、おれが感じたのとほぼ同じことを、追い詰められた女たちも感じていたようだ。

　ヘレネー。

　イオ。

　アウラ。

　一度は諦めて、その場にへたり込んでしまった三人は、次々と立ち上がった。

　再び──瞳ひとみに光を取り戻して。

「待ちなさい、そう結論を急ぐのはどうかしら」

「そうそう！　ここはお姉ちゃんたちに任せるのがいいと思う!!」

「魔王なんてもうどうでもいい。とにかくひかりちゃんを無事カケル様の元に返さないと」

「え？　ええ？　──えええええっ!?」

　言葉の端々はしばしから強い意志が伝わってくる三人を見て、驚くひかり。

「お、おねーちゃんたちどうしたの？　一瞬で一年くらい修行したみたいになってるよ!?」

　ひかりが驚くのも無理はなかった。

　おれの目から見てもそう映っていた。

　三人は──まるで何かの殻を破ったかのように、生まれ変わったかのように、全身から力を溢あふれさせていた。

　体力気力ともに、十二分。

　今なら、二回の変身を経たタナトスにも勝てそうだった。

　それに──

　もし、ひかりが万が一にも、人の姿に戻れなくなる可能性があるんだったら。

　もはや、負けてなんていられなかった。




「……エレノア」

（なんだ）

「行くぞ。何としてでもこれをぶち破って、あっち側に戻る」

（いや待て、ぶち破るって……貴様まさか！）

「ああ、お前を使う」

（待てっ！　本気か貴様。今の貴様は全ての力を失っているのだぞ！　浸食されずに我を持てるかどうかもわからぬのに!!）

「確かに、今お前を手にしたら、何がどうなるのかわかったもんじゃない」

（そうだ！　我の支配は意識してやっているのではない。いわば呼吸や鼓動と同じ。自分でも止められぬのだ）

「わかってる」

（わかってるだと？　……それをわかっていながら、なぜ！）

　初めて聞いたんじゃないだろうか。

　エレノアの切羽詰まった、ただひたすらヒステリックに叫ぶ声を。

「なぜって──わからないか？」

（なに!?）

「ヘレネー、イオ、アウラ」

　そう言いながら、三人を見回す。

「彼女たちはギリギリに追い詰められても、ひかりのためにまだ強くなって、ひかりを守ろうとしてくれた。本気でいい女たちだ。おれはつくづくいい女たちに出会えたと思う」

（……）

「だがな、ひかりの父親はおれだ。ひかりのために彼女たちが土壇場どたんばで更に強くなったんなら、おれにそれができない道理はない」

（できない道理がない、だと？　はあ……）

　エレノアから深い深い、心の底から呆あきれたようなため息が聞こえてきた。

（まったく、根拠も何もないではないか）

「何を言ってる。根拠はおれがひかりの父親だってことだ。それ以上に何がいる？」

（それを普通は「根拠がない」と言うんだ。はあ……）

　エレノアはもう一度深くため息をついた。

（まあいい。乗りかかった船だ。貴様に付き合おう）

「へえ？」

（我に浸食されて取り込まれたら責任を持って骨を拾ってやる。ボロボロになった時の介護も、あの世に直行した時の墓守はかもりもな）

　エレノア……。

「ふん、全部いらねえよ。それは」

　おれは、ずっとそばに突き立てていたエレノアの柄を握った。




　──ドクン！




　大きく跳ねる胸の鼓動が身体の中心から聞こえてきた。

　心臓が口から飛び出るかと思うくらいに激しい鼓動だ。

　全身がカッと灼やけるように熱を持った。

　柄を握った手のひらには、もう感覚がなかった。

（大丈夫か!?　どうする、今ならまだ止められるぞ？）

「ふざ……ける、な……」

　こんな──こんなふざけたところで止められるか。

　顎あごごと砕けそうな勢いで奥歯をギリッ、と嚙みしめると、おれはエレノアを引き抜いた。

　オーラを出す。

　それを全身満遍まんべんなく纏まとう。

　燃えさかる炎の中に飛び込んだような、更なる灼熱しゃくねつが襲ってくる。

　メラメラと身体全体を燃やし、焦こがす火焰かえんを振り切り──振るう。

　エレノアを振り上げて、斜めに斬り下ろした。

　──静寂。

　さっきまで聞こえていた、ひかりたちのやりとりも、その一切が聞こえなくなった。

　耳が痛くなるほどに無音な空間。

　それもしかし、一瞬だけのこと。

　次の瞬間──、

　世界が、ガラスのように砕け散った。
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「おとーさん!!」

　ひかりの声が聞こえた瞬間、全ての力が戻ってきたのを感じた。

　力が戻ったが故に、全身の痛み──ダメージを正確に把握することができた。

　無茶をした分、体力的には普段の半分が限度ってところか。

　それに、身体のあっちこっちがボロボロだ。

　おれは改めてオーラを出して、全身に纏まとった。

　これで見た目だけは普段通りだ。

（くくく、見栄っ張りめ）

「何を言ってるのかわからんな」

　と言いながら、エレノアにデコピンをした。

「おとーさん！」

「おっと！」

　ひかりがまるでラガーマンのような勢いで抱きついてきた。

　むしろほとんどタックルだ。思わずよろめいてしまう。

「おとーさん！　おとーさん！」

　そのまま腰にしがみついて、何度も何度もおれのことを呼ぶひかり。

　その頭をおれは優しく撫なでた。

「よくやったなひかり。ずっと見てたぞ」

「ええっ！　おとーさん、見てたの!?」

「ああ、格好良かったぞ、ひかり。将来絶対いい女になれるな」

「いい女……えへへ、そうかな」

　さっきまで、溜たまりに溜まっていたものがまるで堰せきを切ったかの如ごとくおれにしがみついてきたひかりだったが、もう笑顔になって、嬉うれしそうにはにかんでいた。

　頭を撫でていると、他の女たちの姿が目に入った。

「ひかり、ちょっと待っててな」

「うん！」

　ふっ、とまずはヘレネーのそばに移動した。

　一瞬で目の前に現れたおれに驚くこともなく、ヘレネーは婉然えんぜんと微笑ほほえみかけてきた。

「お待ちしておりました、カケル様」

「よくここまで持たせてくれた。特にあの扇子の動きには驚いた。後でじっくり見せてくれ」

「はい、仰せのままに」

　微笑むヘレネーのあごを摘まんで、キスしてやる。

　唇を離すと、今度はイオのそばに飛んだ。

「つ、次は私ですか!?」

「ああ。格好良かったぞイオ。エレノアもたくさん褒めてた」

「え？　ほ、ホントですか!?」

（褒めはしたが、その程度で満足せずもっと先を見つけろと言っておけ。前にも言ったはずだ）

　エレノアの突っ込みは、この際無粋だからスルーした。

「今回の冒険の旅はどうだ。満足か？」

「はい！　カケルさんが今、すっごく格好いい登場をされましたし、もう大満足です!!」

「そうか。なら、このあとおれがきっちりヤツを倒すとこも、ちゃんと見ていけよ。今回のクライマックスだ」

「はい！　もちろんです!!」

　同じようにイオにもキスをして、それからオリビアのところに移動した。

　一番満身創痍まんしんそういなオリビア。

　無理もない。

　彼女はタナトスの攻撃を、ほぼ一身に食らっていた。

　果ては、ひかりに呼ばれないのに飛び出したりと、今や立っているのもやっとなほどで、おれが目の前に立つと、気が抜けたのかふらっと倒れそうになった。

　それを抱き留め、まずはキスをした。

「ごめん……あたしがもっと強かったら」

「いや。お前は充分強い。ただ──そんなお前に、一つだけ言っておきたいことがある」

「え？　な、なに？」

「お前にひかりはやらんぞ」

「──ぷっ」

　おどけたように言ったのが功を奏したのか、さっきまで目は虚うつろで表情も物憂げだったのが、一気に破顔した。

「もちろんだよ。むしろあたしも人の子と同じ。ひかりは人の子と一緒じゃなきゃダメだよ」

「よし。なら、将来不届き者が現れた時、一緒になってつぶしてやろうぜ」

「うん！　任せて!!」

「だが！　お前にひかりはやらん！」

「だーかーらー、それはわかったよ!!」

　おれは被かぶせるように同じ台詞せりふを言って、またオリビアと笑い合った。

　その間、オリビアの怪我けがを魔法の玉で回復してやって、普通に立てるようになったのを確認してから、おれは彼女から離れて最後にアウラのところに移動した。

「カケル様……」

「何も言うな」

　口を開けばまた自罰的になりそうだったアウラの台詞を、キスで塞ふさいだ。

「もう少し待ってろ。約束通りお前を魔王にしてやる」

「！　──はいっ!!」

　一通り女たちのケアを終えた後。

　最後に──ようやくタナトスの方に振り向いた。

　タナトスは不快そうに顔を歪ゆがめ、鋭い目つきでおれを睨にらんでいた。

「魔剣使い……なぜ……今になって」

「このタイミングだぞ？　本気でわからんのか」

「なに!?」

「父親の前で娘を追い詰めたのが運の尽きだったな。久しぶりに頭にきたぜ」

「ただの怒りで……あの封印を解いたと言うのか」

「その前に、あの程度の封印で、あの程度の力で、本気でおれをどうにかできると思ったのか？　お前たちの戦いをずっと見てたぞ」

「ずっと見ていた、だと？」

「ああ。一応礼を言っておくか。お前のおかげでおれの女たちはますます成長できた」

「今までも手を出せたのに、黙って見ていた……とでも言うのか？」

「そうだ。もともといい女たちが限界を超えて更にいい女になる戦いが目の前で起きてるんだぞ？　見ない手がどこにある。もっとも、他の解釈がしたいんならそれも構わんがな」

「──っ！」

　タナトスの顔が目に見えて歪んだ。

　おれの言葉が負け惜しみなのか、本気で言ってるのか、判断に迷ってるんだろう。

「……ッ。いくら魔剣使いとはいえ、こっちは魔王の力を入れてるんだ。今更どうする？」

「魔王の一部、だろ？」

「──ッ」

　タナトスが飲み込んだ魔魂石は、まだ一つだけだ。

　それも、追い詰められ、余裕も何もなくなった時に飲み込んだ、その一つだけ。

　それでも強くはなったが、正直さほどでもないと思った。

「五月蠅うるさい！　そこまで言うなら、その身で魔王の力を思い知れ！」

　タナトスが鋭い勢いで手を振り上げる。

　そうして真上から振り下ろすと、手刀から巨大な黒い刃が具現化され、襲いかかってきた。

　キーン！

　エレノアで、難なく受け止める。

　黒い剣気は塞がれ、弾け飛んで四散した。

「ひかり」

「うん！」

　呼ばれたひかりが、嬉しそうにおれに駆け寄ってきた。

　途中で待ちきれなくなったかのように、魔剣の姿に戻ると、そのまま飛び込んできた。

　おれはそれをキャッチすると、エレノアとひかり、二振りを同時に構えた。

「ああ……」

「うん、やっぱりこれだよね！」

「ひかりちゃんはカケル様の手元にいるのが一番だと思う」

　女たちの感想を聞きつつ、一気にケリをつけることにした。

　余裕をぶっこいていて逆転リバース、なんて絶対にさせない。

　おれは全力でひかりを振り下ろした。

　タナトスが剣気をかき集めてガードしたが、それごと砕いて、タナトスを真っ二つにした。

　そのままひかりを更に振るって、回転を上げてタナトスを細切れにする。

「エレノア！」

（うむ！）

　応じるエレノアを逆手に構えて、大きく跳躍した。

　ドームのてっぺんにぶち当たるほど飛び上がると、そこから斜め下に向かって、エレノアを投げつける。

　エレノアは細切れにしたタナトスのまさにど真ん中に飛び込んでいった。

「神の、雷……!?」

　イオのつぶやきさながらに、ビームのように見えるエレノアの一撃は、投げ込まれた先のタナトスの欠片かけらを全て蒸発させていった。

　一度はバラバラにしたのに復活したところを、今まで何度も見ていた。

　だから、速攻でケリをつけて、跡形もなく消滅させるというやり方を選んだ。

　引力による自由落下に抗あらがうことなく着地した頃には、タナトスだったものは完全に消えていた。

　代わりにクレーターができていて、そのクレーターの中心にはエレノアと魔魂石が転がっていた。

　おれはそれを拾い上げた。

　同時に、周囲を用心深くチェックする。

（大丈夫だ。我がきっちりと消滅させた）

「そうか」

　これでやっと……一件落着だな。







[image: ]




　女たちを連れて、残った魔魂石を回収しにいった。

　タナトスの部下が守っていたが、そもそも前のヘレネーたちでも出し抜けた程度の連中だ。

　タナトス戦を経て、進化に近い成長を遂げた彼女たちに敵かなうはずもなかった。

　連中はあっという間に蹴散けちらされると、残りの八個の魔魂石を献上した。

「ようやく全部揃そろったな」

「そうですね」

「これを──どうすればいいんでしょう？」

「そうだな……どうなんだ、アウラ？」

「それは──先ほどのタナトスに倣ならうのであれば、もしかしたら」

「飲み込むか。それは別にいいんだが……こんなにあるんだぞ」

　おれは集まった九個の魔魂石を指した。

　一つ一つが、ほぼスーパーボールほどの大きさもある石だ。

　一つだけなら飲み込めもするだろうが、そのサイズを九個というのは勘弁願いたいはずだ。

　ぶっちゃけ、見る方としても、ちょっと遠慮したいような光景だ。

「やります」

　が、アウラの決意は固いようだ。

「いいのか？」

「はい、カケル様。今までみんながしてくれたことを考えたら、このくらいなんでもありません」

「そうか。なら、やってみろ」

「はい」

　アウラが全ての魔魂石を手に取った。

　そのうちの一つを摘まんで、ごくりと喉のどを鳴らす。

　おれはそれとなく、アウラとヘレネーたちの間に割って入った。

（くくく、過保護なことだ）

　チリーン、とエレノアにデコピンした。

　なんとなく背後で誰かが「くすっ」と笑ったような気がしたが、スルーした。

　ほどなくして、アウラが魔魂石を飲み込み始めた。

　だが、なにせスーパーボールほどもある石だ。飲み込むのにかなり苦労していた。

　嚙かみ砕くだくわけにはいかないし、そもそも嚙み砕けもしないだろう。

　故に、アウラは大きく息を吸い込むと、まるでゆで卵を丸呑まるのみするかのような勢いで一気に飲み込んでいった。

　一つ……二つ……三つ……。

　魔魂石を次々と飲み下していく。

　一つ飲み込むたびに、アウラの顔色が悪くなる。

　だんだん土のような色になっていく。

「アウラ様……」

　その場にいる誰もが固唾かたずを飲んで見守った。

　誰も止めなかったのは、激戦の後に芽生えた連帯感と、本人の意思を尊重してのことだ。

　そうして、おれたちは全ての魔魂石がアウラの腹の中に収まっていくまで、じっと見守った。

　最終的に、アウラが魔魂石を一つ残らず全部飲み下した後。

「どうだ」

「どうだと言われても、えっと……これといって……」

　おれの問いに困惑顔でアウラがそう答えた、次の瞬間。

　彼女の身体から光が溢あふれた。

　タナトスの時と同じだ。

　皮膚や服越しにも見えるほど強い光が、アウラの腹の奥から発せられていた。

　その光は次第に大きくなり、やがてアウラの全身を包み込んだ。

　これを見るのは全員二度目だ。

　だから慌てることなく、ただ、アウラの次の変化をじっと見守った。

　アウラを包み込んだ光が、これもまたタナトスの時と同じように収束していく。

　──しばらくして、光が完全に収まると。

　そこには黙然としたアウラが佇たたずんでいた。

「なるほど……これが魔王か」

　ただ、そこに立っているだけなのに。

　恐らく、アウラ自身は何もしていないはずなのに。

　にじみ出る威圧感だけで、アウラはまるでこの場を支配しているかのようだった。

　その証拠に、ヘレネーもイオも。

　さっきまであれほど力強く戦い、知恵と勇気と底力を振り絞り、また一つ限界を超えたあの二人でさえも、圧倒されて一言も発することができず、ただ息を飲んでいた。

「どうだ、アウラ」

「……」

　呼びかけると、アウラがおれの方を見た。

　おれの姿を見て、自分の手のひらを見る。

　手を握ったり開いたり、まるで自分が持つ力のほどを確認するかのように振る舞っていた。

「──悪くない」

「……」

（おい、これは）

「ああ、こう来たか」

　つぶやき、微かすかに頷うなずくおれ。

　次の瞬間、想定内の一つが現実になった。

　アウラは手を伸ばすと、おれがデコピンするように、指に指を引っかけて、弾いた。

　瞬時に巨大な空気の塊が撃ち出される。

「ふっ！」

　エレノアを抜き放って、空気の塊を弾いた。

　あまりの衝撃に、手の全体がビリビリした。

「カケル様！」

「カケルさん！」

　ヘレネーとイオ、二人が同時におれの名前を呼んだ。

「下がってろ！　ここは危ない」

　二人にそう言ってから、更に庇かばうようにアウラの前に立たち塞ふさがって、尋ねる。

「……お前は何者だ？」

「アウラ。魔王アウラ」

「アウラを乗っ取ったのか」

「いや」

　そいつは静かに、しかしきっぱりと否定した。

「私はただ、魔王としての自覚を持ったにすぎぬ。故に私はアウラであるが、それでももはやお前たちの知るアウラではない」

「もっとわかりやすく説明しろ」

「……人間とは」

「なに？」

「いつまで経たっても成長しない生き物よな」

「どういう──」

　意味だ、と問う間もなく、アウラの攻撃が飛んできた。

　何をしたのかも見えなかった。

　ただ、攻撃が来ると気づき、どうにかエレノアで防いだだけだ。

「ちっ……」

「カケル様！　手が！」

　ヘレネーの悲鳴のような声が聞こえた。

　思わず手を見ると、エレノアを握っている親指と人差し指の付け根の間が裂けて、血が噴き出していた。

　どくどくと流れ落ちる血。

　柄だけでなく、エレノアの刀身も伝って、だらだらと大地に流れていく。

「今の……防いだのに……？」

　イオが驚愕きょうがくした。

　ヘレネーより直接戦闘に特化している分、彼女は今の一撃の意味をより重く受け止めていた。

「魔剣エレノア、か。人には過ぎたものだ」

（まったくその通りだな）

　エレノアがおどけて言う。

　が、微かに口調に緊張が混じっているのがわかった。

　アウラが宙に手をかざした。

　瞬間、人型のエレノアがおれのそばに現れた。

　魔剣が消えたわけではない。

　現れたエレノアも、また完全というわけではない。

　半透明で、まるで幽霊の如ごとくおれのそばに並ぶように出現した。

「こ、このお方は……？」

「エレノアさん、どうして!?」

　エレノアの姿を知らないヘレネーと、過去で遭遇そうぐうしたことがあるイオ。

　二人はそれぞれ、違うところに驚いていた。

「なぜ、我の姿が!?」

「エレノア、それより声が!!」

「何？　ひょっとしてそこの二人にも我の声が聞こえるのか!?」

「はい……」

「じゅ、充分聞こえますけど──」

　人化したエレノア。

　その声は普通にヘレネーとイオにも聞こえているようだ。

「エレノアよ」

　そんなおれたちのざわめきを意にも介さず、魔王アウラはエレノアに話しかけた。

　直接話すために人の姿にしたのだと、すぐに理解した。

「私とともに来い。そんな男の元でくすぶっているのはもったいない」

「──スカウト、ということか？」

「モテモテじゃないか、エレノア」

「ふっ、まあな。何しろ我も〝いい女〟なのだからな？」

「自分で言うな」

　思わずエレノアにデコピンした。

　驚いたことに、半透明でも普通に触れた。

「いたっ！　貴様なあ……いつも我をこんなに強く叩たたいているのか!?」

「もちろんだ。いい音がするしな」

「今までそんなことを考えて叩いていたのか！　我をなんだと思っているのだ!!」

　エレノアの方も、おれをポカポカ叩いてきた。

「そりゃなんというか……バカ剣？」

「ばっ──!?　貴様なあ──」

　一瞬きょとんとしたエレノアの、その後の大爆発さえ吹き飛ばすように、更に魔王の指弾が飛んできた。

　三度それを弾く。

　背筋に汗がつー、と伝った。

　明らかに、強くなっている。

　魔王の攻撃は、回を重ねるごとに強くなっていた。

　まるで、徐々に魔王としての力が馴染なじみつつある、とでも言わんばかりに。

「私を無視するとはいい度胸だ」

「文句ならこいつに言え！　我は──」

「問おう」

　魔王アウラがそう言った瞬間、圧倒的な殺気がおれたちを包んだ。

　ヘレネーとイオはもちろん、おれでさえ戸惑うほどの殺気だ。

「私と一緒に来るつもりはないか」

「断る」

　エレノアはほぼ考えることなく、ノータイムでアウラを拒絶した。

「……理由は？」

「娘の前で寝取られるのは、教育上悪いのでな」

「なるほど」

　魔王アウラは一度目を閉じると、深く頷いた。

　そうしてほとんど間をおかずに再びカッと目を見開くと。

　同時に──その姿を消した。

　反応できたのは勘──これまでの戦いで積んできた経験によるもの。

　おれは瞬時にひかりを構え、死角から飛んできた攻撃を受け止めた。

「なるほど、硬いな」

　間近から物静かな声でつぶやく魔王アウラ。

　その声にゾクッとした。

　背筋を悪寒が駆け上った。

　その悪寒の正体を探るまでもなく、再びアウラの攻撃が飛んできた。

　ひかりで防いだが、腕を引くと、間髪入れずもう一度手刀を振り下ろしてくる。

　おれはひかりをかざして、流れるような動きでそれも防い──




　──バキーン。




「……何!?」

　咄嗟とっさには、何が起きたのかわからなかった。

　ただ、手に持っていた、攻撃を防ぐはずだった魔剣ひかりが、真っ二つに割れてしまったことだけ、視界から辛うじて情報として入ってきた。

「……これでもう障害はない。エレノア、もう一度聞くぞ。私とともに来るか？」

（き、きさまああああああ！）

　アウラの声も、エレノアの怒号も。

　何を意味しているのか──分からなかった。
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　青い空。

　白い雲。

　どこまでも広がる草原。

　風が吹くたびに草が波打ち、ひかりが無邪気にそれを追いかけていく。

「ひかりー、そんなに走ると転がるぞー」

「そだね、おとーさん。わかったー。……おーちゃん！」

　おれに返事をしたひかりはその場に立ち止まって、流れるような動きでオリビアを召喚した。

　それはチビドラゴンでも巨大な竜でもない、ひかりよりもほんの一回り大きいだけの、大型犬くらいにリサイズされたドラゴンだった。

　ひかりはその背中に乗ると、今度は空を飛んで再び波打つ草を追いかけていった。

「あんなこともできるようになったのか」

（この分だと親離れする日は存外近いのかもしれんな。『おとーさんの靴下クサい！　一緒に洗わないで！』とかな？）

「ひ、ひかりはそんなこと言わないはずだ」

（くくく、声が震えているぞ）

「うるさいな」

　チリーン、とエレノアにデコピンをする。

　澄んだ音が風に乗って辺りに響いた瞬間。

　遙はるか先にいたひかりが、オリビアとともにパッと振り向くと、こっちに戻ってきた。

　おれの前に止まって、ドラゴンの背中に乗ったままじっと見上げてくる。

「どうしたひかり」

「ううん、なんでもないよ！　それよりおとーさん、お弁当食べよ？」

「ああ、そうしよう」

　まったく他の目的のない、ただのピクニック。

　朝起きてひかりに誘われた時は「なんで？」って思いもしたが、愛娘が「ピクニック行こ？」と誘ってきたのに断る父親がいるわけもない。

「それじゃ、シート敷くね？」

　ひかりはオリビアの背中から飛び降りて、ずっと持っていた荷物からシートを取り出すと、器用にその場に敷いた。

　そこそこの風が吹くなか、シートが飛ばないよう押さえているのは、ひかりが召喚した四体のドレイク兵。

　さっきのオリビアと同じように、オリジナルのものより遙かに小さくリサイズされた、手の平サイズのフィギュアと同じくらいのドレイク兵だ。

　普通シートは石とかそこそこ重い物を四隅に置いて押さえるものだが、小さなドレイク兵が押さえている光景も、意外と味があって悪くない。

「はーい、それじゃここに座ってくださーい！」

「ああ、ありがとうな、ひかり」

「どーいたしまして！　おとーさん、これがお弁当だよ!!」

　ひかりはずっと持っていたバスケットをシートの上に置くと、ふたを開けた。

　中にサンドイッチをはじめ、軽く手で摘まんで一口で食べられるよう特化したメニューがギッシリとつまっていた。

「美味おいしそうだな」

「ほんとう？　えへへ……」

　おれが褒めると、ひかりが嬉うれしそうに笑ったから、そこでピンときた。

「もしかして、ひかりが作ってくれたのか？」

「うん！　けさ起きて、ミウおねーちゃんにならって作ったの！」

「そうか！　すごいなあひかりは……!!」

　よしよし、と、ひかりの頭を撫なでてやった。

　ますます嬉しそうに、そしてくすぐったそうに眼を細め、身をよじらせるひかり。

「おかーさんにも手伝ってもらったんだよ」

「エレノアに？」

「うん！」

「どうやってだ？　エレノアはあのくじ引き所以外じゃ人間になれないだろ？」

「な・い・しょ」

　ひかりはそう言って可愛かわいらしくおどけてみせた。

　唇に指を当てて、片目をつむってウインクする。

　古典的だが、よく似合っていて可愛らしい仕草だ。

「おい、本当に一緒に作ったのか？」

（まあ、ひかりに頼まれたのでな）

「なんか噓うそくさいな。お前にできるのか？　お前ができる料理なんてこれくらいだろ？」

　おれはそう言うと、エレノアで近くにあった直径五十センチくらいの岩をザク斬りした。

　料理の話だから、ついでに猫のかたちにした左手を添えながらだ。

（ええい、我で変なものを斬るな！　左手を添えるな！）

「それじゃ、こうか？」

（岩を桂剝かつらむきするな！）

「ペペロンチーノを作るとき、こうやってよく包丁の腹でにんにくをつぶしてたな……」

（岩をごりごりつぶすな！　せめて食べ物にしろ！）

　エレノアの反応がテンポよかったから、ついついイジって遊んでしまった。

　まあ、実際のところ、エレノアが何をどうやってひかりを手伝ったのかなんてどうでもいい。

　ひかりが満足さえしていれば──母親と一緒に料理して楽しい想い出を作れたみたいだから、詳しい内容なんてどうでもいいと思った。

　そんなことを考えながら、ひかりの手作り弁当を眺めていると──

「ふわっ!?　え、えええ!?」

「地震か？」

　それまで静かだった草原が、いきなり地鳴りと共に揺れ出した。

（あれではないか？）

　これまで暢気のんきにおれに突っ込んでいたエレノアの声が一変。

　感覚で伝わってきた方角を向くと、地面から巨大な虫が現れていた。

　ミミズのように細長くて、直径は一メートルくらい。長さは二十メートル以上。

　目とかはなくて、ただ先端に鋭い牙きばがびっしり生えている大きな口が見えた。

　ハッキリ言って気持ち悪い。

　そんな虫が、体を大きくうねらせながら、こっちに向かって襲いかかってきた。

「エレノア」

（うむ）

　おれは弾かれるようにシートから飛び上がると、虫に向かっていった。

　逆手に構えたエレノアを振り抜く。

　そこそこに硬い虫を、上下に開きにしてやった。

　斬ったときに汁というか体液というか、そういった謎なぞの液体が飛び散ったが、シート──もっと言えば弁当にだけは掛からないよう計算して、それらも全部斬って霧散させた。

（だから、そんなものを斬るのに我を使うな！　斬った後の始末など黒炎でよかろうに!!）

「いいだろ別に」

（……デリカシーのない男は、時が来たらいの一番に娘に嫌われるぞ？）

「そ、そんなことないし！　ぜ……絶対ありえないし!!」





☆






　倒れて動かなくなった虫の前で言い争うカケルとエレノア。

　そんな二人のやりとりを、ひかりはシートの上に座ったまま、目を細めて見つめていた。




　だいすきな、おとーさんとおかーさん。




　虫が出てくる直前まで──直後にも、言い争っている。

　でも。

　モンスターが現れた瞬間、二人とも纏まとう空気が一変して、どんな達人よりも早く飛び出して、最速かつ最善の対処でモンスターを倒してみせた。

　そうして、今もまだ言い争っている。

　傍はたから見れば、カケルが剣に向かって何かまくし立てているだけだ。

　だが、ひかりの目には、くじ引き所でもないのに母のエレノアも人間の姿になって、カケルとコミカルなケンカを続けているように見えた。

　昭和チックな……どこか懐かしさを感じるコミカルなケンカ。

　ひかりは、そんなケンカばかりを繰り返している二人を見るのが大好きだった。

　それこそが自分のおとーさんとおかーさんの、いつも。

　そして、自分がもっとも憧あこがれる関係。

「ひかりもいつか──おとーさんとおかーさんみたいになりたいな……なれたらいいな」

　ひかりはニコニコしたまま両親を見つめて、つぶやく。













「そう、いつか……。ひかりが大人になったら」










あとがき







　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人たいわんじんライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　皆様のおかげで、無事十二巻をお届けすることができました。

　ここまで来られて、もはや感無量かんむりょうという感じです。

　続刊を出せたのはひとえに皆様が購入し続けて下さったおかげです。

『くじ引き特賞：無双ハーレム権』の続刊継続購入率は、担当編集も驚くほど高いもので、それ故ゆえここまで続けてこられました。




　本当に、本当に皆様には感謝の言葉しかないです。




　さて、ここまで読んで下さった方は、次巻がどうなるのか、気になる方もいらっしゃるかと思います。

　今回はちょっと言えません。

　皆様には是非ぜひ、前知識なしでその結末を見届けてもらいたいからです。




　ですが、一つだけはっきりと言えることがあります。

　むしろ、毎回お話していることです。




　この話は『くじ引き特賞：無双ハーレム権』です。

　今までがそうで、これからもそうです。

　何がどうなろうが、最後は必ずカケルが勝つ。

　そして、魔王も絶対にハーレム入りします。

　この話はそういう物語です。

　是非、次巻もお手に取って下さい。




　とは言っても、どうしても結末が気になって待てないという方もいるかとは思います。

　そんな方はなずなの別シリーズ、集英社ダッシュエックス文庫刊『俺おれはまだ、本気を出していない』をご覧になってみてください。

　その作品はくじ引きの数百年後を描いた物語で、主人公はカケルの血を引いた少年ヘルメス・カノーです。

　そこで、カケルが魔王をハーレムに入れた様子が次の魔王の口から語られますので、よろしければ、是非。




　そして集英社といえば、ダッシュエックスコミックに連載中の、ヤングジャンプコミックス

『くじ引き特賞：無双ハーレム権』の第二巻も発売されました。

　第二巻の内容もくじを引いて無双むそう、そしてハーレム──といういつも通りのものです。

　そしてなんと、一巻では一人分だったのに、二巻では二人のヒロインがカケルに可愛かわいがられます。

　二人ともそりゃあもう濃厚にがっつりやられます。

　更にそれだけではなく、無双の結果エレノアもカケルの手に渡り、いよいよ「らしく」なってきます。

　こちらは書店のなろうマンガコーナーか、ヤングジャンプコミックのコーナーでお買い求めいただければ幸いです！




　最後に謝辞しゃじとなります。

　イラスト担当の瑠奈璃亜るなりあ様。今回も素敵すてきなイラストをありがとうございます！　表紙のカケルが最高に格好良かったです。

　コミック担当長谷見はせみ様。毎回の更新待ち遠しくて夜も眠れません！

　担当編集Ｋ様。今回も色々ありがとうございました。

　十二巻まで刊行させて下さったＧＡ文庫様。もはや感謝の言葉が見つかりません。

　コミカライズの書籍刊行をさせて下さったダッシュエックスコミック様。コミックも一生の宝物にします。

　本書を手に取って下さった読者の皆様、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携たずさわった皆様に厚く御礼申し上げます。




　次もまた、皆様のお手元に届けられることを祈りつつ、筆を置かせていただきます。





二〇一九年九月某日　なずな　拝









著者

三木なずな（みき なずな）

　元声優志望の台湾人ラノベ作家。

　待て次巻!!




イラスト

瑠奈璃亜（るなりあ）

　ゲーム原画、ライトノベル挿絵を活動の中心とするイラストレーター。カードゲームイラスト等一点物作品も担当している。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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